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序

清流宮川のほとりに開けた吉城郡古Ⅱ|町には、原始・古代の遺跡が数多く見つかって

います。縄文早期の押型文士器の出土で著名な沢遺跡、縄文時代の集落遺跡として知ら

れる中野山越遺跡、前方後円墳の信包八幡神社古墳、古墳時代から奈良時代の大集落が

確認された上町遺跡、白鳳時代の寺院跡である杉崎廃寺等、枚挙にいとまがありません。

岡前遺跡もそういった数多い遺跡のひとつとして知られていました。

このたび、県単道路改良工事（鼠餅古川線）に伴い、埋蔵文化財の記録保存をはかる

ため、岡前遺跡の発掘調査を実施しました。発掘調査は、岐阜県士木部古川土木事務所

から岐阜県教育委員会に委託され、財団法人岐阜県文化財保護センターが担当しました。

今回の調査では、竪穴住居趾が８軒確認されるとともに、大量の縄文土器、石器、須

恵器等の遺物が出土しました。さらに、飛騨地方の発掘調査では初の出士となった和同

開珠も見つかりました。縄文時代の遺物からは、飛騨周辺の各地方との文化交流の様子

が明らかになりました。また、歴史時代の遺物は、当遺跡の眼下にひろがる杉崎廃寺と

の関連も予想されます。

最後になりましたが、発掘調査および出土品の整理・報告書の作成にあたりましては、

関係諸機関・各位の温かいご理解とご協力を頂き、感謝申し上げます。また、現地にお

ける調査に際しましては、地元の方々に多大なるご協力を賜り、厚くお礼申し上げる次

第であります。

平成７年３月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長吉田豊



例 ロ

１．本書は岐阜県吉城郡古川町杉崎御構に所在する岡前遺跡（GO6FOOl50）の発掘調査報告書である。

２．本調査は県道鼠餅古川線改良工事に伴うもので、岐阜県士木部古川土木事務所から岐阜県教育委

員会を通じて委託を受け、財団法人岐阜県文化財保護センターが実施した。

３．発掘調査は、平成６年度に実施し、渡辺誠名古屋大学文学部教授の指導のもとに上嶋善治が担当

した。

４．本書に記載した遺物の実測は、次の者が主に行った。

縄文土器（拓本含む）古田奈緒子田中靖久田中雅裕川上百合子野村三鈴

白石和代竹本朋生牛丸富士子田井孝子梶君子

清田由美子所洋子伊藤世志光坊田洋子田邊直子

須恵器・灰釉陶器・土師器・陶磁器田井孝子白石和代

石器上嶋善治竹本朋隼田中雅裕梶君子柚村幸子

士製品梶君子古田奈緒子

鉄製品古田奈緒子

５．実測図等のトレースは次の者が主に行った。

柚村幸子田中靖久田中雅裕梶君子竹本朋生伊藤世志光

６．遺物の写真撮影は野村宗作が行った。

７．本書の執筆は、第４章第１節３（Ｉ群）・４は谷口和人が執筆し一部上嶋が加筆した。第２章第

１節は藤橋村立小中学校教諭古田靖志氏、第４章第４節は、㈱パレオ・ラボ吉川純子・藤根久の

各氏に玉稿を賜り、他は止嶋が執筆した。編集は上嶋が行った。

８．事前地形測量は有限会社沖下測量に委託して行った。

９．空中写真撮影はガルト・エアロサービスに委託して行った。

10．炭化種子および炭化材の同定は株式会社パレオ・ラボに委託して行った。

11．発掘調査及び報告書の作成にあたって次の方々や諸機関からご助言．ご指導．ご協力をいただい

た。記して感謝の意を表する次第である。（敬称略・順不同）

大野政雄八賀晋大江命戸田哲也河合英夫林直樹神村透小島俊彰

岩田修田口昭二狩野陸神保孝造南久和小阪大斉藤弘道栄一郎

玉田忠雄樋口昇一会田進‘恩田勇若田俊一小島孝修

12．発掘調査作業ならびに調査記録及び出ｔ品の整理等には、次の方々の参加・協力を得た。

古田奈緒子坂谷正道大平勇三枝實飯塚八十子稲本嗣柚原末三野村新三

田中靖久白石和代竹本朋生中林保昌加藤清左衛門川上百合子野村三鈴牛丸富士子

柚村幸子田井孝子梶君子清田由美子所洋子田中雅裕伊藤世志光坊田洋子

田邊直子松葉弘子辻垣内ひとみ辻千恵子新田香代子水口智子宮崎和子中屋寿賀子

古川恵利子屋上満智子

13．遺構記号は次の通りである。ＳＢ：住居趾ＳＦ：焼土趾ＳＫ：士坑Ｐ：ピット

14.ｔ層および遺物の色調観察は、小山正忠・竹原秀雄「新版標準士色帖」（1993)を参照した。

15．調査記録及び出土品は、財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第１章調査の経緯１

第１ 章 調査の経緯

第１節調査に至る経緯

今回の発掘調査で、岡前遺跡が対象となったのは、岐阜県士木部古川土木事務所による県単道路改

良工事（鼠餅古川線）による。この遺跡は、第２章第２節で述べるように古くからその存在が知られ

ていた。また、道路改良地点には墓地があり、その移転先も当遺跡内であったため、発掘調査の対象

となった。

古川町教育委員会は、本調杳に先立ち事前に当遺跡の確認調査を行った。道路工事部分に関しては

平成３年度に、墓地部分については平成４年度に実施した。その結果、道路部分はほぼ全域にわたっ

て、縄文時代から歴史時代にかけての集落遺跡の可能性が確かめられ、墓地部分は、攪乱が激しいも
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第１図遺跡の位置



２第２節発掘調査の経緯

のの、８世紀代の遺物が出土することが認められた。

発掘調査にあたっての地区の設定は、国士座標に合わせて第２図のように、４×４ｍの区画を設け

た。Ａ列は、国士座標第Ⅶ系のＸ＝28465,1列は、同じくＹ＝-593となっている。調査地点の北東

部のA19区からＤ18区までが、墓地部分であり、南西部のＬ１区からＨ14区までが道路部分となる。

便宜的に前者を北東調査区、後者を南西調査区と呼ぶことにする。

調査地点は畑地で､遺物が容易に表面採集できる場所であった。従って､手掘りで平面発掘を行った。

第２節発掘調査の経緯

６月上旬までに現場事務所の設置等の準備や、地形測量を実施し、６月14曰に杭打ちおよび－部掘

削を開始した。６月15曰に調査始め式を行った。以下、週ごとに調査経過を記述する。

第１週(6.14～6.17）現場事務所を設置し用具の搬入を行った。地区の設定をし、６月15曰に調査

始め式を行った。西側より掘削を開始する。第Ⅱ層より縄文中期後半の土器片が出土する。

第２．３週(6.20～7.1）Ｌ２．３区あたりで、竪穴住居趾らしきプランが見えはじめてくる。Ｋ

６区では土器の集中的な出土が見られる。Ｂ16～C17区のあたりの表土剥ぎにかかった。

第４週(7.4～7.8）Ｌ３区の埋設土器の掘りあげを行った。１０列目から14列目の掘削にかかった。

30度を越す暑さが徐々に厳しくなったきた。

第５週(7.11～7.15）ＳＢ１の掘削を進める。９列目から14列目は地山まで予想以上に深く、掘削

が難航する。Ｈ１２．１３区のあたりで、竪穴住居趾らしきプランが見えはじめてくる。

第６週(7.18～7.22）Ｂ列からＤ列のあたりは攪乱が激しいものの、第Ⅳ層が確認され、縄文早期

の包含層の可能性がでてきた。Ｌ７区で天目茶碗が出土する。

第７．８週(7.25～8.5）南西調査区のⅡ層および北東調査区の攪乱層の掘削を進める。Ｋ４区で

方形の石囲炉を検出（ＳＢ２)。Ｌ５区で土偶の胴体部分と左腕部が出土する。

第９．１０週(8.8～8.19）北東調査区で「和同開弥」が出土。第３号住居趾を検出した。

第11週(8.22～8.26）北東区のⅡ層を掘削する。旧地形が南東方向に傾斜していることを確認する。

Ｊ７区で須恵器の短頸壺が出土する。遺構の可能性を調べたが確認されなかった。

第１２．１３週(8.29～9.9）北東区のⅢ層．Ⅳ層の掘削に入る。Ｊ８区で第４号住居趾を検出する。

北東区をほぼ掘り終えた。

第14週(9.12～9.16）第５号住居趾を検出する。ＳＢ４で蓋石を伴う埋甕（逆位）が見つかり、Ｓ

Ｂ５からは、有孔鍔付土器が出土した。第６号住居趾を検出した。

第15週(9.19～9.22）第７号住居趾を検出する。ピットおよび土坑の掘削に入る。

第16.17週(9.26～10.8）住居｣11内のピットの掘削を終え、遺構の実測および写真撮影を行う。１０

月８曰に現地説明会を実施する。

第18週(1011～10.13）未掘部分および遺構の精査を行う。第８号住居趾を検出する。１８区より

鍔付きの大型石棒の一部が見つかる。埋め戻し作業および用具の搬出等を行って現地での調査を終了

した。

以後、財団法人岐阜県文化財保護センター飛騨出張所にて整理作業に入った。
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第２図地区設定図



４第１節地理的環境

第２章遺跡の環境

第１節地理的環境

遺跡の所在する吉城郡古川町付近の地形は、宮川流域に広がる沖積低地と、それを取り巻く標高

1,000ｍ前後の山地からなる。宮川は国府町から古川町にかけては南東から北西方向に流路を取り、

大きく曲流することもなく、標高差の少ない平坦面をゆるやかに流下している。この周辺で宮川に流

れ込む小河川や谷は本流の流向に対しておおよそ垂直方向に流下し、宮川流域の低地にさしかかる辺

りで小規模な扇状地を形成しながら宮川に合流する。これらの河川や谷の流路は、地下に伏在する断

層の走行に一致している。宮川流域の低地は、両岸に500ｍ～1,500ｍの幅で広がっており、第四紀完

新世に礫や砂・泥などが堆積した沖積層からなる。これらの沖積層は、基盤の船津花崗岩類や濃飛流

紋岩類、手取層などを被覆している。

宮川流域の沖積低地を取り巻く山地は、中生代ジュラ紀の船津花崗岩類、ジュラ紀～白亜紀の手取

層、白亜紀後期の濃飛流紋岩類などからなる。船津花崗岩類は中生代ジュラ紀に大規模に貫入してで

きたもので、古川町周辺では南部に分布する花崗閃緑岩を主体とした下之本タイプのものと、北部に

分布する眼球状マイロナイトなどを主体とした船津タイプのものに区分されている。手取層群は宮川

を東西に横切るように帯状に分布しており、礫岩、砂岩、泥岩からなる。礫岩中には船津花崗岩類や

濃飛変成岩類、オーソコーツァイト、砂岩、粘板岩、安山岩などの礫が含まれており、いずれも非常

に円磨されている。この手取層の泥岩や砂岩層などからは植物や軟体動物の化石を産出している。古

川町の西方に分布する濃飛流紋岩類は、白亜紀後期の火山活動による火砕流の堆積物であり、岐阜県

内に広く分布する大規模な岩体の北縁部にあたる。岩質は流紋デイサイト～流紋岩溶結凝灰岩であり、

鵬;Z:鰯！;勝
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第３図遺跡周辺の地質（地質調査所発行20万分の１図幅「高山」を改編）



第２章遺跡の環境５

岩体中には花崗斑岩の貫入が見られる。

山地が宮川流域の低地にさしかかる辺りでは、礫や砂、泥からなる更新世の堆積物が局所的に分布

している。

古111町杉崎の岡前遺跡は、ちょうど山地と沖積低地の境界部に位置している。宮川流域の平坦面に

さしかかる標高531.9ｍの山（諏訪神社の裏山）の南東山麓の緩斜面上にあり、眼下遠方に古川町市

街を￣望することができる｡この山は船津花崗岩類に区分されている花崗閃緑岩やそれが圧砕作用を

受けてできた眼球状マイロナイトからなるが、岩石全体が極めて風化しており、表層部からマサ化が

進行している｡遺跡の立地面は、こうした山の斜面上の風化岩屑が堆積してできた崖錐にさらにマサ

の流出したものが堆積して形成された緩斜面であると考えられる。遺跡付近でも、船津花崗岩類が風

化していない山が平坦面にさしかかるような場所では崖的な急斜面を形成している。

マサは乾燥した状態では黄味を帯びた色をしており、遺跡の包含層中に認められる黄色い士はこの

マサ起源のものであると考えられる。これは大雨等で裏山から流出して堆積したもので、遺跡の地層

を識別する決め手にはなりにくい。

参考文献

野沢保・河田清雄・河合正虎1975『飛騨古川地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１図幅)』

山田直利・野沢保・原山智・滝沢文教・加藤砿-1988「20万分の1図幅「岐阜｣」
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岡前遺跡は、吉城郡古川町杉崎地内に所在する。前述のように、花崗岩質の山が崩れてできた緩斜

面に立地する。現在諏訪神社があるが、その境内およびその周辺が遺跡とされている。調査地点の現

況は畑地であった。

ここは、古くから縄文時代の遺跡として知られ、1935年（昭和10）発行の飛騨考古土俗学会編輯

『飛騨石器時代遺蹟地名表」では、出土遺物として「縄紋式土器．石鍍．石錐．打製石斧．磨製石斧．

石錘．石棒．凹石．土偶．石鋸．石冠」があげられている。

1938年（昭和13）に林魁一は、県内の縄文時代の遺跡の報告する中で当遺跡を取り上げている（林

1938)。それによると、1933年（昭和８）２月に鉄道工事（現在のＪＲ高山本線）の際、岡前の諏訪

神社の南側山麓の士を取ったが、その時、断面半円形の穴が見つかり、中から、「細い石棒、磨製石

斧の断畉と石Ⅲのやうなもの」が発見されたと記している。また、付近で林道を開く時に、炉と推定

される遺構とともに、底部を欠損した土器が見つかったことが記されている。写真から判断すると沈

線によるいわゆる剣先文がある唐草文系土器である。

岐阜県教育委員会（1962）「岐阜県遺跡目録』では、上記の遺物をあげているが、縄文土器は「後

期」と記されている。1972年（昭和47）発行の『岐阜県史」の一覧表では、同様の遺物をあげ、さら

にｔ器に関しては、「中期と後期」と記している。

遺跡の背後に諏訪神社がある。創立年代は平安時代とされている（土田1987)。神社西側の駐車場

整備の際に、縄文時代後期堀之内式段階の注□土器が見つかっている。あたかも革袋形を呈しており、
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珍しい形のものである。神社周辺の畑地では、縄文土器片・フレイク類や、須恵器片が容易に表採で

きる。

さて、古川町内の著名な縄文遺跡をあげるとすると、まず、沢遺跡がある。ゆるく傾斜する山麓の

小さい平地にある。1964年（昭和39）と1967年（昭和42）に発掘調査が行われ、県内では最も古い段

階に位置づけられる押型文士器が確認され、その時期の竪穴住居趾も検出された。黒鉛を含む独特な

胎士が特徴的で、帯状施文の山形文を主体とする。「沢式」の型式名が確立しているが、その編年的

位置づけについては議論されている。

飛騨地方の発掘史の中でも注目されるのが、御番屋敷遺跡である。この遺跡は、山麓台地の南端に

ある。1954年（昭和29）に開田工事に伴い７基の炉跡が見つかり、そのうちの１つが発掘調査されて、

堅穴住居111が１軒明らかになった。住居の中央に６個の石からなる方形の石囲炉があった。出土した

縄文土器の主体は中期のもので、北陸系の前葉から中葉にかけてのものや、加曽利ＥＩ式に類するも

のが圧倒的に多く出土し、住居趾の時期もこの時期に比定される。

やがて、飛騨地方においても、発掘調査の規模が大きくなってくる。大野郡久々野町の堂之上遺跡

や高山市の垣内遺跡など、縄文時代の集落遺跡の発掘調査が行われるようになった。古川町内では、

岡前遺跡と宮川を挟んで反対の山麓に所在する中野山越遺跡が、1976年（昭和51）から1979年（昭和

54）にかけて調査された。発掘調査報告書によると、縄文時代中期から後晩期にかけての竪穴住居趾

が32軒検出されるとともに、大量の土器．石器類の出土があった。

古川町内では、弥生時代の遺跡はほとんど知られていない。それに対して、古墳の造営は、飛騨地

方では、古川．国府から高山にかけての盆地地域に集中している。古川町でも、信包古墳群、中野古

墳群、高野古墳群などがあり、全長64ｍの前方後円墳である信包八幡神社古墳は、鉄地金銅張の馬具

類、碧玉、水晶、硬玉製の玉類、鉄鍍等が発見されており、６世紀代の古墳であると言われる。光泉

寺古墳や高野水上古墳は巨石、切石を利用した横穴式石室を有する。

古代寺院も古墳と同様に飛騨においては、盆地地域に集中している。現在14寺の所在が推定されて

いるが、そのうち古川町内に６寺を数える。なかでも、岡前遺跡の眼下に広がる杉崎廃寺は、古くか

ら礎石群があり、県の史跡に指定されていたが、1991年（平成３）から古川町教育委員会の調査によっ

て、伽藍配置が明らかになった。また、伽藍間に石が敷きつめられた珍しい寺院であることが注目さ

れている。

古墳時代から奈良時代にかけての住居j''二が数多く見つかったのが、上町遺跡である。国府古111バイ

パスの建設に伴いＣ地点．Ｄ地点の調査が、1987年（昭和62）から1989年（平成１）にかけて実施さ

れ、竪穴住居趾90軒、掘立柱建物h131棟などが検出され、飛騨地方では、当時代の調査としては、画

期的な成果を上げた。報告書では、出土した土器および検出された遺構等から、律令体制が整備され

てきた段階から地域的土器様式への変容、さらに、律令体制が変質．解体し中世へと進んで行く過程

にまで言及している。上町遺跡に関しては、その後、トヨタ地点･○地点・栗原センター地点の調査

もなされた。
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第４図古川町内の遺跡
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第１表古川町内の遺跡（岐阜県教委1990より作成）

番号 遺跡名 所在地 時代 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６

戸市古屋敷古墳群

戸市遺跡

谷遺跡

野口城跡

羽根坂古墳群

下野羽根坂古窯跡

小鷹利城跡

信包塩屋古窯跡

黒内城跡

黒内細野遺跡

丸山古墳

向小島城跡

信包中原田古窯

八幡古墳

信包八幡神社古墳

西ケ洞廃寺跡

寺地西ケ洞古墳群

岡前奥御堂跡

岡前諏訪神社裏古墳

岡前遺跡

杉崎廃寺跡
杉崎嵯峨山古墳

御番屋敷遺跡

稲荷神社古墳群

太江多度古墳群

太江前平古墳群

太江釜ケ洞遺跡

左近廃寺跡

太江中日影古墳

太江中ケ野古墳群

小島城跡

沼町天王洞古墳

下北城跡

上気多古墳群

沢遺跡

上気多古墳

池之山城跡

中野宮田古墳

中野宮ケ洞遺跡

中野西ケ洞遺跡

中野トンビケ洞遺跡

中野祢宜ケ洞古墳

大洞平古墳群

中野大洞平遺跡

中野山越遺跡

中野山越古墳群

上野梨ケ洞遺跡

上野水上洞古墳群

上野井西古墳群

落岩城跡

上野城山古墳群

高野光泉寺古墳

高野水上古墳

高野溝添古墳

百足城跡

高野巾ノ上古墳

古)||城跡

五阿弥塚古墳

古町廃寺跡

増島城跡

上町遺跡

上町廃寺跡

古111町戸市古屋敷

古)||町戸市上野

古Ill町谷立道

古)||町野口宮ノ腰

古川町下野中山

古川町下野中山

古川町信包牛ケ谷

古)||町信包塩屋

古111町黒内古屋敷

古)||町黒内細野

古)||町信包中山

古)||町信包轟

古)||町信包中原田264

古)||町信包八幡

古)||町信包八幡

古)||町寺地西ケ洞

古jll町寺地西ケ洞

古川町杉崎奥御堂

古川町杉崎御構

古111町杉崎御構

古川町杉崎淡原

古111町杉崎嵯峨山

古)||町太江御番屋敷

古)||町杉崎天神洞

古川町太江多度

古)||町太江前平

古川町太江釜ケ洞

古)||町太江左近

古)||町太江中日影

古川町沼町東洞

古川町沼町前平

古lll町沼町天王洞

古)||町下気多城山

古)||町上気多沢

古川町上気多沢

古)||町上気多榊岡

古)||町下野池之山

古１１|町中野宮田

古)||町中野宮ケ洞

古)||町中野西ケ洞

古111町中野トンビケ洞

古lll町中野祢宜ケ洞

古川町中野大洞平

古111町中野大洞平

古111町中野山越

古川町中野大洞

古)||町上野梨ケ洞

古)'1町上野水上洞

古川町上野井西

古川町上野城山

古)||町上野城山

古)||町高野光泉寺988

古)||町高野水上

古１１|町高野溝添

古)||町高野滝ノ上

古川町高野巾ノ上

古川町高野城山

古川町向町２－７

古)||町向町古町

古)||町片原町８

古川町上町五反田

古)||町上町久中

古墳

縄文

縄文

中世（室町）

古墳

奈良

中世（室町）

奈良

中世（室町）

縄文

古墳

中世

奈良

古墳

古墳

平安

古墳

中世

古墳

縄文～平安

白鳳

古墳

縄文

古墳

古墳

古墳

縄文～奈良

白鳳

古墳

古墳

中世（室町）

古墳

中世（室町）

古墳

縄文

古墳

中世（室町）

古墳

縄文

縄文

縄文

古墳

古墳

縄文

縄文～平安

古墳

弥生

古墳

古墳

中世（室町）

古墳

古墳

古墳

古墳

中世（室町）

古墳

中世（室町）

古墳

白鳳

安土桃山

古墳～中世

白鳳

円墳２基

町史跡

円墳４基

県史跡

円墳

県史跡

昭和54発掘調査

円墳

前方後円墳県史跡

円墳２基

円墳

県史跡

円墳

県史跡

円墳３基

円墳８基

円墳２基

円墳

円墳４基

県史跡

円墳

円墳３基

町史跡

円墳

円墳

円墳

円墳３基方墳２基１．２号墳県史跡

昭和51～54発掘調査町史跡

円墳12基

円墳17基

円墳７基

円墳５基

円墳県史跡

円墳県史跡

前方後円墳

円墳

円墳

県史跡

昭和62～平成２発掘調査
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第３章 遣 構

検出された遺構は、竪穴住居hl、屋外埋甕、土坑、ピットおよび焼土の広がりである。まず、基本

的層序について述べ、以下遺構ごとにⅡ頂に記述する。

第１節基本的層序

岡前遺跡は前述のように、背後の花崗岩質の山が崩れてできた緩斜面上に位置する。従って地山は、

黄褐色の砂礫士である。調査地点は畑地であった。遺物が表採できるが、表士は攪乱が激しい。また、

北東調査区は、山芋が採集されており、かなり深く攪乱されている。基本的な層序は、次のようにⅣ

層からなる。

まず第１層は、畑の耕作士である。黒褐色士（l0YR2／3）で、草根が多く粘性が乏しく、しまり

はよくない。厚さは約10～20cm程度である。

第Ⅱ層は、第１層より黒っぽく、黒褐色士（l0YR2／2）の層が約10～30cmの厚さで広がり、さら

に黒色士（ｌ９ＹＲＬ７／1）の層が約20～40cmある。縄文時代中期を中心に土器・石器等の遺物が出土

する。地点によっては、黒褐色士層より須恵器・士師器が出土する。

遺跡の地形は、北から南にかけて緩やかに傾斜しており、斜面の縁辺部では、縄文時代の遺物包含

層の上層である黒褐色士が下がってきており、須恵器等の遺物が出土する。

北東調査区では、第Ⅲ層が存在する。黄榿色士（l0YR7／8）で、約５mmの小礫を含む。背後の花

崗岩質の山からマサが流出して堆積したものと思われる。

さらに第Ⅳ層の黒褐色士（l0YR3／l）がある。やや粘性があり、しまりがある。縄文早期の押型

文士器および条痕文系士器が出土する。

地山は、黄褐色士（l0YR5／6）である。

第２節堅穴住居趾

検出された堅穴住居趾は８軒である。ただし、石囲炉のみを検出したものも含む。いずれも南西調

査区である。７軒は石囲炉を有する縄文時代のものであり、１軒は平安時代のものと推定される。検

出された順に遺構番号を付けた。

第１号住居土止（第８図、図版３）

最も西端に位置する住居趾で、Ｌ２区とＬ３区にまたがっている。黄褐色十を掘り込んだ状態であっ

た。南側は攪乱されていてプランは明瞭でないが隅丸方形を呈すると推定される。大きさは、東西4.0

ｍで、南北は確認された範囲では、約3.5ｍである。壁の高さは、北側で約65cm確認された。

この地点は、包含層を掘り下げて行く段階から遺物の出土が多い地点であったが、かすかに土色の

違いがあり、住居趾のプランと想定して掘り進めたが、実際はそれよりも、やや北側に大きく掘り込
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5列東壁

Ｍ６

１
－４９６．５０ｍ

Ｌ６

ＨＣ

坂暗褐色

３黒色土(l0YR1.7/1）
０６

Ｎ６

Ｍ６
-495.50ｍ

‐z＜＝二三．らう

8列東壁

Ｋ９

」９ -496.50ｍ

r（こう

誼、型ｕｈｌ剰鰹

３黒色土(l0YRL7/1)炭化物含む。

Ｋ７Ｋ列北壁

Ｋ５
Ｋ６

-496.60ｍ

〈露三二三三雫霊 ○Ｖ－１豆一

ｏｏ－ｚ二両へ二
H，

Tjn

Ｍ

Ｍ４
-495.80ｍ

２
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

４

Ｍ８
Ｍ7

-495.50ｍ

－－－二元二ｓ

３黄褐色土(l0YR5/6）

４黄褐色土(l0YR5/6)小礫含む。

第５図±層図

ｌ黒褐色土(l0YR2/3）

２黒褐色土(l0YR2/2）

２ｍ
０

￣－コ
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ｌ７

Ｌ４９６６０ｍ

ｌ黒褐色土(10ＹＲ２/2）

２黒色土(l0YR2/1）

３暗褐色土(lOYR3/3）

４黒褐色土(10YR2/3）

５暗褐色土(lOYR3/3）

６暗褐色土(l0YR3/4）

497.90,7黒褐色土(l0YR3/2）
８にぶい黄榿色土(l0YR6/3）

９黒褐色土(10YR2/2）

ｌＯにぶい黄褐色土(loYR4/3）

１１黒色土(10YR2/l）

１２暗褐色土(lOYR3/4)砂質。

１３暗褐色土(l0YR3/3）

ｌ黒褐色土(lOYR2/3)耕作土。

２黒色土(l0YR1.7/1）

３黒褐色土(10YR2/3)黄榿色土(loYR7/8)混じり。
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７黒褐色土(10YR3/1）

調査区東壁

ilIIffJF呈蕊
２５黄褐色土(l0YR5/8）

０ ２ｍ

函＝＝乞一

1８1８ ＡＡ
1７

’
１
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ

1６

蝿識蝿識⑥○

④９－､_の９－､_の

Ｓ㈱、Ｃ

○

。
Ａ

A’

ロロ

匂

囚の、
、

Ａ
Ａ’
-500.50ｍ

J霊蕊蔓蓑 ０ ２ｍ

￣－－－－

第６図北東調査区



１２第２節竪穴住居趾
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第３章遺構1３

まれていた。

ピットは、Ｐ１からＰ10まであるが、柱穴と推定されるのは、Ｐ２・Ｐ７・Ｐ８である。Ｐ７とＰ

８の間は溝が結ばれている。中野山越遺跡36号住居趾では主柱穴をめぐるように周溝があり、同じく

２号住居趾でもピットを結ぶように周溝がある。本住居hkの類例といえよう。

中央やや南寄りに石囲炉を検出した。川原石約８個からなる方形のプランを呈し、火熱を受けて割

れている石もある。約85×80cmの大きさである。焼土はそれほど確認されなかった。
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１４第２節竪穴住居趾

覆土中より土器片の出土は多く、ほぼ器形の復元できる個体が数点あった（遺物出土分布図の○は

士器、●は石器類)。第24図のｌは、床面直上からの出土である。在地的な要素をもっているが、全

体的には北陸の古府式に相当する。３９の土器は、大型の土器で破片が散在していた。葉脈状の沈線文

のくずれたものと見ることができることからも、やや新しいものと考えられる。４の浅鉢、６の平面

楕円形の台付き土器など北陸的な要素を強くもつ土器が多い。石器類は、石鍼５点、石錐３点、石匙

１点、ピエス・エスキーユ1点、打製石斧６点、磨製石斧２点、磨石４点、凹石７点、切目石錘１点、

礫石錘１点、石Ⅲ1点、ＵＦ２点、石核１点、フレイク１００点が出土した。

時期は、出土した土器から見て、北陸編年の古府式の最終段階と推定する。
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第３章遺構１５

第２号住居吐（第10図、図版３）

Ｋ４区で検出された。ただし、石囲炉とその周辺の硬化部分のみを確認しただけである。プランは

周辺のピット等から推定すると円形を呈するものと思われるが不明である。

周辺のピットのうちＰ１３.Ｐ２１．Ｐ２２．Ｐ２５．Ｐ２９．Ｐ３３．Ｐ３７．P38等が柱穴と推定される。こ

の中で、P22とP33がそれぞれ深さが44ｃｍ・４０cmと深く、石囲炉を中心に対称の位置にあることから

注目される。

石囲炉のプランは方形で、８０×70cmの大きさである。四辺をそれぞれ１つずつ大きな石で組んでい

る。他の住居趾の石囲炉はすべて川原石をもって構築されているが、この石囲炉のみ山石を利用して

いる。覆土中には、炭化物を含んでいたが、焼土はそれほど確認されなかった。

炉の周辺は非常に固く締まった面が約90×70cmにわたって確認された。

出土遺物は、炉の覆土中および炉の周辺の遺物のみをこの住居趾に伴うものと判断したが、実際は、

住居趾のプランを検出できなかったので、包含層と判断した部分からの出土も少なからずあるはずで

◎四。
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１６第２節竪穴住居趾

ある。第28図の68は、器厚約６mmと薄手であるが、半裁竹管による半隆起線文が偏平になった段階の

もので、第１号住居趾と同様に、北陸編年の縄文中期古府式最終段階と思われる。他に87や88のよう

に条線文の粗製土器であるが、口縁に沈線を施すもの、口縁に沿って隆帯がめぐり櫛状工具による連

続刺突を施すものなど特徴的な土器が出土している。

石器類の出土は少量で、石錐１点、磨石２点、フレイク４点のみである。

第３号住居趾（第11図、図版３）

Ｈ１２．１３～１１２区のあたりで検出された。黄褐色士を掘り込んだ状態であった。北側および南側が

掘削できなかったためプランは明瞭にできなかったが、直径約3.2ｍの隅丸方形と推定される。壁は、

北寄りでは、約50cm、南寄りでは、約20cmの高さが確認された。ピットは、ｐｌからｐ４までの４か

所検出され、それぞれが主柱穴と推定される。

中央やや北よりに方形あるいは五角形の形状を呈する石囲炉がある。大きさは、約75cm×70cmであ
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第３章遺構１７

る。川原石を７個利用している。西側は一つの石であったが、火熱を受けて大きく三つに分かれてい

る。焼土はわずかに確認できた。

出土遺物は少量である。第29図の110は床面直上からの出土である。口縁部は不明であるが、地文

は撚糸文で、胴上部に条線が施され、Ｕ字状に半隆起線文とそれに沿って沈線が施されている。縄文

中期中葉の末頃であろう。石器類は、磨製石斧１点、磨石２点、凹石２点、フレイク22点が出土して

いる。

第４号住居趾（第13図、図版４）

Ｊ８区で検出された。黄褐色士を掘り込んだ状態であった。北西部がピットによってやや攪乱され

ている。隅丸方形のプランで、約3.1×2.9ｍとやや小型のものである。

壁は、北側の高い方で約30cm、南側の低い方で約20cm確認された。ピットは、Ｐ１からＰ９まであ

るが、Ｐ４・Ｐ７・Ｐ８・Ｐ９・Ｐ10は柱穴の可能性がある。北西側は不明である。中央よりやや南

、、、
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１８第２節竪穴住居趾
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第３章遺構１９

東寄りに長方形の石囲炉がある。大きさは、約90×70cmである。四辺に大きめの川原石を据えている

が、北西側のものは火熱を受けて大きく３つに割れている。焼土がわずかに確認できた。ピットの状

況および後述する埋甕等から判断すると、出入り口は、北西部にあったことになる。石囲炉の長軸は

その向きに合致する。また、この軸に沿って遺跡の南東方向を見ると、御嶽山が見通せる。

北西に埋甕が確認された。偏平な石が蓋石となっており、埋設された土器は底部を欠いて逆位に据

えてあった。蓋石の下部10cm以上が空洞になっており、遺存状況は良好であった。第31図139がその

土器である。後述するように北陸的な手法と信州的な要素を混合した他地域に類例を見ない在地的な

土器である。隆帯に櫛状工具による刺突文が施文されていることから、古府式の段階と推定する。埋

甕以外の土器は、１52のように典型的な唐草文系土器があるとともに、櫛状工具による連続刺突を多
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２０第２節竪穴住居吐

用する北陸的な要素が強い土器もある。１53のように２本単位になった沈線が蛇行する独特の土器も

ある。

石器類は、石錐１点、打製石斧１点、凹石３点、フレイク10点である。

第５号住居趾（第15図、図版５）

Ｊ７～Ｋ７区で検出された。第４号住居趾の西側に位置する。黄褐色士を掘り込んだ状態であった。
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第３章遺構２１

覆土は炭化物を多く含む黒色士が広がっていた。隅丸方形のプランを呈し、大きさは、約3.4×3.3ｍ

である。壁の高さは約40～50cm確認された。炭化材を含む炭化物が多く、焼失した住居と推定される。

後述するように炭化材は建築材・燃料材として広く利用されていたクリ材であった。ピットは、Ｐ１

～Ｐ８まである。Ｐ４・Ｐ５・Ｐ７・Ｐ８が主柱穴であろう。Ｐ１．Ｐ２・Ｐ３のあたりは、出入り

口に伴う施設に関係があるかもしれない。Ｐ３の北東に火熱を受けてポロポロになった石があった。

壁際のいわゆる周溝が北東側と南東側で確認された。

石囲炉は、中央やや南東寄りに位置する。長方形を呈し、大きさは、８０×60cmで、大きな川原石が

四辺に据えてあった。南西のもの以外は、火熱を受けて割れていた。炉の中央やや北西寄りに、深鉢
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形土器の上部が据えてあった。第35図209の土器である。

南側の隅の床面直上から有孔鍔付土器がほぼ完形で出土した。第35図213の土器である。口を住居

内側にし、胴部に孔があった。内部は炭化物を多く含む士のみで、土器片はなかった。他の出土遺物

としては、第35図208の土器が覆土上層から出土した。櫛状工具を多用するが北陸地方では見られな

い在地性の強い土器である。また、長野編年の中期後半Ⅱ期に相当するであろうものが見られる。

石器類は、石鍍４点、石錐１点、石匙２点、削器１点、三脚石器１点、磨製石斧１点、磨石１点、

凹石３点、ＵＦ１点、石核１点、フレイク11点である。

第６号住居杜（第17図、図版６）

Ｌ６．７区およびＭ６．７区で検出された。黒褐色士がわずかに方形に残りプランが見えてきたこ

とと、９世紀後半の須恵器・灰釉陶器がまとまって出土したことから住居hlと判断した。しかし、確

認された壁の高さが15cm以下と低く、時期不明のピットが多くあって、残存状況が悪いという点と、

焼土混じりの部分が北壁中央にあったものの、明確な竈跡にはならなかったという点から、住居趾か

どうか不確定な面を大きく残すことになった。

プランは方形であるが、南西部は確認できなかった。東西4.5ｍ、南北4.1ｍの大きさである。北壁

中央に直径約１ｍ高さ約20cmの焼土混じりの高まりがあった。竈に相当するか不明である。ピットが

数多く検出され、番号は46まで付けた。柱穴等は不明である。

出土遺物は、第91図１～８にあるように、９世紀後半の灰釉陶器、須恵器の碗および甕類である。

第７号住居趾（第18図、図版６）

Ｋ５～６区で検出された。黒褐色士の広がりから、当初士坑と推定していたが、石囲炉が検出され、

竪穴住居趾と判明した。住居趾のプランは不明瞭である。壁の残り具合から見ると長軸が約3.3ｍの

楕円形となるが、はっきりしたことは言えない。ピットは、Ｐ１～Ｐ４まで見つかった。Ｐ３は柱穴

の可能性があるが、他は不明である。

石囲炉は、方形で、６５×60cmの大きさで、大小８個の石からなる。北西の石は火熱を受けて割れて

いる。焼士がわずかに確認された。

出土遺物は、遺構の残りが悪かったこともあり少量である。櫛状工具による蛇行沈線の土器（第３７

図236）や東海系の土器（第37図239）など縄文中期後半の土器が見られる。石器類は、石錐１点、フ

レイク４点のみである。

第８号住居杜（第19図、図版６）

最後に確認された住居趾である。Ｊ７区で石囲炉を検出した。方形で４つの石からなるが、北隅は

石が欠失していた。炉の大きさは、８５×80cmである。炉内は、焼土を含む黒褐色士が堆積していた。

住居趾のプラン・柱穴とも不明である。

出土遺物は炉の覆土からのもので、ごくわずかである。まわりの住居趾から見て、当初、同じく縄

文中期後半の時期を考えていたが、図示してあるのは、いずれも無文のｔ器で、比較的薄手であり、

後期の可能性もある。第Ⅱ層中に築かれた住居かも知れない。石器類は、フレイク２点のみである。
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第３節その他の遺構

竪穴住居趾以外の遺構としては、埋甕１，焼土ht2か所、士坑６基、ピット186基がある。

埋甕（第20図、図版７）

Ｌ３区第１号住居趾の東側で検出された。屋外の埋設土器である。深鉢形土器の上方が円弧を描い

て検出された。当初、Ｐ10がその掘り方と推定したが、実際は、Ｐ10によって西側を壊されていた。

６黒褐色土(7.5Ｙ３／１）
７黒色土(7.5Ｙ２／１）
８黄褐色土(2.5Ｙ５／４）
９暗褐色士(ｌ０ＹＲ３／３）
10オリーブ褐色土(2.5Ｙ４／４）

1黒褐色土(７５ＹＲ３／１）
2明黄褐色土(ｌ０ＹＲ７／６）
３暗褐色土(ｌＯＹＲ３／３）
４にぶい黄褐色士(ｌ０ＹＲ４／３）
５明黄褐色土(ｌＯＹＲ６／６）

４９６．１０ｍ
７８１

３

０１ｍ

－－－－－－－－ヨ
10

第20図理 甕
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２６第３節その他の遺構

黄褐色士を掘り込んでいた。土器は、第37図249で、同一固体と思われる口縁部を利用して図上で復

元している。撚糸文に幅広の沈線で連弧状の文様が続く。北陸の串田新式に類似性を見いだせる土器

である。

焼土tl上（第21図）

北東調査区で２か所、焼士の広がりを認めた。

ＳＦ１は、C18区にある。Ⅱ層を掘削中に検出した。８０cm×40cmの範囲に焼土が広がっていた。遺

物は伴っていない。

ＳＦ２は、C17区にある。Ⅳ層を掘削中に検出した。９０×50cmの範囲に焼土が広がり、５０cmほど離

れた所に炭化物を含む黒色士があった。縄文早期押型文士器が出土する層であり、いわゆる炉穴の可

能性があり、断ち割ってみたが、不明であった。わずかに遺物を伴う。いずれも押型文士器である。

士坑（第２２．２３図）

士坑として検出したものは、Ｍ４～６．Ｎ４区にかけての地点である。この付近は、攪乱が激しい

部分であり、士坑として不適切なものがあるかもしれない。

ＳＫ１は、配石を伴う。１．７×1.6ｍの大きさで、深さは20cmである。縄文土器片を伴う。

ＳＫ２は、３．３×2.0ｍで深さは40cmである。縄文土器片を伴う。

ＳＫ３は、１．９×1.1ｍで深さは25cmである。縄文土器片を伴う。

ＳＫ４は、南西側は掘削できなかったため全容は明らかではない。検出された最大幅が1.8ｍで、

深さは30cm、底の部分は石が多くあった。

ＳＫ５は、２．１×1.5ｍで、深さは20cmである。

ＳＫ６は、１．８×1.4ｍで深さは20cm、須恵器等を出土している。

ピット（第７図）

ピットは調査地点全体に広がっている。図示できたのは186基である。調査区全域に散漫に存在す

る傾向が強い。掘立柱建物が建つような配列は確認されなかった。それぞれの記述はせず、表にまと

めておく（第２表)。
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覧表（単位はc、）第２表 ピット

§［iｌ「１「

番号 地区 大きさ 深さ 遺物（数字は挿図番号） 番号 地区 大きさ 深さ 遺物（数字は挿図番号）

１ Ｌ２ ３０×３０ 1６ 縄文士器片２（37-257） 5１ Ｍ５ ３０×２０ 1７

２ Ｌ２ ３０×３０ 1８ 5２ Ｍ５ ３０×２０ 1５

３ Ｌ２ ７０×６０ 2９ 縄文土器片８，フレイク１ 5３ Ｍ５ ４０×３０ ８

４ Ｋ３ ５０×４０ 3０ 縄文土器片４ 5４ Ｎ５ ４０×３０ 1８

５ Ｋ３ ２０×２０ 2３ 縄文土器片１，ＲＦ１ 5５ Ｍ５ ４０×３０ 1９

６ Ｋ３ ３０×３０ 2８ 縄文土器片７ 5６ Ｎ５ ３０×３０ 1８

７ Ｋ３ ５０×５０ 3０ 縄文士器片３，フレイク１ 5７ Ｎ５ ４０×３０ 2６

８

９

Ｌ３

Ｌ３

３０×３０

５０×４０

2３

1２

縄文土器片２１ フレイク２

縄文士縦片13(37-258~260)､凹石1

5８

5９

Ｎ５

Ｎ５

６０×４０

４０×３０

3２

2８

縄文土器片３

縄文士器片１（38-275）

1０ Ｌ３ ４０×２０ 3２ 6０ Ｎ５ ５０×３０ 3７ 縄文土器片１

1１ Ｌ３ ６０×３０ 2６ 縄文土器片３（37-261） 6１ Ｎ５ ６０×４０ 5２

1２ Ｌ３ ７０×４０ 1１ 縄文土器片３ 6２ Ｊ６ ６０×３０ 1０ 縄文土器片１（38-276）

1３ Ｋ４ ５０×４０ 2３ 縄文土器片８（38-262)、フレイク４ 6３ Ｊ６ ４０×３０ 1９

1４ Ｋ５ １０×１０ 1０ 縄文土器片10(38-263)､石鑑１，フレイク３ 6４ Ｊ６ ７０×５０ 5４

1５ Ｋ４ ７０×３０ 2１ 縄文土器片12、石錐１、フレイク３ 6５ Ｊ６ ３０×３０ 2３

1６ Ｋ４ ６０×３０ 1６ 6６ Ｋ６ ５０×４０ 1５ フレイク１

1７ Ｋ４ ３０×３０ 2８ 縄文土器片５（38-264.265） 6７ Ｊ６ ４０×３０ 1９

1８ Ｋ３ 100×４０ 2５ 縄文土器片７，フレイク１ 6８ Ｋ６ ９０×６０ 4１ 縄文土器片２（38-277)、フレイク１

1９ Ｋ３ ４０×３０ 1６ 6９ Ｋ６ ５０×３０ 2９

2０ Ｋ３ ４０×３０ 2３ 縄文土器片1 7０ Ｋ６ ３０×３０ ９

2１ Ｋ４ ３０×３０ 1３ 縄文士器片２ 7１ Ｋ５ ６０×５０ 5６

2２ Ｋ４ ３０×２０ 4４ 7２ Ｋ６ ７０×５０ 3７ 縄文土器片1０（38-277.278）

2３ Ｋ４ ９０×７０ 6５ 7３ Ｋ６ ５０×３０ 3７ 縄文土器片１（38-279）

2４ Ｋ４ ４０×３０ 3５ 7４ Ｋ６ ３０×２０ 3５

2５ Ｋ４ ４０×４０ 1２ 7５ Ｋ６ ２０×２０ 1８

2６ Ｌ４ ４０×３０ 1１ 7６ Ｋ６ ３０×２０ 2１

2７ Ｌ５ ６０×５０ 1８ 7７ Ｋ６ ２０×２０ 1６

2８ Ｌ４ ４０×２０ 3８ 7８ Ｋ６ ４０×３０ 1２

2９ Ｋ５ ３０×３０ 1９ 7９ Ｋ６ ３０×３０ 1８

3０ Ｋ５ ５０×５０ 7５ 縄文土器片５ 8０ Ｌ６ ３０×２０ 1４

3１ Ｋ５ ３０×２０ 3２ 縄文土器片1（38-266） 8１ Ｌ６ ８０×７０ 1６

3２

3３

Ｋ５

Ｋ５

６０×３０

５０×４０

1６

4０

縄文土器片’’ 茸形土製品１

縄文土器片10(38-267～269)、フレイク３

8２

8３

Ｌ６

Ｌ６

２０×２０

８０×６０

1４

1１

3４ Ｋ５ 150×７０ 2２ 縄文土器片1８（38-270～274） 8４ Ｌ６ ５０×３０ 2３ フレイク1

3５ Ｋ５ ４０×３０ 4３ 8５ Ｌ６ ５０×３０ 3１

3６ Ｋ５ ２０×２０ 1２ 8６ Ｌ６ ４０×４０ 3４

3７ Ｋ５ ３０×３０ 2１ 8７ Ｌ６ 120×８０ 1９

3８ Ｋ５ ４０×３０ 3４ 8８ Ｌ５ ８０×４０ 2５

3９ Ｋ５ ４０×２０ ８ 8９ Ｌ６ ９０×８０ 3８ 縄文土器片1８（38-281～284）

4０ Ｋ５ ４０×３０ 2９ 縄文土器片４ 9０ Ｌ６ ７０×５０ 1４ 縄文土器片２

4１ Ｋ５ ９０×４０ 3９ 縄文土器片５ 9１ Ｌ６ ７０×６０ 2５

4２ Ｋ５ ４０×２０ 1７ 9２ Ｍ６ ３０×３０ 1９ 縄文土器片１

4３ Ｋ５ ３０×2０ 1１ 9３ Ｍ６ ８０×６０ 1０ 縄文士器片４（38-285）

4４ Ｌ５ ３０×３０ 1０ 9４ Ｍ５ ５０×５０ 5４

4５ Ｌ５ ４０×４０ 1９ 9５ Ｍ６ 120×９０ 3０ 縄文土器片９（38-286.287)、膳石1

4６ Ｌ５ llO×ｌＯＯ 3９ 縄文土器片９，打斧１、フレイク２ 9６ Ｌ６ ８０×７０ 1８

4７ Ｍ５ ３０×３０ 1４ 9７ Ｍ６ ３０×２０ 11

4８ Ｍ５ ４０×２０ 1０ 縄文土器片１ 9８ Ｍ６ ３０×３０ 1０ 縄文土器片２

4９ Ｍ５ ５０×３０ 1９ 9９ Ｍ６ 100×６０ 1６ 縄文土器片１（38-288）

5０ Ｍ５ ６０×４０ 1８ 100 Ｍ６ ４０×４０ 1６ 縄文土器片1
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番号 地区 大きさ 深さ 遺物（数字は挿図番号） 番号 地区 大きさ 深さ 遺物（数字は挿図番号）

101 Ｍ６ ３０×2０ 1０ 151 １９ ２０×１０ 1３

102 Ｍ６ ３０×3０ 1５ 152 Ｊ８ 100×４０ 3０ 縄文士器片１（38-294）

103 Ｍ６ ４０×3０ 2０ 縄文土器片１（38-289） 153 Ｊ９ ５０×５０ 2０ 縄文士器片１（38-295）

104 Ｍ６ ４０×２０ 1３ 154 １９ ４０×３０ 1０

105 Ｍ６ ５０×５０ 2８ フレイク１ 155 １９ ６０×２０ １４

1０６ Ｍ６ ４０×３０ 1９ 縄文土器片３ 156 １９ ４０×４０ 2４ 縄文士器片1

１０７ Ｍ６ ２０×２０ 1０ 157 Ｊ９ ５０×３０ １６

108 Ｍ６ ３０×２０ 1３ 158 Ｊ９ ３０×２０ 1８

109 Ｍ６ ７０×４０ 1６ 159 Ｊ９ ２０×２０ 2０

110 Ｎ６ ４０×4０ ８ 160 Ｊ９ ３０×３０ 1８

111 Ｎ６ ４０×３０ ９ 161 １１０ ６０×４０ 1８ 縄文土器片１

112 Ｎ６ ３０×３０ 1０ 162 １１０ ３０×２０ 2６

113 Ｍ６ ２０×１０ 1１ 163 １１０ ７０×４０ 1５ 縄文士器片２（38-296）

114 Ｎ６ ４０×３０ 1９ 164 １１０ ４０×３０ 2０

115 Ｎ６ ４０×２０ 2８ 165 １１１ ３０×２０ 1１

116 Ｎ６ ５０×３０ 1６ 166 １１１ ４０×３０ 2６

117 Ｎ６ ４０×３０ 1７ 167 １１１ ３０×２０ 1８

118 Ｎ６ ３０×3０ 4３ 168 Ｉｌｌ ３０×３０ 1５

119 Ｊ７ ４０×３０ 1１ 縄文土器片３ 169 Ｋ３ ４０×３０ 1８

120 Ｊ７ ２０×２０ 1７ 170 Ｋ３ ４０×２０ 1４

1２１ Ｊ７ ３０×２０ 2４ 縄文土器片1（38-290） 1７１ Ｌ３ ３０×２０ 2４

122 Ｊ７ ３０×３０ 1３ 172 Ｌ３ ３０×３０ 1０

123 Ｊ７ ２０×２０ ９ 173 Ｌ３ ５０×４０ 2９

124 Ｊ７ ２０×２０ 1１ 174 Ｌ３ ８０×４０ 1２

125 Ｊ７ ２０×１０ ７ 175 Ｍ５ ６０×３０ 1６

126 Ｊ７ ３０×２０ 3８ 176 Ｍ５ ３０×３０ 2２

127 Ｊ７ ２０×2０ 2４ 縄文土器片１ １７７ Ｎ５ ４０×３０ 1５

128 Ｋ７ ３０×３０ 2０ 178 Ｋ６ ３０×３０ ９

129 Ｋ７ ４０×３０ 2１ 縄文土器片１ 179 Ｎ６ ３０×３０ 2６

130 Ｋ７ ４０×４０ 1８ 180 Ｎ６ １０×１０ 1５

131 Ｋ７ ５０×４０ 2３ 縄文土器片１ 181 Ｋ７ 120×９０ 2３ 縄文土器片７（38-297）

132 Ｋ７ ５０×４０ 3９ 182 Ｊ７ ８０×６０ 2６

133 Ｌ７ ７０×５０ 4７ 183 Ｋ８ ２０×２０ 1７

134 Ｌ７ 120×７０ 2８ 縄文土器片１ 184 Ｋ８ ２０×2０ 1７

135 Ｌ７ ９０×７０ 3８ 縄文土器片３，ＵＦｌ 185 Ｋ８ ４０×４０ 2２

136 Ｌ７ ６０×４０ 2４ 186 Ｋ８ ３０×３０ 2０

137 Ｌ７ ８０×５０ 4４ 縄文士器片２

138 Ｌ７ ８０×５０ 3８ 縄文土器片３（38-291）

139 Ｍ７ ７０×６０ 2５

140 Ｍ７ 150×１１０ 3５ 縄文土器片３（38-292)、凹石１

1４１ Ｋ７ ４０×３０ 2５ 縄文土器片1

142 １８ ３０×２０ 1２

143 Ｊ８ ３０×３０ 3８

144 １８ ４０×３０ 1７

145 Ｊ８ ２０×２０ 1５

146 Ｊ８ ４０×３０ 2６ 縄文土器片１

147 Ｊ８ ５０×４０ 1８ 縄文土器片1

148 Ｋ８ ４０×４０ 1７

149 Ｋ８ ５０×５０ 2０ 磨石１

150 Ｋ８ ３０×３０ 2２ 縄文土器片1（38-293）
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第４章遺物

第１節縄文土器

１慨要

今回の発掘調査では、調査面積の割りには多量の縄文土器が出土した。破片点数は約26,000点であ

る。接合可能のものは、できるだけ接合を行った。紙面の都合で報告できないものもあるが、早期の

押型文士器から縄文晩期の浮線文士器まで各種のものがある。さらに、草創期末の表裏縄文士器もわ

ずかに出土した。しかし、主体となるのは縄文中期後半の土器である。

押型文士器は、そのほとんどが北東調査区からの出土であった。黒鉛入りで山形文の帯状施文に特

徴があるいわゆる沢式土器や密接楕円文の細久保式が出土しているが、グリッドによる分布状況とか

らめて時期差が見られる出土状況を示している。

中期の土器は、北陸系、信州系の土器および東海系の土器が見られるが、どの系統にも直接的に繋

がらないものや、各要素が折衷したような土器も多く見られる。

北陸の中期の編年は、大筋は確立されている。前葉の新保・新崎式、中葉の上山田・古府式、後葉

の串田新式といった具合である。一方、信州の中期の編年もいわゆる井戸尻編年によって把握され、

さらに長野県各地域の資料を集成した形で編年が確立してきている（長野県1978・中部高地1979)。

ただし、長野編年の「後葉」は曽利式の段階からであるが、北陸の「中葉」の途中から「後葉」にか

けての時期に対応するようである。従って、ここでは、「中葉」・「後葉」ということばは、北陸編年

に依り、長野編年の「後葉」は「後半」ということばでとらえることにする。

後晩期の土器も一部出土している。堀之内式段階の注口土器が諏訪神社の西側で出土しており、今

回の調査地点とは別の地点に後晩期の資料の集中する地点があることが予想される。

２遺構出土の縄文土器

縄文時代の堅穴住居趾７軒と、士坑、ピットの一部から縄文中期中葉から後葉にかけての土器が出

士している。

第１号住居吐出土の縄文土器（第24～27図、図版８～１０）

覆土から比較的多くの土器が出土した。器形の復元できるものも数個体ある。古府式の典型的なも

のもあるが、総じて半裁竹管文は偏平化し、櫛状工具による連続的な刺突が施される時期、つまり上

山田・古府様式のＶ様式の時期と見られる。いずれにしても、北陸的な要素を持つものが多い。

ｌは、直線的に外反する器形で、口縁部内面にわずかに段が形成されている。口縁部は、沈線が横

位に－本巡り、細い刻みが連続している。偏平な半隆起線が数本弧状に施され、さらに渦状に垂下す

る。その横に連続刻みが施されている。渦巻き部分と弧状部分の間は、やはり半隆起線文で満たされ

ている。胴下半は縄文であるｏ２は、胴部は直線的に立ち上がるが、口縁部は、開いてから真っ直ぐ゛

に立ち上がる。口縁は、緩い波状を呈する。胴部は沈線が縦に密接して施され、上部は、隆帯が直線



３２第１節縄文士器

的に屈曲しながら展開し、口縁付近では円形の部分もある。隆帯には櫛状工具による連続刺突が施さ

れている。隆帯の間は、沈線が沿うように走る。３は、口径40.5cm、胴部の最大径50cmの大型のもの

である。胴部が丸く頚部がくびれて口縁は開いている。偏平な半隆起線が口縁部に弧状に施され、頚

部は、その間隔が広がり、櫛状工具による連続刺突がある。胴部の文様は、横位に細長い楕円状に半

隆起線文があり、頚部との間は同じく半隆起線が緩い渦巻き状に施されている。口縁部と同様に櫛状

工具による連続刺突がある。

４の浅鉢は、北陸地方で見られるものである。隆帯による渦巻きが４単位で施され、その間は隆帯

の細長い楕円形状の区画があり、その間に櫛状工具による連続刺突が施されている。

５．６は、波状口縁で、平面形が楕円形で台付きの北陸地方の特徴的な器形の土器である。口縁に

沿って、隆帯が走り、渦を巻きながら下りてくる。隆帯上に櫛状工具による連続刺突がある。その横

に半隆起線が沿っている。６は縦の連続沈線も施されている。

７は直線的に外反する器形で、頚部から上は、隆帯が屈曲しながら横位に展開し、胴部は、隆帯が

直線的に方形の区画を描いている。隆帯には、半隆起線が沿っており、櫛状工具による連続刺突が施

されている。

８～18は、櫛状工具による連続刺突が見られるものである。平口縁で、直立またはやや開き気味の

器形である。隆帯あるいは半隆起線が横位あるいは弧状や渦巻き状に展開し、連続刺突が隆帯上にあ

るものや半隆起線の間に施されるものがある。１９～24は、信州系の要素が強いものである。１９．２０は

隆帯に沿って押し引き文があり、連続する沈線は櫛形文であろう。２１は隆帯が縦に連なり、２２は水平

に受け口をもつ突起がつく。２４は地文が縄文で、沈線による入り組み文が見られ、伊那地方の土器に

類似する。

２５は直線的に立ち上がる器形で、細い隆帯が曲線的に展開し、その両側に連続する爪形状の文様が

施されている。２６は内湾する口縁で、地文は縄文で、貼り付け隆帯が口縁に沿った部分と、その下位

に横位に蛇行している。２８はいわゆるリボン状突帯があり、その上部は無文部である。２９は、隆帯と

沈線によって縦に区画され、その横に押し引き文があり、区画した部分に斜位に沈線が施されている。

３０～32は、沈線が横位に施され、２７は細い沈線が曲線的に、３３．３４は、細い沈線が直線的に施され

ている。

３５は、口縁部は不明であるが、胴部が膨らむ器形で、頚部に２本の隆帯とその両側は沈線が沿い、

隆帯上には、連続の刻みが入る。胴部は、撚糸文を地文とし、沈線による細長い「曰」の字を横にし

た区画文が縦に連続的に見られる。

３６は、円盤状のものを貼り付け、そのまわりは短沈線を施しており、内面は平滑に仕上げてあり、

有孔鍔付土器の破片と推定される。

３７．３８は、内湾する器形で沈線による渦巻き文、横位および縦位に区切る沈線による文様等から、

東海系の土器と思われる。

３９は口縁部が直線的に立ち上がる器形で、口縁部に２本の沈線が横走し、以下、へラ状工具による

沈線が胴部を埋めている。縦に基軸となる沈線があり、その他は斜位に施されているように見ること

ができるので、いわゆる葉脈状文的な要素が見られる土器である。

４０は口縁部に段を有しやや開き気味になる器形で、段の下は縄文である。４１は、直立した口縁で、
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第24図第１号住居吐出±の縄文土器（１）
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第25図第１号住居吐出±の縄文土器（２）
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c、

第26図第１号住居吐出±の縄文土器（３）



３６第１節縄文土器

ロ
R田叩Ｆ累悪騒薄W覇冨母屋HY調DFM『が函

Ｉ】
、
4４

！
＃

Ｉ鱸
4３4２

Ｉ ＃憐

4５ 4６

1１ ！鰯震翻

ilIlllli□ Ｉ
篝蕊iii雲ii1ll

』！
欝寮

Ｉ鱗

Ｉ』

ＩＩ Ｉ ！蕊 b当
町ｈ

･；戸り

〃 〃篭
6７

１０部欝霧
０ 、

第27図第１号住居吐出土の縄文土器（４）



第４章遺物３７

頸部に幅広のリボン状突帯がめぐり、地文は縄文となっている。

４２～48は撚糸文のものである。４９～52は、目の細かい撚糸文を地文とし、横位または縦に蛇行する

沈線が施されている。

５３～63は縄文のものである。５７は無文部もある。

６４～67は無文のものである。ただし66は、底部で上部の文様は不明である。６７は浅鉢である。

第２号住居吐出±の縄文土器（第28図、図版11）

第２号住居hlは、プランが把握できなかった住居趾である。石囲炉を検出した後、炉およびその周

辺から出土したｔ器をここに集めた。

６８は大小の波頂部をもつ波状口縁で、平面形が楕円を呈する。器厚が約５mmと薄手である。半裁竹

管による半隆起線は偏平で、口縁に沿った隆起線上に櫛状工具による連続刺突がある。小波頂部の位

置に渦巻き文があり、頚部には、半裁竹管による短い押し引き文が横走する。それらの間は、ＲＬの

縄文が施されている。

６９～71は、真っ直ぐ立ち上がる器形で、半隆起線が、２本単位で長楕円形の区画と同心円か渦巻き

状に施され、下部は条線の土器である。胎土は粗く、焼成はやや不良である。

７２．７３は隆帯および沈線の区画内を櫛状工具によって刺突が施されているものである。７２は緩い波

状を呈する。

北陸系の土器とともに、信州的な要素が強い土器もある。７４．７５．７９は、隆帯による区画があり、

その間を沈線で埋めている。７６は隆帯が横走する。７７．７８は、短沈線が連続する。８０は縄文地に曲線

的な沈線が施される。

８１．８２は撚糸文、８３．８４は縄文、８５～88は条線文である。８７は、口縁部に２本の沈線が横走し、８８

は、口縁部に１本の隆帯がめぐり、櫛状工具による連続刺突が施されている。補修孔がある。

８９．９０１まへラ状工具による沈線文で、９１は無文であるが、底部なので全体の文様は不明である。

第３号住居吐出±の縄文土器（第２９．３０図、図版12）

出土した土器は少量で、器形の復元できるものがほとんどない。

９２～97は、曲線的または直線的に沈線で区画した部分に連続する刺突文が施されている。９８～105

は、半裁竹管による偏平な半隆起線文が施されている。100.101は、外反する器形で曲線的な文様展

開を示す。103～105は直立し２本の半隆起線が横走し、その下は縦位に沈線が密接する。

106～108は隆帯に沿って押し引き文が見られ、109は、□縁部に縦の沈線がある。

110は底部から直線的に開き、上方で直立する器形で□縁部は不明である。床面直上で出土した。

地文は撚糸文で、上部に隆帯と沈線によってＵ字状の文様が見られる。

111は沈線が横走し、112～115は、沈線が不規則な曲線を描いている。116は、直立する□縁で沈線

が横位および斜位に施されている。

117は狭いリボン状突帯が施されている。118は内湾し、隆帯と沈線が組み合わされている。東海系

の土器である。

119～123は撚糸文の土器である。119は横走する隆帯があり、櫛状工具による刺突がある。120～122
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は、直立する器形で内側がやや膨らんでいる。121と122は、口縁部に無文部を残して斜位に撚糸文が

施される。

124～127は縄文の土器である。口縁部がやや開き気味に直立する。

128～131はへう状工具による条線である。130は綾杉状に施され、131は蛇行して懸垂する部分があ

る。

132～138は無文の土器である。132は口縁部、133は胴部、134.135は底部であり、全体の文様構成

は不明である。136～138は浅鉢である。
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第４号住居吐出±の縄文土器（第31～33図、図版１３．１４）

第４号住居趾は埋甕を伴う。覆土からの土器の出土状況を見ると上下の幅があり、やや異なる時期

のものがあるかもしれない。

139は埋甕である。前述したように、底部を欠失し逆位に据えてあった。残存状況は非常によかっ

た。直線的に開くバケツ形の器形で口縁部でやや直立する。口径38cm、底径16cm、高さ43cmで、色調

はにぶい黄燈色を呈し、焼成は良好である。

口縁部の文様は、半裁竹管による浅い半隆起線による円形の文様が５か所あり、その間を平行する

２．３本の半隆起線が折り返されている。頚部は、２本の隆帯が平行して巡り、円形の文様の下には、

２本の隆帯が縦に平行して施文され、その間を半裁竹管によって連続押し引きする部分が３か所と背

中合わせの渦巻きの部分が２か所ある。隆帯の間は、横方向の半隆起線が埋めている。胴部は、隆帯

が上から１本、下から５本伸びてきて屈曲しながら縦横に伸び、所々で渦を巻いている。隆帯の間は、

半隆起線が直線的あるいは曲線的に描かれながら埋めている。隆帯には櫛状工具による連続刺突が施

されており、半隆起線は非常に偏平なものである。底部の網代は後述するＡａ類である。

櫛状工具による連続刺突や、隆帯間を半隆起線で埋める手法などは北陸的と言えるが、あくまでも

施文方法が似ているということで、北陸の土器とはまったく異質である。また、信州にも同様の土器

は見あたらない。地域性の強い独特の土器といえる。

半隆起線と櫛状工具による刺突文を加えた北陸的要素が強い土器がある。140は直線的に立ち上が

り口縁部が外反する器形で、櫛状工具による刺突が施された隆帯が２本単位で弧状に描かれ、沈線が

その間を埋める。頚部は半隆起線が３本平行し、胴部は半隆起線で横方向に区画されている。それぞ

れの間は、櫛状工具による刺突で埋められている。櫛の単位は３本で、末端は四角形を呈する。１４１

の口縁部は140よりやや大きく外反する。沈線の区画内を櫛状工具の刺突で埋めている。142は口縁部

に沈線が縦横に施され、その問に刺突がある。143は内傾する口縁で、半隆起線が横に展開し、刻み

が入る。144は、波状口縁で口縁に沿って連続刺突が入り、波頂部に対応して隆帯が渦を巻き、櫛状

工具の刺突が入る。145は、直線的に立ち上がる口縁で、横走する沈線は、偏平化した半裁竹管文で

ある。146は、地文が縄文で沈線が施され、その上に刻みが入る。

147は、内湾する口縁で、縦に沈線が入る。148は、２単位の把手をもつ深鉢形土器で、突起部の上

面は渦巻き文である。頚部と胴部上部に交互刺突文を配し、隆帯による渦巻きが対をなして、その間

を沈線が埋めている。暗褐色を呈する。唐草文系の土器である。

149は形態が不明であるが、釣り手土器の一部であろうか。

150は内湾する□縁や沈線による区画文などから見て東海系の土器であろう。

151～154は、櫛状工具による沈線が蛇行するものである。151は、縦に隆帯を伴う。153は、直線的

に開く器形で、２本ないしは３本単位の沈線が、口縁部付近では横方向に、胴部では縦方向に描かれ

ているが、不規則な配列をしている。

155～157は撚糸文である。155は外反する口縁で、157は直立する口縁に３本の沈線を伴う。

１５８．１５９は脚台部である。159は、残存が－部なので不明であるが、透かし孔がある。

160～167は縄文である。160は真っ直ぐ開きながら口縁部は直立する器形で、粗い縄文が施されて

いる。
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168～174は条線文である。口縁は直立し、172は横方向に細い沈線がある。175は、ヘラ状工具によ

る沈線が縦横に走る。

176～179は無文である。ただし、177は底部、178は口縁部で、胴部の文様は不明である。
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第５号住居吐出±の縄文土器（第34～36図、図版15.16）

180～194は北陸的な要素をもつ土器である。180は隆帯による渦巻きに刻みが入る。187～198は半

隆起線による縦横の区画がなされ、櫛状工具による連続刺突が続く。193は同様の文様をもつ浅鉢で

ある。194は隆帯上に爪形文が入りやや古い段階のものであろう。

195～207は信州的な要素をもつ土器である。195.196は隆帯に沿って押し引き文が見られる。197.

198は楕円および渦巻きの隆帯と沈線の組み合わせで、199は横方向に隆帯があり、縦に沈線が並ぶ。

200.201はＵ字状に隆帯が続く。202は縦の隆帯と、細い沈線の組み合わせである。211は交互刺突文

が見られ、受け口のある突起がつく。203～207は地文が縄文である。口縁部に隆帯が曲線的に展開し、

区画された中を沈線が縦に引かれる。これらは、在地的な要素も強いが、長野編年の中期後半Ⅱ期の

段階のものであろう。

208は、緩く湾曲した胴部にやや開き気味の口縁がつく形態である。器厚約５ｍｍで黒色を呈し、焼

成は良好である。偏平化した半裁竹管文が口縁では、横方向に、胴部では、曲線的に蛇行して降りな

がら複雑に組み合わさっている。復元の際に文様の展開が予想できないくらいである。半裁竹管文の

間は、櫛状工具による刺突で埋められている。

209は、石囲炉の中に据えてあったものである。キャリパー形の器形で、隆帯による区画と４単位

の渦巻きを配し、地文は縄文である。加曽利Ｅ的な土器のようである。

210はリボン状突帯の下が撚糸文になっている。211は平口縁で急にすぼまる特異な器形である。口

縁部は隆帯と沈線が横走し、下は縄文が施されている。

212は有孔鍔付土器の一部である。橋状把手が付き、その下は沈線文である。燈色を呈し焼成は良

好で、内面は磨かれている。同じく213も有孔鍔付土器である。住居趾の南隅部で、床面直上からの

出土である。口縁部を住居内側に向けて位置していた。口縁部で－部欠失した部分があるが、ほぼ完

形の土器であった。胴部に約2.5cm×１７cmの穴が開いていた。外から穿たれたものと推定される。ｔ

器内部の士からは、破片は見つからなかった。口径9.7cm、底径7.4cm、高さ18.6cmである。丸みをもっ

て立ち上がり、口縁は直京する。孔は14か所である。孔の径は、外側2.0mm、内側1.5mm程度である。

胴部文様は、隆帯による楕円形の文様と檗状の楕円形の文様が交互に１対ずつある。楕円文の内側の

部分４か所はそれぞれふくらんでいる。楕円文のうち、前者は下端に２か所切り込みがある。また、

鍔部と楕円の接する部分は、突起が付くが、前者の方は、縦方向に孔が貫通している。下の切り込み

と合わせると、あたかも紐をつるす部分のようである。紐擦れの痕は観察できなかった。一見して黒

色を呈するが、火熱を受けており、灰黄褐色でもろく変質している部分は特に高熱にさらされた部分

であろう。床側の部分のにぶい黄褐色が本来の色調であろう。楕円文のあたりには、赤色顔料の付着

痕が観察できた。また、内部は光沢があり何らかの被膜物があるようであるが不明である。

214.215は縄文地に幅広のリボン状突帯がつく。216は東海系の土器である。

217～224は撚糸文である。218は直線的に広がる器形で、口縁部に無文帯がある。221は、すぼまり

ながら直立する□縁部で、無文帯の下に撚糸を押さえたような施文が見られる。223は、２本の沈線

が横走する。224は、頚部がややくびれる器形である。

２２６．２２７は縄文で、226は、結節縄文が横走する。

225.230.231は条線文である。225は底部である。232は、ヘラ状工具による沈線が斜位に施され
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ている。

２２８．２２９は口縁部の無文帯で、２３３．２３４は無文の底部である。235は無文で、沈線が1本横走する

浅鉢である。

第７号住居吐出土の縄文土器（第37図236～245、図版17）

士器の量は少ない。236は櫛状工具による沈線が縦方向に施され、その間に蛇行する部分が降りて

くる。２３７．２３８は、隆帯と沈線が曲線的あるいは直線的に組み合わせてあり、地文は縄文である。２３９

は目の細かい撚糸文に沈線で弧線が引かれており、東海系の中富式等に類似する。240～244は縄文で、

245は無文の浅鉢である。

第８号住居吐出土の縄文土器（第37図246～248、図版17）

石囲炉のみを検出したため量は少ない。いずれも無文である。248は浅鉢である。

埋甕（第37図249、図版17）

屋外の埋設士器である。ピットによって－部壊されていた。検出時は口縁部は不明であった。出土

した士器片の整理の段階で、同一個体と思われる口縁部があり、図上で器形を復元した。底部からまっ

すぐ立ち上がり、やや肥厚しながら開く平口縁の土器である。地文は撚糸文である。幅広の沈線が２

本１組で２段の連弧を描いている。串田新式の段階のものであろう。

ＳＦ２出土の縄文土器（第37図250.251、図版17）

Ⅳ層中で確認された焼土趾より出土した。図示した２点はいずれも押型文である。250は黒鉛入り

で、山形文の一部が見える。251は格子目文で、底部に近い部位である。

土坑出土の縄文土器（第37図252～256、図版17）

ＳＫ１出土の252は直立する口縁で縦に沈線が施されている。ＳＫ２出土は253と254である。前者は

縄文の深鉢の胴部、後者は無文の浅鉢である。ＳＫ３出十は255.256である。前者は、半隆起線文の

渦巻きがあり、北陸系中期中葉のものである。後者は縄文の土器である。

ピット出土の縄文土器（第37図257～261．第38図、図版17）

図示した土器のピット番号は第２表に記した通りである。

257は縄文地に縦に沈線が入る。258は隆帯とその上方に幅広の沈線が縦に引かれる。２５９．２６２．２８７

は隆帯がある。２６３．２６５は沈線の区画内に刻み状の刺突が入る。267は４単位波頂部をもつ浅鉢で、

波頂部は５本の刻みが入る。色調は明赤褐色で、焼成は良好である。中期中葉と推定される。271は

やや開き気味に立ち上がる底部で、細い沈線が縦に引かれる。網代底である。274は突起部で、表面

にＳ字状の文様、上部と側面に渦巻きが描かれる。276は縦に沈線が施された底部。279は縦横に沈線

で区画され、中は縄文である。280は隆帯と半隆起線が横走する。281～283は同一個体と思われる。

隆帯が直線あるいは曲線的に描かれ、それに沿って押し引き文がある。区画された中は沈線で埋めて
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ある。長野編年の中期後半１期のものであろう。285は沈線間に連続刺突がある。２９０．２９３は沈線が
縦横に施されている。２９４．２９５は直立する口縁で、隆帯による区画があり、その中を沈線が埋めてい
る。296は半隆起線が渦を巻き連続的に刻みが入る。278は条線文が施されている。２６０．２６１．２６４．２

６８．２７３．２８６．２８８．２９２は撚糸文、２６６．２７２．２７５．２７７．２８４．２９１．297は縄文、２７０．２８９は無文の
土器である。

`;''111鱗□
２３７ 1iill鰻Iｊ 響刀

２４０瀞！
！ 238

iiiiiii1liliii1Ji;！！ 霧236

蕊2４１
243

〃
／

<fji

１１１
244 245

Ｉ

△
鯉
靭 Ｕ

246 鑿!＝：藤11111111露
18-宍

(＃
2４８

2４７

鰯牙繊１ＭＬ■エ－

ｊ
田
口

2５０

2５３
252

上顛iﾄﾎﾞj1Dii窪iｉＡ

露1１2４９

虻｡．

254 2５５ 256

ｉ
２５８

４ｊ
259

〃
2６０

蝋|Ⅲ
２５７

'蝋,1１１
lij’譲口､騨津…．（＞:<yi～:ＩＦＪ

〆〃Ｆモーア.２－マｗ
Ｉｒ今．穴垈ｊ￣ｑ二.,

10cｍ Ｏ１０ｃｍ
Ｌ－－－－－ョ

２６１

第37図遺構出土の縄文土器（１）



第４章遺物５１

〃騒げ 〃Ｉ
一宇領＄

雪Hfiiiiiiiz2I,鰍畿慧けＪＪ７－.． 誉Ｉ！

262 2６６

264 2６５

Ｉ蘂｛鍬〃
２６８

(《鑓iiL」2`，

〃
2７０

ﾀﾞーーク 職2６７

關！ ”□ 痢)劃i露111霧
2７３272

7１

2７４

l色が曰

〃鋤」
２７６

２７５ 蕊〃 』、 〃 聯
§ifHl1j

2７７ 2７８

■■

lli

》一

nＪjｊ ｉ癖!Ⅲ 2８１ 282
2８０

｝lIi3lllIiii
鮒iilMIlilＩ がＩl蝋〃

１１薑'|'''Ｍ１！

、1ｌｌｉｉ
２８３

１
１

霧 2８７

I］
2８６

篝'''''１Ｗ繊□々f蕊iimWn
２８８

譽霧(’

口 瀞
292

2９１

｛Ｉ
2８９

『 錦ロ 聯(iｌ

！
６

2９５ 2９６ 2９７

293
０ 10cｍ

■一一缶一一コ9４

第38図遺構出土の縄文土器（２）



５２第１節縄文土器

３包含層出土の縄文土器

縄文土器の包含層は、調査区のほぼ全域から広がっている。北東調査区からは押型文士器を中心に

早期のまとまった資料が出土している。また、調査区全域から中期の土器が出土している。さらに後

晩期の土器も小量ではあるが出土している。次のＩ～Ⅵ群に分類した。以下、分類ごとに記述する。

Ｉ群早期の土器（第39～42図、図版18～21）

本遺跡から出土した早期の遺物を一括して本群とする。

早期に属する土器の概要は以下のようである。押型文系の土器333点、条痕文系の土器43点、縄文

施文の土器（－部草創期の可能性もある）１１点、撚糸文施文士器３点などである。また、同期に属す

ると思われる遺構は焼土｣1１（ＳＦ２）を１基確認したのみである。

北東調査区の第Ⅳ層においては、同期の遺物の集中出土をみた。しかし、後述するように同層では

１ａ類（沢式土器）の出土比率が他の遺物と比較して高いなど、早期の遺物包含層として認定できる

が、緩い傾斜をなしており純粋に一時期の遺物包含層とは認定できない状況にある。したがって本群

の遺物は主に土器の形態的特徴により分類し、その特徴を述べる。

１類押型文士器群（第39～41図、図版18～20）

押型文士器群を黒鉛を含む土器（ａ類）と黒鉛を含まない土器（ｂ類）に分類した。また、ｂ類は

基本的には密接施文を最大の特徴とするが、器壁・胎士等から大きく２分し、薄手の繊維を含まない

土器（ｂ1類)、厚手の繊維を含む土器（ｂ２類）に細分した。

以下各類ごとに、器形、胎士・焼成、原体、文様構成等の特徴を中心に記述する。

なお、土器の観察表は以下の記号及び数値を用いている。

・施文単位分類Ｄ＝楕円文Ｙ＝山形文Ｋ＝格子目文ＲＨ＝連続菱目文

ＨＫ＝複合鋸歯文ＨＹ＝変形山形文Ｓ＝柵状文Ｉ＝異形文

形状楕円：１類＝整った形（いわゆる穀粒状）を呈する

２類＝やや丸い（円形もしくは菱形状）を呈する

山形：1類＝角のある山形状を呈する

２類＝緩やかで角の丸い波状を呈する

格子目：１類＝方形（菱形、平行四辺形など）を呈する

２類＝隅丸方形を呈する（本遺跡では確認できず）

大きさ：各施文一単位の大きさを示す。

（回転方向の長さ／回転方向と垂直の方向の長さ）

・原体形状明確に確認出来るものは実数で記載し不明確なものは最低の数値を（）で記載した。

長・径：（原体の長さ／原体の推定直径）

端部：ａ類＝原体の端部に刻みがなく、圧痕端部が直線状を呈するもの

ｂ類＝原体端部に刻みがあり、圧痕端部が波形状を呈するもの

・器質器壁は平均的だと思われる部分で測定した。

胎士は特に繊維と黒鉛の有無に限って記載した。
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焼成ａ～ｅの５段階で表記し、ａが堅繊で焼成良好なもの、ｅがもろく焼成不良なも

のとした。

ａ類（ｌ～28）

沢式士器に比定される黒鉛入り土器は、北東調査区を中心に66点出土した。若干の接合資料や同一

個体と思われる資料もふくまれるが、大半は破片であり、全体を明らかにできる個体はない。

器形：口縁部や頚部破片から推定復元できる器形は、口縁部で外反するものである。４．５は比較

的緩やかに外反するのに対して、１．３．６は外反が強い。８．１１は屈曲する頚部である。９．１９は

わずかに反りがあり、胴上部破片である。２５．２６は胴下半に近い破片であるが尖底部につながると思

われる。口縁はその端部を外側に向かい面取りをする。２．４のように強くなでることにより外側に

粘土のはみ出しが看取できる。１は若干端部が肥厚するのに対して、５は端部が薄くなる。器壁は４

～８mmの範囲にあるが、全体的には５mm前後であり薄い。

胎士・焼成：焼成は良好な土器が多い。８．２０は特に堅繊である。暗灰色を呈する土器と、表面は

黄褐色を呈し破損面がやや灰褐色を呈する土器がある。前者の士器には黒鉛が多量に含有されると推

定できるが、後者の土器には黒鉛の微粒の混入が確認できるが他の黒鉛入り土器とは異質である。特

に４など土器表面に黒鉛を含まない粘土を薄く塗布し、その上から施文した様子が看取できる。黒鉛

の他には白色の砂粒を含む土器が多い。

原体：文様の種類は連続菱目文と山形文である。７は無文であるが、細片のため全体が無文士器と

は認定できない。１は３条２単位のいわゆる連続菱目文である。形の整った連続した菱形を３条交互

に配する。黒鉛入り土器としては現時点での報告例がない。非黒鉛入り土器では吉城郡国府町宮ノ下

遺跡で「卯の木式類似の連続菱目文」土器が出土している。宮ノ下遺跡の連続菱目文は２条であり、

形もやや乱れて菱形となっていない。むしろ宮/下遺跡の格子目文士器を分離させた形に類似してい

る。

２以降は山形文である。４．８のように山幅が11mmを越すやや大振りな山形文もあるが、全体的に

は小振りな山形文である。形状は２０．２5のように鋭角な山形、６．１１.１4のようになだらかな波形を

を呈するものなど一様ではない。原体を明確にできる破片が少ないが条数は２～５条で４条が圧倒的

に多い。単位数の判明する個体では２単位以外は認められない。原体長は８が22mmで比較的長い原体

を使用しているが、その他は13mm前後、径は５mm前後と小振りな原体を使用する。

文様構成：異方向直交の帯状施文が原則と思われる。口縁部には表裏及び端部への施文の有無で３

形態に細分できる。すなわち、表裏端面に施文するもの（１．２)。表端面に施文するもの（３．４)。

表面に施文するもの（５．６）である。口縁表面に施文されるものは口唇直下に少し無文部を残し口

縁の中央付近に横位に１段施文するものと思われる。３．５はやや右上がりに施文されるが外反する

器形のために斜位の施文になったものと思われる。

頚部から胴上部にかけての施文では４は破片下部に横位施文が認められ、口縁部から頚部にかけて

横位に２段施文する。その他の破片では横位施文が見られるもの（４．１０．１１)。直交施文のみられ

るもの（８．９．１４)。縦位帯条施文が見られるもの（12）がある。１２を除いて頸上部で横１段の横

位施文を原則とし、そこから縦位の施文を直交させるのが原則をなすようである。
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第３表縄文土器観察表（Ｉ群１類ａ類）

’
番号 出土区層位

施文単位

分類 形状 大きさ

原体形状

条数 単位 大きさ 端部

器質

器壁 胎士 焼成 色調表／裏
備考

１ Ｃｌ９Ⅱ Ｒ 1 ８／７ ３ ２ 20／５ ａ ６ 黒鉛 ａ 暗灰／暗灰黄

２ Ｋ４１ Ｙ １ ／３ ３ 12／ ａ ６ 黒鉛 ａ 暗灰／暗灰

３ Ｃｌ８Ⅳ Ｙ １ ７／４ ２ ２ 13／５ ａ ５ 黒鉛 ａ 暗灰／暗灰

４ Ｃ１７Ⅳ Ｙ １ 11／５ ４ ２ 15／８ ａ ６ 黒鉛 ｂ 黄褐／黄褐

５ Ｃ１８Ⅱ Ｙ １ ８／２ ３ ２ 11／６ ａ ６ 黒鉛 ｂ 灰黄褐／灰黄褐

６ Ｃｌ９Ⅱ Ｙ ２ 9／３ ４ ２ 13／６ ａ ７ 黒鉛 ｂ にぶい黄榿／暗灰黄 11と同一

７ Ｃ１７Ⅳ Ｙ ５ 黒鉛 ａ 黄褐／暗灰黄

８ Ｃ１８Ⅱ Ｙ １ 11／６ (3) (1) 22／８ ａ ８ 黒鉛 ａ 灰／灰

９

1０

Ｋ７Ⅱ

Ｃ１７Ⅳ

Ｙ

Ｙ

２

２

5／３ ４

４

２

２

11／３

11／３

ａ

ａ

４

４

黒鉛

黒鉛

ｂ

ｂ

暗灰／暗灰

暗灰／灰
同

1１ Ｃ１８Ⅱ Ｙ ２ ９／２ ４ ２ 13／５ ａ ７ 黒鉛 ｂ にぶい黄榿／黄褐 ６と同一

1２ Ｃ１９Ⅱ Ｙ １ 7／３ (4) 13／ ａ ５ 黒鉛 ａ 黄褐／灰

1３ Ｂ１７Ⅳ Ｙ ２ ５／３ ４ ２ 11／３ ａ ４ 黒鉛 ｂ 暗灰／灰 ９と同一

1４ Ｃ１８Ⅳ Ｙ ２ 7／２ ／(7) ａ ５ 黒鉛 ａ 暗灰黄／暗灰黄

1５ Ｃ１７Ⅳ Ｙ １ (4) ａ ６ 黒鉛 ａ 暗灰黄／にぶい黄榿

1６

1７

1８

Ｃ１８Ⅱ

Ｃ１９Ⅱ

Ｃ１７Ⅳ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

１

１

１

７／４

８／４

7／３

４

４

４

２

２

２

17／５

17／５

17／５

ａ

ａ

ａ

５

５

５

黒鉛

黒鉛

黒鉛

Ｃ

Ｃ

Ｃ

オリーブ黒／にぶい黄榿

にぶい黄褐／にぶい黄榿

にぶい黄褐／にぶい黄榿

同

1９ Ｃ１７Ⅱ Ｙ ２ 6／３ ５ (2) 15／５ ａ ５ 黒鉛 ａ 灰オリーブ／灰

2０ Ｃ１７Ⅳ Ｙ 1 ９／６ ３ (2) １６／５ ａ ４ 黒鉛 ａ にぶい黄／灰

2１ Ｃ１７Ⅳ Ｙ ２ ５／３ ４ ２ 11／３ ａ ４ 黒鉛 ｂ 暗灰／暗灰 ９と同一

2２ Ｃ１７Ⅱ Ｙ ２ ５／３ ４ ２ 11／３ ａ ４ 黒鉛 ｂ にぶい黄／灰オリーブ ９と同一

2３ Ｃ１８Ⅱ Ｙ ２ ６／４ ３ ２ 11／４ ａ ５ 黒鉛 ｂ にぶい黄褐／にぶい黄褐

2４ Ｃ１８Ⅱ Ｙ ２ ６／３ ３ ２ 11／４ ａ ５ 黒鉛 ａ 黒褐／黒褐

2５ Ｃｌ８Ⅱ Ｙ １ ７／５ ３ ２ 15／４ ａ ５ 黒鉛 ｂ 暗灰黄／灰

2６ Ｃ１８Ⅳ Ｙ 1 ６／６ (3) 17／ ４ 黒鉛 Ｃ にぶい黄褐／にぶい黄褐

2７ Ｌ５Ⅱ Ｙ １ ６／３ ４ (2) ／５ ａ ４ 黒鉛 ｂ 黄灰／にぶい黄褐

2８ Ｃ１８Ⅱ Ｙ ２ ８／３ (4) ４ ／６ ａ ６ 黒鉛 ａ 黄灰／灰黄褐
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胴部の施文は破片の部位が特定できないため不明確であるが圧倒的に縦位帯状施文が多い。２１の無

文部33mmをはじめ、無文部は広い破片が圧倒的である。２５は胴下部の破片であり胴下部に向かい施文

が狭くなるものである。１５は胴下部と思われる破片であるが、縦位施文の下（若しくは上）に少し間

隔を開けて横位に施文されている。また、２８は横位に施文される。２段が重複して施文され施文部が

広くなるが、無文部も広く、帯状施文の原則に拠っていると思われる。

以上の破片や図示し得なかった破片から本類の土器の文様構成は口縁表面に１段、頚部付近に１段

及び胴部に横位に施文し、さらに頚部付近から底部に向かい縦位で帯状に施文するものが多いと思わ

れる。

ｂ類（29～91）

押型文士器でａ類を除く土器（黒鉛の入っていない押型文士器）を一括し本類とした。本群の土器

は楕円文、山形文、格子目文などを原体とした密接施文を原則としている。この観点から本類は細久

保式に併行する一群と考えられるが、さらに器壁、胎士、焼成などから以下に２分したＤｏ

ｂｌ類器壁が７mm以下で平均的には５mm前後と薄く、焼成が良好な土器の一群

ｂ２類器壁が７mmを越し平均的には９mm前後と厚い土器で焼成がやや不良な土器の一群。

本群には繊維を含む土器が多く見られる。

ｂ1類（29～91）本類に属する破片は108点である。文様の種類は山形文27点、楕円文69点、格子目

文16点、その他６点である（併存タイプ７点は各々の文様に含まれる)。以下、文様の種類ごとにそ

の特徴を記す。

山形文（27～39）

器形：口縁部が２点で緩く外反する器形であると思われる。□縁端部を外側に向かい面取りする。

35は頚部に向かいやや肥厚し、繊維も認められるためやや厚手の士器ｂ２類に属する可能性もある。

その他器形の推定できる破片はない。

胎士・焼成：胎士は白色砂粒を含む他は密である。焼成は比較的良く、文様も明瞭に残る。３９はや

や焼成が不良で磨滅が激しい。

原体：２９～34は同一個体と思われる。山形の形状は１類であるが、緩い山で２類の波状に近い。３７

は振幅の深い山形状を呈するが連続しない部分もあり変形の山形文である。３８は原体凹部が狭く細い

山形文である。単位数の判明する破片は２単位である。原体長は20mm以下、径は５mm程度であり、比

較的小振りであるがａ類よりやや長い原体を用いている。端部は29～34は切り落としをしないｂ類で

あり特徴的である。

文様構成：横位に密接施文される。３２は中央の施文が上下から切られており、重複部分も多く見ら

れることから無文部を無くすように全面施文された可能性がある。９は山形文をずらして菱曰状に文

様を作っているが、小片のため、意図的な施文か判断できない。

楕円文（40～72）

器形：口縁部でみると極薄の４ｍｍ程度のもの（41～43）と６mm程度のもの（４０．４４．４５）に２分さ

れる。４３は□縁部での推定径が10cm前後と小さく、推定高も10cm程度になる。また、７１は薄く湾曲が

強い底部である。これら極薄の土器は比較的小型の土器である可能性が高い。

口縁端部は面取りをするなど、丁寧な調整で仕上げてある。４０は端部が水平に近い角度で面取りし
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てある点で特徴的である。４５は口縁で表に粘土を折り返し若干肥厚させ端部と裏面をミガキ調整で仕

上げる。全体的に口縁部で外反する器形と思われるが、ａ類のように頚部と判明するような屈曲を示

す破片は６４．６７以外には認められないことから、いずれの個体も外反は緩いと思われる。

４１は口縁部に焼成後の補修孔と思われる穿孔がある。円形の穿孔ではなく紡錘形を呈する。工具を

縦方法に動かして穿孔した様子が看取できる。

胎士・焼成：焼成は全体に良好であり、堅繊である。白色の砂粒（長石）を含む士器が比較的多い。

43はガラス性の鉱物を多く含み、他と胎士の面で異なる。４５～48は同一個体と思われるが裏面に横方

向へのミガキが見られる。２０～23は焼成は良好であるが、粒の大きい砂粒が多く、粘土の接合部を明

確に残し破損しているのが特徴的である。３０．３１は砂粒の混入が多く、焼成も他と比較して不良であ

る。

原体：６３が菱形状に近い他は、いわゆる穀粒状を呈し、長軸×短軸が５mm×３mm前後の比較的小振

りな楕円文である。４２は４mm×2.2mmと最小である。本類で最大のものは62で７mm×3.5mmである。条

数は４条以下のものは確認できていない。また８条以上も確認できていない。単位数は２単位以外の

ものは確認できていないが、判明しないものでも２単位の可能性が高い。施文具の大きさは、径が３

mm～５mmで小型のものが多い。長さは11mmからあるが、長いものでも28mmである。端部はｂ類である。

また、本類では楕円を交互に配するもの以外は確認できなかった。

文様構成：底部に近い破片と思われる72が縦位に施文する他は横位施文である。４５は口唇直下に無

文部を残す。肥厚させていることから考えても意識的に施文していると思われる。同一個体と思われ

る46～48にも少しの無文部を残し横位に施文してある。６７も頚部にあたる部分に１cmほどの無文帯が

確認できる。６９は部位は不明であるが比較的広い無文帯を残す。その他の破片は僅かに無文部を残す

ものもあるが、大半が横位で密接に施文する。特に54.55は上部の施文を下部から重ねて消すように

施文が繰り返されている。

格子目文（73～82）

器形：口縁部は73の1点のみで、この破片は図示するように緩やかな反りを持つ破片と接合した。

口縁部で緩やかに外反する器形で、□縁端部を水平に近い角度で面取りする。７４は同一個体の胴部で

ある。比較的小振りな士器と考えられる。その他器形を明確にできる破片はない。器壁は73～77まで

は５mm以下で薄い。７８～82は６mm前後で比較的厚く、格子目の大きいものほど器壁も厚くなる傾向が

ある。８０は土器表面に格子目文を施文してあるが、剥離した下面には楕円文をやや斜位に施文してあ

る特異な例である。一次成形で楕円文を施文し、粘土を重ね合わせて格子目文を施文したと思われる。

胎士・焼成：焼成は比較的良好である。７３～77は士器断面で赤褐色を呈する土器で、胎士は砂粒等

の混入が少なく密である。７９は石英粒が多く混入する。８１．８２は比較的大粒の砂粒を多く混入させる。

原体：７３～77は左に長辺が傾く２ｍｍ×４mmと小振りな平行四辺形を単位とする。原体への刻みは上

に４分割した点を取り、下にややずらして４点を取り、上の１点から下の対応する点より左回り及び

右回りに３点目の点に沈線を刻むことによって作られた格子目である。長さ18mmと小さな施文具であ

る。７７はやや大きめの格子であるが、平行四辺形の傾きなどから同様の原体であると思われる。78.

79は原体を明らかにできるような破片ではないが、菱形、若しくは正方形に近い。左右への刻みが対

称になっている点で上記の例と相違が認められる。８２は４単位であるが、原体の上端に４点を設け、
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下端の左右に３／８回転した位置に向かって沈線を刻むことによって作られる縦長の菱形を基本とす

る。

文様構成：横位密接施文が中心である。７３．７５．７７は口縁端部や上下の文様の重なりが見られない。

81は縦位に密接施文されている。

その他（83～91）

８３．８４はいわゆる異形押型文である。平行四辺形とその斜辺に平行な複数の線を組み合わせる複合

鋸歯文であるが、全容を図り知れるようなものではない。８３は緩い反りがあり、頚部にあたる。焼成

は良好である。横位に密接に施文する。８４は胎士からみて６と同一個体である可能性が高く、楕円文

を併用すると思われる。また83は胎士・調整・色調などが73の格子目文と酷似しており、格子目文と

複合鋸歯文の併存タイプである可能性が高い。

８５は山形文の変形文である。縦位の沈線と５条以上の山形を配する。砂粒の混じりが少なく、繊密

な胎士で、焼成も比較的良い。横位で施文されていると思われるが詳細は不明である。

８６～91は異種原体の併存タイプの士器である。

８６．８７は複合鋸歯文と楕円文の組み合わせである。焼成はいずれもよい。８６は複合鋸歯文の下部に

楕円文を施文する。複合鋸歯文はＡｌａ類（片岡1988）で１単位である。楕円文は条数は不明である

が、２単位である。異種原体ではあるが、径は約５mmで同じ程度の原体を使用していると想定される。

87は上が鋸歯であると想定できるが詳細は不明である。楕円は径５mm程度の原体を使用する。上記の

ように84を同一個体とする可能性が高い。

８８～91は山形文と楕円文を併用する。９１は同一個体が多いことから文様構成を図上で復元した。繊

密な粘土を使い、白色砂粒を多く含む。焼成は良い。６条２単位の穀粒文状の楕円文と４条１単位の

やや波の大きい山形文である。双方とも長さ17mm、径４mm程度の似た大きさの原体を使用している。

文様構成は□縁に２段の楕円文を横位施文し、若干の無文部を頚部に残して以下山形文を施文する。

山形文は３段以上施文し胴下半で楕円文を再び施文する。一部で同帯に楕円文と山形文があるが、意

図的に変えたものか、１周施文した結果ずれたものかは不明である。

８８．８９は同一個体。二つとも緩く反る。頚部付近の破片と思われる。比較的堅繊な士器であるが、

砂粒が多く粗い胎十である。施文された山形文は原体への印刻部が細く、小振りである。楕円文は明

確でないが、小振りな穀粒状の楕円である。天地が逆転する可能性もあるが、頚部に細い無文部を残

し、上部に山形文、下部に楕円文を施文する。９０は楕円文と山形文の併存であるが、楕円文の幅が極

端に狭いことでは91と相違する。

ｂ２類（92～151）本類に属する土器は111点で、山形文１４点、楕円文96点、その他３点である。格

子目文で本群に該当する土器は確認できなかった。

山形文（92～103）

器形：１０１．１０２が頸部付近の破片である。緩い反りがみられることから口縁部で緩く外反する器形

と思われる。102は粘土の継ぎ目にあたり口縁部に向かい肥厚する。その他は部位は特定できないが、

推定の径からやや大きめの土器になると思われる。

胎ｔ・焼成：焼成は全体的に不良であり、表面磨滅も著しい。繊維の混入を本類の特徴としている

が95.96.102.103には認められない。103は砂粒を多く含む。
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第４表縄文土器観察表（Ｉ群１類ｂ1類）

tmiJi
単bノ人きさ端今」焼1火色凋衣／製

６１２０４ａころい黄椿／に占い黄椿

６１２０４ｄこふい黄椅／灰黄禍

５４１１１４ａこふい萸椅／(剥離）

６１１４ａ

［
火黄袷、い黄槽

黄火黄褐

リ］
■■＝

■■■皿、Ｆ■､Ⅷ、■可■■■■
ｿ’

rim二ＩＨＩ
ニニ＝ ＝

■|■11■■■咄'’Ｆ■円■■■鮒/Iぶい椿

JB稗f:JJIFfiT

番号 出土区層位
施文単位

分類 形状 大きさ

原体形状

条数 単位 大きさ 端部

器質

器壁 胎士 焼成 色調表／裏
備考

2９

3０

3１

3２

Ｃｌ７Ⅱ

Ｃ１７Ⅱ

Ｃ１７Ⅳ

Ｃ１７Ⅱ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

１

1

１

１

14／５

14／５

14／５

14／５

６

６

(4)

(6)

(1)

(1)

(1)

(1)

20／(4)

20／(4)

(1,／(4)

(17)／(4)

ａ

ａ

ａ

ａ

５

５

５

５

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

にぶい黄榿／にぶい黄榿

にぶい黄榿／灰黄褐

にぶい黄榿／(剥離）

灰褐／灰黄褐

同

3３ １９Ⅱ Ｙ １ 14／５ (5) (1) (16)／(4) ａ ６ ｂ 灰黄褐／にぶい黄榿

3４ Ｋ７Ⅱ Ｙ １ 13／５ (4) (12)／ ａ ５ ｂ 黄褐／灰黄褐

3５ Ａ１９Ⅱ Ｙ １ 9／５ (6) ２ (19)／６ ｂ ７ 微繊 Ｃ 明赤褐／明赤褐

3６ Ｂ１７Ⅱ Ｙ １ 9／６ (4) (16)／ ６ ｂ にぶい燈／燈

3７ Ｈ１２Ⅱ Ｙ １ 15／1２ (5) (17)／ ５ ｂ 灰黄褐／スス付着

3８ Ｈ１４Ⅱ Ｙ １ 7／４ (3) (10／ ６ Ｃ 黒褐／にぶい褐

3９ Ｃ１８Ⅱ Ｙ １ 10／６ (5) (16)／ ５ Ｃ 黒褐／にぶい褐

4０ Ｃｌ９Ⅱ ， １ 7／３ (6) (20／ ６ ａ 褐灰／褐灰

4１ Ｃｌ７Ⅳ ， １ 5／３ (2) (9)／ ｂ ３ ａ 黒褐／灰黄褐

4２ Ｃ１７Ⅱ ， １ 4／２ (3) (8)／ ｂ ４ Ｃ 灰褐／にぶい褐

4３ Ｂ１８Ⅳ ， １ 6／３ ６ ２ 17／５ ｂ ４ Ｃ 灰黄褐／にぶい褐

4４ Ｃ１７Ⅱ ， 1 ６ ｂ 黒褐／灰黄褐

4５

4６

4７

4８

Ａｌ９Ⅱ

Ｃｌ６Ⅱ

Ｃ１７Ⅳ

Ｃ１７Ⅳ

，

，

，

，

1

１

１

１

6／３

6／３

6／３

6／３

(3)

(5)

(4)

５

２

２

２

２

(10／５

(20／５

(10／５

22／５

ａ

ａ

ａ

ａ

６

６

６

６

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

灰黄褐／にぶい赤褐

灰褐／明赤褐

暗赤褐／にぶい赤褐

にぶい赤褐／にぶい赤褐

同

4９ Ｃ１７Ⅳ ， １ 5／２ ５ (2) 12／４ ｂ ４ Ｃ 黒褐／にぶい褐

5０ Ｃｌ７Ⅳ ， １ 5／２ (4) (1,／ ４ Ｃ 暗褐／にぶい褐

5１ Ｃ１９Ⅱ ， 1 5／３ ６ ２ 21／３ ｂ ５ ｂ にぶい燈／にぶい檀

5２ １１０Ⅱ ， 1 4／３ ５ ２ 26／３ ｂ ５ ａ にぶい赤褐／にぶい褐

5３ 表採 ， １ 5／３ ５ ２ 14／４ ｂ ５ ｂ 灰黄褐／にぶい黄榿

5４ Ｃｌ８Ⅳ ， １ 6／４ (4) ２ (15)／４ ｂ ６ ａ 灰黄褐／にぶい褐

5５ Ｃ１７Ⅱ ， 1 4／３ (4) ２ (13)／３ ｂ ６ ｂ にぶい黄榿／黒褐

5６ Ｂ１７Ⅳ ， １ 5／４ ７ ２ 21／４ ｂ ６ ｂ 黒褐／灰褐

5７ Ｃ１８Ⅱ ， 1 5／３ (6) ２ (20／３ ｂ ５ ｂ 灰褐／黒褐

5８ Ｂ１６Ⅳ ， １ ５／２ (6) ２ (17)／４ ｂ ７ ａ にぶい褐／にぶい褐

5９ Ｃ１７１ ， １ ５／２ (5) ２ (14)／４ ｂ ７ ａ にぶい褐／にぶい赤褐

6０ Ｃ１７Ⅳ ， １ 5／２ (5) ２ (14)／４ ｂ ６ ａ 褐灰／にぶい赤褐

6１ Ｃｌ７Ⅳ ， １ 5／２ (6) ２ (16)／４ ｂ ７ ａ 灰黄褐／にぶい褐

6２ Ｃ１７Ⅱ ， １ 5／３ (5) ２ (19／４ ６ Ｃ 黒褐／にぶい褐

6３ Ｂ１７Ⅱ ， １ 7／４ (4) ２ (20／５ ｂ ６ ｂ にぶい黄榿／にぶい檀

6４ Ｃ１７Ⅱ ， ２ ６ ｂ 黒褐／にぶい燈

6５ Ｃ１７Ⅱ ， 1 4／３ ４ ２ (12)／４ ５ ｂ 灰黄褐／褐灰

6６ Ｂｌ９Ⅱ ， １ 5／２ ８ ２ 19／４ ｂ ６ Ｃ にぶい黄榿／灰黄褐

6７ Ｃ１８Ⅱ ， １ ３／２ ８ ２ 17／３ ｂ ７ Ｃ にぶい褐／にぶい黄榿

6８ Ｂ１８Ⅱ ， １ 4／２ (5) ２ (13)／４ ｂ ７ Ｃ 褐灰／褐灰

6９ Ｃ１７Ⅱ ， 1 4／２ (4) ２ (12)／４ ｂ ７ Ｃ 褐灰／灰黄褐

7０ Ｃ１７Ⅱ ， １ 5／３ (5) ２ (16)／４ ｂ ５ Ｃ にぶい黄榿／にぶい黄榿

7１ Ｈ１２Ⅱ ， １ 4／２ (2) ２ (6)／４ ｂ ４ ｂ にぶい黄榿／にぶい黄榿

7２ Ｃ１７Ⅱ ， １ ５／３ (4) (1,／ ６ ｂ にぶい黄榿／にぶい黄榿

7３ Ｃ１７Ⅱ Ｋ １ ２／４ ７ ４ １８／４ ａ ５ ａ 黒／黒褐

7４ Ｃｌ８Ⅱ Ｋ 1 ２／４ ７ ４ 18／４ ａ ５ ｂ 暗赤褐／暗赤褐

7５ Ｂ１７Ⅳ Ｋ １ ３／４ ７ ４ 18／４ ａ ４ ａ 灰褐／褐灰

7６ Ｂ１７Ⅳ Ｋ １ ２／４ (4) ４ (13)／４ ａ ４ ｂ 灰褐／褐灰

7７ Ｃｌ７Ⅱ Ｋ １ 3／５ (7) ４ (19)／５ ａ ５ ｂ にぶい褐／黒褐
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分類状大きさ条．ｉ大きさ：：:二Ｉ」旨。．：表／
閉イブ

囚■■Ⅳ■■■■■回■■■‐褐灰褐
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皿■■
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■■Ⅲ■■

皿■■；

原体：ｂ1類と比較して原体への刻みの幅（器面凸部）が広くまた凹部も広いのが特徴である。特

に101は凸部と凹部が広くゆったりとした山形文である。９４～96は振幅が大きく山形状を呈するが他

はやや波形状を呈する。本類全体の特徴であるが、施文具とする原体は比較的大きなものを使い、長

さの明確な97では35mm、９１は40mm以上ある。径も７mm前後と太く、ａ類及びｂ1類と異なる。９５．９６

は原体端部に刻みがなく、圧痕が直線状となる。

文様構成：横位密接に施文するものが多いが、101.102は頚部で縦位に施文する。103は横位密接

と縦位施文が認められる。

楕円文（104～148）

器形：本類に属する口縁部は13点である。ｂ1類に比べて口縁端部の面取りが明瞭でなく、やや丸

みをおびる。１０８．１０９は口縁端部が外に向かいやや尖ったように薄くなる。１０５．１３４などは口縁端部

よりやや下部が肥厚する。口縁部は傾きは明瞭ではないが、直口気味に立ち上がりながらも、緩く外

反すると思われる。133は口縁直下で強く外反する器形で、他と比べて異質である。

123は頚部付近の破片と思われ、緩い反りをもつ。他には明確に反りの認められる破片はなく、外

反が緩いと思われる。１４７．１４８は底部またはそれに近い部位である。147は尖底部でやや丸みを増し

わずかに乳房状を呈する。148は147と同様の器形になる可能性が高い。

器壁は８mm前後で、１０mmを越す土器もある。１２８．１３８は７mm程度であるが胎士・焼成などから本類

に含めたものもある。

胎士・焼成：１０7のように焼成の良好な土器もあるが、他はａ類やｂ１類と比較して焼成が不良で

ある。表面の磨滅が激しく図示し得なかった個体も多い。繊維を含む土器は９割近くを占める。１３９

は表面が剥離している個体であるが、表面にあまり繊維痕が見られない。この個体も剥離面では繊維

の圧痕が多く確認でき、粘土にかなり混入させていたと思われる。１１０．１１１は同一個体と思われるが、

番号 出土区層位
施文単位

分類 形状 大きさ

原体形状

条数 単位 大きさ 端部

器質

器壁 胎士 焼成 色調表／裏
備考

7８ Ｃｌ７Ⅳ Ｋ １ 4／５ (6) ４ (22)／５ ５ Ｃ にぶい黄褐／灰黄褐

7９ Ｂ１７Ⅳ Ｋ １ 4／５ (5) (16)／ ａ ６ Ｃ 褐灰／にぶい黄榿

8０ １９Ⅱ Ｋ １ 4／４ (3) (11)／ ５ Ｃ にぶい黄褐／にぶい黄榿

8１ Ｈ１２Ⅱ Ｋ １ 3／４ (5) ４ (22)／６ ６ Ｃ にぶい燈／燈

8２ Ｃｌ７Ⅳ Ｋ １ 3／９ ２ ４ 18／３ ａ ７ ｂ にぶい黄褐／にぶい黄褐

8３ Ｃ１７Ⅱ ＨＫ (1) (20)／ ６ ｂ にぶい褐／褐

8４ Ａ１９Ⅱ ＨＫ (1) (16)／ ａ ５ ａ 黒／暗褐

8５ Ｃ１８Ⅱ ＩＹ 12／６ (5) １ (21)／４ ６ ｂ 褐灰／にぶい黄榿

8６ Ｂ１７Ｉ
ＨＫ

， １

15／1２

7／４ (3)

１

２

(19)／５

(15)／５

ａ

ｂ
６ ｂ 燈／灰褐

8７ Ｃｌ７Ⅱ
ＨＫ

， １ 5／２ (5) ２ 14／５

ａ

ａ

６ ｂ にぶい赤褐／にぶい赤褐 83と同一？

8８

8９

Ｃｌ８Ⅱ

Ｃｌ７Ⅱ

Ｙ

，

Ｙ

，

１

1

1

１

5／４

4／２

5／４

4／２

(4)

(5)

(4)

(１９)／

(18)／

(15)／

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

６

６

ｂ

ｂ

スス付着／灰褐

スス付着／黄灰

同

9０ Ｂ１７Ⅳ
〃

Ｙ

，

１

１

12／９

5／２

(3)

(4) ２

(11)／

(１２)／４

ｂ

ｂ
５ ａ にぶい黄榿／黒褐

9１
Ｂ１７ⅡⅣ
Ｃｌ７ⅡⅣ
Ｃ１８Ⅱ

Ｙ

，

１

1

11／７

4／２

４

６

1

２

18／４

16／４

ａ

ｂ
６ ｂ 褐灰／にぶい黄榿
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第５表縄文土器観察表（Ｉ群１類ｂ２類）

|霊■□Jill
、い黄榿／褐

、い黄榿／にふい黄槽際
隣

、い黄櫨／黄灰

褐火褐

番号 出土区層位
施文単位

分類 形状 大きさ

原体形状

条数 単位 大きさ 端部

器質

器壁 胎士 焼成 色調表／裏
備考

9２ Ｋ６Ⅱ Ｙ １ 12／７ (7) ２ (40)／８ ８ 繊維 Ｃ 灰褐／にぶい燈

9３ Ｃ１６Ⅱ Ｙ ２ 7／５ (7) ２ (32)／５ ｂ ９ 繊維少 Ｃ 黒褐／にぶい黄褐

9４ Ａｌ９Ⅱ Ｙ １ 8／８ (7) ２ (30)／７ ８ 繊維 ． 黒褐／にぶい燈

9５ Ｃ１７１ Ｙ １ 9／８ (4) ２ (17)／６ ａ 1０ Ｃ 燈／にぶい黄檀

9６ ＩｌＯⅡ Ｙ 1 9／８ (4) ２ (24)／６ ａ ８ Ｃ にぶい褐／暗褐

9７ Ｃ１７Ⅱ Ｙ ２ 7／５ ８ ４ ３５／７ ａ ９ 繊維 ． にぶい黄榿／にぶい黄褐

9８ Ｃ１７Ⅱ Ｙ ２ 8／５ ８ ３５／ 1０ 繊維 ． 灰褐／褐

9９

１００

Ｃｌ７Ⅱ

Ａ１９Ⅱ

Ｙ

Ｙ

２

２

9／５

9／５

(3)

(4)

(19)／

(19)／ ｂ

1０

９

繊維

繊維

．

．

にぶい黄榿／褐

にぶい黄榿／にぶい黄燈
同

1０１ Ｃ１７Ⅳ Ｙ １ 18／８ (5) (29)／ ８ 繊維 Ｃ 明赤褐／赤褐

102 Ｃ１９Ⅱ Ｙ ２ 16／６ ８ ． 燈／燈

103 Ａ１９Ⅱ Ｙ １ 8／６ (6) ２ (24)／５ ａ ９ Ｃ にぶい褐／にぶい赤褐

104 Ｃ１７Ⅱ ， １ 6／４ (5) (21)／ ｂ ８ 繊維少 Ｃ 灰黄褐／にぶい黄榿

105 Ｃ１８Ⅱ ， １ 5／３ (5) (18） ９ 繊維少 Ｃ 灰黄褐／灰黄

106 Ｈｌ３Ⅱ ， １ 6／２ (7) ２ (18)／６ ８ 繊維 ｂ 黒／灰褐

107 Ｋ４Ⅱ ， １ 6／３ ７ 28／ ｂ ８ 繊維 ． にぶい褐／褐

108 Ｂ１８Ⅱ ， 1 6／３ (3) (10） ８ Ｃ 黒褐／黒褐

109 Ｂｌ９Ⅱ ， ２ 5／４ ８ 繊維 ． 明赤褐／明赤褐

110 Ｂｌ８Ⅱ ， １ 9／４ (4) ２ (18)／７ ｂ ９ 繊維少 ｂ 灰黄褐／にぶい褐

1１１ Ｃ１８Ⅳ ， 1 9／４ ９ 繊維少 ｂ 灰褐／にぶい褐

112 Ｂ１８Ⅱ ， １ 7／３ (5) ２ (20)／６ ８ 繊維少 ｂ にぶい赤褐／にぶい赤褐

113 Ｂ１８Ⅱ ， １ 6／３ (5) ２ (20)／６ 1０ 繊維 ． 明赤褐／褐灰

114 Ｋ５Ⅱ ， １ 6／４ ８ 繊維少 ． にぶい燈／にぶい褐

115 １１２Ⅱ ， １ 8／３ (6) (20)／ ９ 繊維少 ｂ 灰褐／灰黄褐

116 Ｃ１８Ⅱ ， １ 5／３ (5) (17） ９ Ｃ にぶい黄檀／にぶい黄榿

117 Ｋ４Ⅱ ， １ 6／４ (4) (14） ８ 繊維少 Ｃ にぶい黄榿／灰黄褐

118 Ｃｌ９Ⅱ ， 1 7／４ (7) ２ (31)／６ 1０ 繊維 Ｃ にぶい燈／にぶい檀

１１９ Ｂｌ８Ⅱ ， １ 7／４ (4) (22） ｂ ９ 繊維少 Ｃ にぶい燈／黒褐

120 Ｋ６Ⅱ ， １ 7／３ (5) (20)／ ９ 繊維少 ｂ にぶい赤褐／灰褐

121 Ｂ１９Ⅱ ， １ 5／３ 1０ 繊維少 ｂ にぶい黄榿／褐灰

122 １１０Ⅱ ， 1 4／２ (3) (10） ａ ９ 繊維少 Ｃ にぶい燈／にぶい黄

123 Ｂｌ８Ⅱ ， ２ 4／３ (6) ２ (22)／４ ａ ９ 繊維少 Ｃ にぶい黄褐／にぶい褐

124 Ｂ１９Ⅱ ， ２ ５／４ ７ ２ ２６／５ ａ ８ 繊維少 ． 黄灰／にぶい燈

125 Ｂ１８Ⅱ ， ２ ５／４ (6) (20） ９ 繊維少 Ｃ にぶい燈／にぶい赤褐

126 Ｂ１８Ⅱ ， 1 ７／４ ２ ／６ ９ 繊維 Ｃ にぶい赤褐／にぶい褐

127 Ｃ１８Ⅱ ， １ ７／３ (5) ２ (18)／５ ８ Ｃ にぶい黄榿／褐灰

128 Ｃ１８Ⅳ ， １ ６／２ (11） ２ (30)／５ ｂ ７ 繊維 ． 褐／にぶい黄褐

１２９ Ｃ１９Ⅱ ， １ ４／３ ８ 繊維 Ｃ にぶい黄榿／黄灰

130 Ｂ１８Ⅳ ， ２ 5／４ ８ ｂ にぶい褐／灰褐

131 Ｂ１８Ⅱ ， 1 6／３ (7) (29） ８ Ｃ 黒褐／にぶい赤褐

132 Ｂｌ８Ⅱ ， 1 5／２ (8) ２ (21)／５ ｂ ９ 繊維少 ｂ 褐灰／黄灰

133 Ｂ１９Ⅱ ， １ 6／４ (5) ２ (22)／５ ｂ ８ 繊維少 ｂ 褐灰／にぶい褐

134 Ｂ１８Ⅱ ， ２ 7／６ 1０ 繊維 Ｃ にぶい褐／浅黄

135 ＩｌＯⅡ ， 1 7／３ (3) (13） ９ 繊維少 ． 黄灰／黄灰

136 Ｂｌ８Ⅱ ， 1 7／３ (9) (26） ８ 繊維少 ． 褐／にぶい褐

137 Ｂｌ８Ⅱ ， ２ 5／４ (5) (18） ８ 繊維少 Ｃ 灰黄褐／にぶい黄榿

138 Ｃ１８Ⅳ ， １ 4／２ (4) ４ (13)／４ ｂ ７ Ｃ にぶい褐／にぶい黄榿

139 Ｂ１８Ⅱ ， １ 4／２ (4) ３ (12)／４ ｂ ８ 繊維少 ｂ 灰黄褐／にぶい黄榿

140 Ｈｌ３Ⅱ ， 1 7／３ (4) (14） ８ 繊維 Ｃ 黒褐／明赤褐
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どちらにも黒鉛の小さな粒と思われる鉱物の混入が、肉眼で確認できる。ただし微量であり、ａ類に

属する個体ではないと考える。123には金雲母が含まれる。

原体：例外もあるが、ｂ1類より大振りな楕円文である。また、長軸と短軸の差が小さくｂ１類よ

り円形に近い楕円文が多い。殻粒文を呈する楕円文も長軸４mmから９mmとやや大振りになる。112.

113は原体への刻みが深く２ｍｍ近くある。

条数や単位数を明確にできる個体は少ないが、106.124は７条確認できる。また128は11条以上あ

り長さは30mmを越すなど、全体的に条数は多いと推定できる。単位は２単位が多いようであるが、１３８

は４単位、139は３単位である。これらは粒の長軸も４mmと小さく、従って施文具の径も４ｍｍ程度で

ある。粒の配列は各段入れ違いになる以外の例はない。ただし、137は楕円を螺旋状に配したため、

文様が左下がりに密になっている。また、１３８．１３９は楕円が連珠文的につながっている。

文様構成：密接施文を原則とし123は少しの無文部が看取できる他、無文部を残す破片は確認でき

ない。ただし130は僅かに横位に楕円文の施文を認めるが、下部では楕円文は確認できず、ナデ調整

の痕跡が認められる。

施文の方向は104～132が横位で一番多いが、縦位施文、斜位施文なども見られ－様ではない。

133.134は口縁直下に横位にｌ帯施文し、後から縦位に密接させて施文している。133の屈曲した

口縁部には施文具端部の回転圧痕が残るが連続しておらず、横位１帯を施文具の向きを直しながら施

文したと考えられる。

135は細片のためはっきりしないが、口縁から斜位に施文されている。136～138は口縁直下から縦

位に施文されている。139は施文具、胎士から同一個体と考えられるが、縦位施文下部に横位に施文

する。ただし中央部で縦と横の重複部分が広く、縦位施文部に広く重ねて横位に施文したと思われる。

140～146は胴部で、縦位またはやや斜位に施文されている。斜位のものについては、規則性の有無の

判断は困難であるが､146は破片中央にｌ帯横位に施文し、その上下は右下がりの斜位に密接施文し

ている。147の底部は縦位密接施文、148はやや斜位の施文である。

その他（149～151）

149は異形文と楕円文の併存である。繊維を含み、焼成は悪い。異形文は片岡分類のＢ１ｂ類に近

いが、縦位の凸部は互い達いの台形である点で異なる。併存する楕円はやや円形に近い大粒の楕円と

番号 出土区層位
施文単位

分類 形状 大きさ

原体形状

条数 単位 大きさ 端部

器質

器壁 胎士 焼成 色調表／裏
備考

141 １１１Ⅱ ， １ 6／３ (3) (11） ｂ ９ 繊維少 Ｃ にぶい赤褐／灰黄褐

142 Ｃ１９Ⅱ ， １ 5／３ ５ ２ １６／５ ｂ ７ 繊維少 Ｃ 灰褐／黒褐

143 Ｂｌ８Ⅳ ， ２ 4／４ (6) (25） ８ 繊維少 ． 黒褐／にぶい黄榿

144 Ｈｌ３Ⅱ ， １ 6／３ (6) (23） ｂ ７ 繊維多 Ｃ にぶい褐／にぶい赤褐

145 ＩｌＯⅡ ， ２ 5／３ １０ ． にぶい檀／燈

146 Ａ１９Ⅱ ， １ 6／４ (5) (23） 1０ 繊維 Ｃ 燈／にぶい赤褐

147 Ｂｌ８Ⅱ ， ２ 7／４ ８ 繊維 ． 黄灰／灰黄

148 Ｂ１８Ⅱ ， 1 7／３ ９ 繊維 Ｃ 檀／にぶい褐

149 Ｂ１８１
Ｉ

， １

14／２ (9) １ (31)／８
１０ 繊維 Ｃ にぶい赤褐／にぶい赤榿

150 Ｃｌ８Ⅱ
Ｓ

， １

3／3４

5／３

１ ４ ３４／５ ａ

ｂ
８ Ｃ 灰褐／にぶい黄榿

151 Ｂｌ８Ⅱ ＩＹ 27／2８ (1) 1 (28)／９ ａ ９ 繊維 ｂ にぶい赤褐／にぶい燈
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第６表北東調査区における押型文士器の平面分布及び垂直分布状況（●：ａ類○：ｂ1類◎：ｂ２類）
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思われる。

150は柵状文と楕円文の併存である。器壁は７mm～８mmで若干薄い。かつ胎士には砂粒などの混入

は少ない点などから、本類に属するものかは不明である。柵状文は本遺跡では１点のみである。長さ

34mm、径５mm程度の丸い原体に、縦に幅１mm程度の沈線を４本刻み、回転させている。その上部にあ

る楕円文は全容は不明であるが、不揃いの粒である。

151は綾杉文であるが、縦位の凸部がないことから、変形種である。山形文にもみえるが、左右の

食い違いがある。胎士には繊維・砂粒を含み、器壁も厚い。

小結

岡前遺跡出土の押型文士器は、いわゆる沢式土器の一群と密接施文を特徴とする細久保式に併行す

る時期の一群に大別できる。本遺跡では後者をさらに２群に細分した。第６表は各類ごとのグリッド

ごとの出土状況及び垂直分布状況である。調査区全域で押型文の出土が確認できているが、南西調査
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区は散漫な出土状況であり、流れ込みなどが激しいと考えられる。従って資料化したのは北東調査区

出士の土器のみに限った。

ａ類はC17区を中心に特に南側に多く出土している。この傾向はｂ1類土器にも同様のことが言え

る。しかし、ｂ２類土器はB18区を中心に特に北東に多く出土している。地点的な差と言えるほど離れ

た地点ではないため多少の問題もあるが、ｂ1類とｂ２類の出土の違いは時期差を示すと考えられる。

また、垂直分布においてはａ類の土器は全体の42％がⅣ層より出土しているのに対し、ｂ1類は２８

％、ｂ２類は15％に過ぎない。多少の攪乱等があり、純粋な出土状況を確認できなかったのは残念で

はあるが、Ⅳ層出土の遺物の相違は時期差を示していると考えられる。

以上から、岡前遺跡の押型文十器は大きくⅢ期に分類できよう。

Ｉ期いわゆる沢式期。沢遺跡の近くに本遺跡は存在しており、周辺の黒鉛入り士器と比較しても

大きく違う点はなく、沢式士器に比定できる。しかし、黒鉛の含有量では個体差が大きいことや口縁

部への施文の差も一様ではないことなど、時期幅がある可能性も否定できない。また、口縁部に連続

菱目文を施文する士器の報告例はない。資料が少ないため卯の木式との併行関係まで言及するのは危

険であるが、宮ノ下遺跡出十の連続菱目文士器は非黒鉛入りとは言え、飛騨地方では近似した施文具

を持つ土器として留意すべきであろう。

Ⅱ期横位密接施文を基本としているが、Ⅲ期より無文帯が残る破片も目立ち、帯状施文を意識し

ている時期でもある。

・器壁が薄く、胎士が密で焼成が良好な土器が多い。

。□縁部が緩く外反し、口縁端部を明瞭に面取りする土器が多い。

・原体は楕円が中心であるが、格子目や山形もある。

・楕円や山形の単位が小さい傾向にあり、形が整然としている土器が多い。

Ⅲ期Ⅱ期に後続する時期と考えられる。

・器壁が厚く、胎士に繊維を含む。

・楕円文が圧倒的に多く、格子目文は本遺跡では皆無である。

・楕円文や山形文に２類（やや丸みを持つもの）が多い。

。□縁から縦位に密接に施文する土器や□縁に１帯施文し、以下縦位に密接に施文する土器が

ある。かつ、縦位の施文はやや斜位なものも目立ち、不規則な全面施文の可能性もある。

ただし、基本的分類は器壁の厚さであり、施文方法など検討すると更に細分出来る可能性がある。

また、本文中に記述したように、基本的に分類を再検討する必要な土器もあることを追記しておく。

２類条痕文系土器群（第42図、図版21）

茅山系の土器群から塩屋式に併行する十器を一括して本類とした。２６点図示したが、全体でも43点

と少ない。以下、細分に沿って記す。

ａ類（152～170）

条痕文系の土器で茅山下層式に併行する土器及び粕畑式に併行するものを本類とした。

152は偏平に近い破片で正確な部位は不明である。細沈線によりモチーフを描く。２本の並行沈線

により文様帯を区画する。区画内に刺突文を充填している。磨滅しているためやや不明であるが、沈
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線に直交する角度の押し引きによる刺突文と思われる。繊維を比較的多く含む他、やや大粒の砂粒を

含む。裏面に横位のナデ調整痕が認められるが条痕文は認められない。本破片は茅山下層式にやや先

行する可能性もある。

153はわずかに波状を呈する口縁部である。棒状工具による凹線によりモチーフを描く。区画内に

は３本の並行する沈線が斜位に施文される。胎士には多くの繊維を含む他、金雲母を含むのを特徴と

する。表面の色調は褐色を呈しナデによる調整を行っている。地文に縄文を施文する。

154は口縁部に近い破片で口縁下部で屈曲する。表には貼り付けにより屈曲部を作りだしている。

工具による凹線でモチーフを描き、同一施文具と思われる工具による刺突が不規則に認められる。地

文に縄文が認められる。胎十には繊維を多く含む。

155は波状を呈する口縁部。へラ状工具の先端による連続刺突文によりモチーフを描く他、口縁端

部にも部分的に刻みが施される。繊維を多く含む他、砂粒の混入も多い。表裏とも貝殻による条痕調

整を施すが、裏面はより深い。

156は浅い２本の並行する沈線により連弧状文を描く。細片のため全体の構成は不明である。繊維

を比較的多く含む他、白色の細砂粒を含む。表面に貝殻条痕が認められるが、裏面には条痕は認めら

ず、ナデ調整を施す。

157は屈曲部に低い隆帯を貼り付け、陸帯状を棒状工具で押圧している。磨滅しており他の文様．

調整は不明である。繊維を少し含む他、石英を多く含む。

以上153～157は茅山下層式に併行すると思われる。

158はへう状工具先端により３列の緩い波状を呈する連続刺突文を施す。波状文は３段目で緩く屈

曲しており、口縁部文様帯以下でわずかに段を持つ器形になると思われる。器壁は８mmでａ類の中で

はやや薄い。表裏ともに条痕は認められない。繊維が非常に多い。本破片は八ツ崎Ｉ式に併行すると

思われる。

159は口縁端部に指頭による交互刺突が認められる。繊維を少し含み表裏面に貝殻による条痕を施

す。残存部が少なく明確ではないが、施文の特徴から本破片は_ヒノ山式の古い段階に併行するものと

思われる。

160は指頭によると思われる刺突が２か所に見られる。繊維を多く含み条痕調整も認められるが、

詳細は不明である。

161～169は貝殻による条痕文のみが認められる胴部破片である。条痕調整や繊維の混入などから他

の遺物とは区別できるが全体を推定するのは困難な状況である。これらは概ね、①表裏とも条痕が認

められるもの（161～163)、②表のみに条痕が認められるもの（164～166)、③裏面のみに条痕が認め

られるもの（167～169)、に細分もできるが、部位が不明であり時期差なのか、個体差なのか、部位

差なのか詳細は不明である。170には条痕は表裏ともに認められない。金雲母を含み153と表裏の調整

や繊維の混入などでも類似しているが裏面の調整に違いがある。

ｂ類（171～175）

やや薄手の土器で、隆帯上に刻みを持つ土器を本類とした。

171～173は同一個体である。器面にやや丸い隆帯を３段（以上）波状に貼り付け、隆帯上に縄目状

の圧痕が残る。絡条帯の圧痕文もしくは絡条帯条痕文の可能性がある。隆帯の貼り付けが弱く数か所
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で剥落している。繊維をわずかに含む他、石英、長石粒を含む。174は低い隆帯上をへう状工具によ

り刻む。ごくわずかに繊維を含む。175は低い隆帯上に刻みを施すが施文具は不明である。174は人海

Ｉ式に併行すると思われる。

ｃ類（176）

石山式併行と思われるものを本類とした。1点確認した。波状を呈する口縁端部に刻みを施し、口

縁に並行する形で２ないし３条の連続刺突文を施文する。焼成は良好であり繊維をわずかに含む。器

壁は７mmでやや厚い。

ｄ類（177～183）

極薄手の土器で低い隆帯を持つものを本類とした。

177は口縁に幅広の隆帯を貼り付け、端部をへう状工具で刻む。さらに隆帯上と口縁内面に連続し

た指頭圧痕が認められ、つまみながら隆帯を貼り付けたものと思われる。器壁は４～５mmで薄く焼成

は良い。

178は口縁部で、端部に貝殻による刺突文を施す。口縁直下から隆帯上を貫く形で貝殻による条痕

が縦位に施される。179は胎士などからみて同一個体と思われるが隆帯より上部で緩く外反する器形

と思われる。器壁は４～５mmであるが□縁部で６mmとやや厚くなる。

180～183は横走する隆帯とその前後もしくは間に波状の隆帯を貼り付ける。181.182は櫛状工具で

条痕を施す。183は表面が磨滅しているが、横走する隆帯部で緩く外反し、下部に隆帯を波状に貼り

付ける。隆帯状斜位に条痕が僅かに認められる。

本類の多くは塩屋式に併行すると思われる。

ｅ類（184～186）

薄手の無文ｔ器を本類とした。184は胴部で指頭圧痕が残り、繊維が僅かに含まれる。焼成は良好

である。185.186は口縁部で緩く外反する。口唇部に「ハ」の字状に刻みを施す。焼成は普通である。

３類縄文、撚糸文士器群（第41図187～194、図版21）

本類に属すると思われる縄文や撚糸文施文の土器を一括して本類とした。出土状況では共伴する土

器は明確ではないため、時期幅がかなりある可能性がある。ただし、胎士や焼成から本遺跡出土の他

の時期の縄文土器とは区別できる。

ａ類（187）

表裏縄文を本類とした。C17区Ⅳ層より1点出ｔした。表にＬＲの縄文を横位に施文し、裏には縦

位にＬＲの縄文施文が見られる。細片のため部位等は明確ではない。焼成はやや不良で白濁砂粒を含

む。本破片は表裏縄文土器の最末段階に属すると恩わる。

ｂ類（192.193）

撚糸文士器を本類とした。192は細かい撚糸文を横走させ、横位に無文帯が残る。繊維を僅かに含

み、焼成は良好である。

193は細かい撚糸文の施文が認められるが、表面の磨滅が著しい。器壁は８mm前後で焼成も192より

不良である。192とは異なる時期の土器と思われ、本群に属さない可能性も否定できない。

ｃ類（188～191.194）
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第４章遺物６９

縄文施文土器を本類とした。188は口縁部で、口縁で強く屈曲する。口縁端部に縄文を施文する。

赤褐色を呈し、白色砂粒を含む。焼成は良好である。

190は底部で尖底部になると思われ、尖底部まで縄文を施文する。白色を呈し、比較的薄手の小型

の土器になると思われる。

１８９．１９１．１９４は繊維を多く含む比較的厚手の土器である。189は施文の方向を変えることにより羽

状を呈する。194は無節の縄文を施文する。

1）本遺跡の押型文士器の細分に関しては、矢野健一氏よりご教示頂いたものをもとにした。

Ⅱ群中期の土器（第43～70図、図版22～37）

調査区全域から出土している。前葉から後葉まで各時期のものがあるが、主体は後半のものである。

また、中期末に位置付けられるものは後期との関連で、Ⅲ群に含めている。

１類前葉の土器（第43図、図版22）

次の２類に分類する。

ａ類（195～197）

東海あるいは西曰本系の前葉の土器である。195は幅広の連続爪形文が施され、口縁内面にも爪形

文が施されている。船元Ｉ式と思われる。196.197は同一個体である。波状口縁で、山形の波頂部を

もつ口縁の内外面に縄文を施し、その下に窪みがあり、連続爪形文がある。口唇部にも縄文がある。

ｂ類（198～206）

北陸系の前葉の土器である。198は新保式で、口縁部に突起がある。沈線で格子目文がある。199に

は撚糸文、２００．２０２には蓮華文的な文様がある。201は縦横に細い半隆起線文が施されている。203は

半隆起線文の間に無文帯がある。204～206は同一個体で、<の字状に内屈する器形の平口縁の浅鉢で

ある。

'1鱗L蝋Ｊ－
鍵口瀞響鐵

轤W蝋Ｉ璽臘,Ｕ 蕊、
2021９９ 2００ 2０１

戯 iｆ史恥1１
2０４ 206２０３
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７０第１節縄文土器

２類北陸系の中葉の土器（第44～50図、図版22～26）

北陸の中葉の土器は、上山田・天神山様式として把握されており、型式としては上山田式、古府式

の名が一般的に使用されている。ここでは、北陸系の土器の要素が比較的強いと思われるものをまと

めた。北陸系の典型的なものは少なく、むしろ在地化したものが多い。ａ～ｃ類の３類に分類する。

ａ類（207～276）

上山田式段階のものである。次の２類に分類する。

ａ1類（207～235）半隆起線文による渦巻き文や隆帯上の連続刺突文等が見られるものである。

直立または複合口縁の平口縁で、隆帯に連続刺突が施される。207は複合口縁で半隆起線が横走し、

爪形文が施される。頚部から基隆帯が降りて来て渦を巻く。２０８．２０９．２１３も複合口縁状の屈曲した

口縁である。隆帯上に連続刺突文がある。

214～216は波状□縁を呈する。214の波頂部は２山になっており、波頂部に対応して隆帯が渦を巻

き、細かい連続の刻みが入る。215は緩い波状を呈する。216は渦の間に孔が開いている。

217～231は隆帯が曲線的に展開し渦を巻き、連続の刺突文がついている。217は基隆帯の先に眼鏡

状の突起があり〈半裁竹管文の問に三角形の挾りがある。

232～235は刻みはないが同型式に対比できるものである。232は縦に半隆起線で区切られその間は

縄文である。２３３．２３４は同一個体で、渦巻き文とともに、半隆起線に沿って刺突がある。

ａ２類（236～276）典型的な上山田式とは異なるが、連続刺突文を施すものである。

236～238は爪形文的な連続刺突を施す。直立した口縁で横方向に施文する。239～242は胴部で、横

および縦方向に施文されている。

243～261は連続的な細目の刺突を施すもので、上山田式とは明らかに異なるものである。243～253

は口縁部で、直立するもの（243.244)、内湾気味に立ち上がるもの（245～251)、外反するもの（252.

253）がある。254～261は胴部で、257は突き出た隆帯が渦巻き状に施され、その間を半隆起線でつな

ぎ、連続の刻み状の刺突文がある。

262～276はその他の形状の刺突を加えるものである。

ｂ類（277～342）

古府式段階のものである。櫛状工具による施文を多用するもので、在地性の強いものも含んでいる。

次の３類に分類する。

ｂ1類（277～301）隆帯上に櫛状工具による連続刺突文が見られる。

277は、胴部は直線的に立ち上がり頚部から開く器形で、上から見るとＷ字状の大波頂部とその間

に小波頂部がそれぞれ４単位ずつある波状口縁の土器である。口縁部は低い隆帯が曲線的に連なり、

頸部にはリボン状突帯が巡り、胴部は半隆起線が２本ないし３本単位でまわり、その間はやはり櫛状

工具による刺突文がある。278は平面楕円を呈する台付き土器であろう。波状口縁で、低い隆帯と沈

線が縦横に展開し、櫛状工具の刺突文が多用されている。279～282はゆるい波状を呈する。281は６

単位の波状口縁である。282は□縁端部に刺突が見られる。

283～293は平口縁で、直線的に立ち上がる。292は外反する。隆帯が直線的に展開し、渦を巻き、

櫛状工具による刺突が加えられる。294～301は同様の土器の胴部である。

ｂ２類（302～321）隆帯上ではない部位に櫛状工具の刺突が見られる。
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７４第１節縄文土器

302は、直線的に開く器形で、４単位の小波頂をもつ波状口縁で、波頂部の下に半隆起線の円文が

ある。そこから横方向に半隆起線がのび、胴部では、方形の区画を形成する。半隆起線間は櫛状工具

による連続刺突で満たされている。303～305はやや内湾する器形で、口縁部は無文帯で２本の半隆起

線が横走する。303.305の刺突は四角くて粗いものである。306.307は直立する平口縁である。３０６

は口縁部に連続刺突文が施されている。307は沈線によって区画化された文様の中に刺突文が見られ

る。より新しい段階のものかもしれない。308～313.315～318は胴部の破片であり。319は底部であ

るが同様の文様が施されている。314は、胴部が丸く張って頚部がすぼまり直立する平口縁をもつ。

最大径が胴部中央にあり深鉢形というよりやや壺形を呈する。口縁部は縄文で、頚部に半隆起線が２

条あり、胴部中央にも半隆起線が２条ある。胴上半部には、偏平な半隆起線が曲線的に横方向に蛇行

し、その間に櫛状工具による刺突が施されるが、刺突は四角くて粗いものである。－部縄文がつけら

れている所もある。胴下半部は縄文である。

320.321は山形の波状口縁で、口唇部に沈線が施してある。口縁にそって沈線が引かれ、その間に

刺突文が見られる。

ｂ３類（322～342）その他の形状の刺突を加えたものである。

口縁部は、内湾気味に立ちｔがるもの（322～329)、開き気味に立ち上がるもの（330～332)、直立

するもの（333～335）がある。刺突文は、３２８．３３１．３３２．３３４．３38のように非常に目の細かいもの

や、３２３．３２７．３２９．３３Oのように粒が少なく粗いものもある。

323.327は隆帯が口縁部に沿って横走し、斜めに降りる。地文は櫛状工具による条線文であるが曲

線的な施文もある。330は隆帯が斜めに降りて来て渦を巻く。隆帯上には、粗い刺突文が加えられる。

331は平行する隆帯と沈線で口縁部文様帯を形成し、胴部はＲＬの縄文である。332は口縁部に無文帯

があり、頚部に刺突を伴う隆帯があり、胴部はＬＲの縄文である。

341.342は器厚が約５mmと薄手で異質な感じの士器である。

ｃ類（343～397）

半裁竹管による半隆起線文を主体とする土器である。施文の特徴から次の３類に分類する。

ｃ1類（343～360）半隆起線文が直線的あるいは曲線的に展開する。

平口縁で開きながら立ち上がる。直立するもの（347）もある。口縁部は無文で、半隆起線が横走

し折り返している。胴部は、直線的あるいは曲線的に文様が展開する。地文が縄文のものもある。

ｃ２類（361～375）半隆起線文とともに半裁竹管を押しつけた連続文様がある。

平口縁でほぼまつすぐに立ち上がるが、波状口縁のもの（374）もある。半隆起線を１．２条横走

させ、その下に連続の押圧文が施されているものと、半隆起線がなくて押圧文が施されているものが

ある。口縁部文様帯の下は撚糸文のもの、縄文のもの、条線文のもの、無文のものがある。

ｃ３類（376～397）半隆起線が偏平化して沈線化したものである。

ほぼ直線的に立ち上がる口縁であるが、内湾するもの（392)、波状口縁のもの（387.396）もある。

沈線は横方向が多く、曲線的に展開するものもある。地文は、撚糸文、縄文、条線文のものがある。

381～383は、口縁端部が平坦で、口縁部に縦位の短沈線が施され、沈線が３本横走する。無文帯を挟

んで、再び沈線が横走する。389は、交互刺突状の波状文がある。397は胴部の最大径が約50cmの大型

のもので、偏平化した半隆起線が屈曲して横方向に展開する。



第４章遺物７５

Ｉ ！｡ 一
霧妻
罫
川
陥

一
鱈
茨
忍
屠
霞

；
「

１
蘂

５

｢1
1,,,Ｊ

登

露’
[Ｉ 繊繍一一 Ｉｌ

３１２

鶏l雲,１
３１１

門
川
川
１
Ｍ１

３０９
！

313

鯵 ＩＩ

－
川

南三宝自至豆乱
心＝率一塞揮典

1iii 蔓 鶴邑
315

317

！ 鑓扇憲司■二夢醤冨露
319

3１８

蜂蜜霞,&】H鐸多
6

２ ０

戸Ⅲ出川Ⅶいぃ鞄314

０１０ｃｍ

岳一Ｊﾄｰｰ

0 10cｍ
w鱗＄ 岳－－－￣

第47図包含層出土の縄文土器（９）



７６第１節縄文土器
｡－－二・、仁! ｣，ＡＦ５Ｚ４..｡

■＿,

'『【轍j)患」；ず
……－吋～二可）ヴ

十J巍維尋,ゼ
ー…アーガ`ﾂﾞ
ﾑｮい￣……全ｆ‐

一識騨ﾉｶﾞｬ霊(．~
.＝｡,､一㎡

ョ戸Ｐに一門･･戸ノー－

、疹含倉…･隆－－
蛸J‘江戸ｆ

Ｏ,､し

‘￣;急薊

J１ Ｉjｊ
3２５

－J

鶏１１
322 3２３

零雰雷窪壼軍匡麺二､
324－－－＿

3２６

327 3２９
328

ⅡｌＭｌｌｌＩＩＩｌｌｌｌＩｌｉｉｉｌｌｉＩｌｉｉＩ０ＩＩＩＯＩ

mIulⅡｍＤＩＩＩＩＩＩＩ」

ii銭/鰯薯

鰄苧:jO`'４i:ij≦iii''11:=3３
h玉、

jl蕊臺議llilliiiilliliii婁醗 3３１

3３０

｝
－１

１１ ！Ｉ
jWiiiiiiilliLfljiliiiliLliiIi 3３３

ド
ン

335334

iｌ ,Ｉ蕊 Ｉ鰯lＩ 霞Ｉ
Ⅱ

3３２

3３７ 3３８

』ｿｦﾋﾞｧｱｱｱ，
■毎ｍ=■巳顯■￣

■■W邸佐噂切臼田臓翁

|ＩＩ
336

窺墓妻!？

l覺灘ｉ！隅Ｗ７ＹＩＹ

０ 10cｍ

3４２

第48図包含層出土の縄文土器（10）



第４章遺物７７

〃』！
343

Ｉ
￣達＝T▼.:吋堕宙迂＝

345

iiillill1l11iili露 3４６

錨襲冨亀し344

'１１１lｊＩ Ｉ'’
万万
3４７ 3５０3４９3４８ 3５１

Ｉ1１
Ｉ
ｉ Ｉ354

や>＝

３
３５３

己曲雷電Ⅳ
3５６

Ｉ Ⅱ 〃Ｉ
菌顧巫ニーー

ー毬包皀ﾕ皀泰

鋤
3５９

3５８357 360

ド ！！
…自白■幽趨酌健麺曰型Q■⑪

|iii鰄鰯
llliilMMMIllillIli11lilii 364

職蝋
3６３

llii1i1I鍵l灘'1１

、iliiiIiiiil霊l］3６１ 3６２

365

』 Ｉ
366刀癬

刀[Ｉ 刀1Ｊ Ｉ

一一一

3７０3693６８3６７ 3７１”獅曾 、
川
〃

■
一
曰
畿

５

ＭＭＮⅡⅢⅢⅡⅢⅡ州，

'3蕊！
3７３3７２ 374０ 10cｍ

第49図包含層出土の縄文土器（11）



７８第１節縄文士器

足
川

一一一口
丙
ｕ ！１口■騒蝿i篭趨圃靭

認
悪墓菫襲I1IjA

瀞

蕊
Ｉ
川
！

８
日蟹田笹一

:iiii； １
篝ii薑i曇 ３８５ 四■…

lli霧U霧 Ｉ

刀 進

曇譽１
繕、

蝋
灘

７

０ １０cｍ ０１０ｃｍ
倍－Ｆ－

第50図包含層出土の縄文土器（12）



第４章遺物７９

３類信州系の中期後半の土器（第51～57図、図版27～30）

信州的な要素をもつ中期後半の土器である。いわゆる唐草文系の土器が多く見られる。在地的な要

素の強いものも含まれている。概ね長野編年の中期後半１期からⅡ期にかけてのものである。時期的

に見てａ.ｂ類の２類に分類する。

ａ類（398～468）

長野編年の後半Ｉ期に相当すると考えられるものである。施文・器形等から次の４類に分類する。

ａ1類（398～413）櫛形文をもち井戸尻Ⅲ式から曽利Ｉ式の段階のものである。

398～400は、４単位の波状口縁で、隆帯による曲線的な区画がなされ櫛形文があり、貼り付け隆帯

が曲線的に展開する。402～407は同様の文様を施す胴部である。401は重弧文を有する平口縁の土器

であるが、同様の要素をもっている。これらは、吉城郡河合村下田遺跡の第Ｖ群３．４類（河合村19

87）に相当するが、飛騨地方にその系譜をたどる考えがある')。408～413は櫛形文が見られる。

ａ２類（414～416）頚部がやや膨らむ器形のものである。

414は口縁内面に段を有する。口縁直下に隆帯をもち、頚部に縦の沈線が並ぶ。415は渦巻き状の突

起をもつ。416は、開いた口縁で、内面にかえりを有し、頚部には隆帯が蛇行して、裾の部分に細い

沈線が入る。胴部には、２本１組のねじり棒状の隆帯が４組つき、細い隆帯が曲線的に展開する。縦

の沈線が続き横の短沈線の区画もある。

ａ３類（417～449）隆帯に沿って押し引き文が見られるものである。

417は突起部で、２本の隆帯がそれぞれ渦を巻いている。口縁は平口縁のものと波状口縁のものが

ある。櫛形文と組み合わせたものもある。448は眼鏡状の突帯がつき、やや古い様相を呈する。

ａ４類（450～468）隆帯のつき方から見て同様の時期に比定できるものである。

454は、信州でもよく見られる細い貼り付け隆帯による突起部である。460の沈線の中で隆帯が曲がっ

ているものも同様である。

450は、まっすぐ立ち上がる平口縁で、隆帯が弧状に連なり、下方でもさらに連なっている。区画

内は、条線文が埋めている。

465.466は、沈線間に列点があり特徴的である。466～468は同一個体で、曲線的な区画の中を沈線

が埋めている。在地的な特徴であろう。

ｂ類（469～564）

長野編年の後半Ⅱ期に相当すると考えられるものである。施文・器形等から次の５類に分類する。

ｂ1類（469～472）交互刺突文の見られるもの。

平口縁で口縁内面に段を有する。469は、渦巻き文とその下にねじり棒状の隆帯がつく。472は、口

縁部は無文で、対向する渦巻き文があり、その下に蛇行隆帯があり、斜位の沈線が施されている。

ｂ２類（473～483）腕骨文あるいは、腕骨文的な文様をもつもの。

２．３本１組の隆帯が縦に降りて来て、区画されたり渦を巻いている。そのまわりは斜位の沈線で

埋めている。唐草文系の土器に見られる特徴である。

ｂ３類（484～487）いわゆる剣先文をもつもの。

ｂ２類と同様に唐草文系化器に見られる文様である。４８４．４８６は沈線によるもので、縦方向の条線

が施されている。４８５．４８７は隆帯によるもので、斜位の沈線が施してある。486は、胴部が丸く張っ
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ており、頚部が括れ、開いた平口縁の土器である。頚部の下に交互刺突文があり、貼り付け隆帯が渦

を巻いて、橋状把手がつくようである。黒色を呈し雲母を多く含む。

ｂ４類（488～517）曲線的な隆帯とその間を沈線で埋めるもの。

隆帯が曲線的に展開し、そのまわりに沈線が施される。唐草文系の土器と思われる。ただし、ヘラ

状工具による沈線が方向が揃わずに施文されているものもあり、やや異質なものも含んでいる。

517は、口縁は不明であるが、頚部は括れて縦位の沈線文が施され、胴部は、隆帯が渦を巻き、そ

のまわりに沈線が施されている。

ｂ５類（518～564）その他突起部や文様等から同時期に比定できるもの。

521～523の渦巻き文のある突起は、唐草文系土器に特徴的に見られるものである。526は、把手と

ともに斜位の沈線が施され、伊那地方に見られるタイプの士器である。529は内湾して立ち上がる平

口縁の土器でねじり棒状の把手がつく。531～533は、内湾気味の口縁で、弧状の隆帯が渦を巻き、そ

の上下は沈線が埋めている。

550は伊那地方で見られる沈線の入り組み文を有する士器である。

552～563は、地文が縄文で、口縁部は隆帯による区画があり、区画内は縦位の沈線が施される。ね

じり棒状の突起のつくもの（554）や、渦巻き文のつくもの（553.562)、円弧状の文様と直線的に下

へ降りて来る文様の組み合わせのもの（555～558）などがある。

564は脚台で、交互刺突文状の細い隆帯があり、その下には列点文がつづく。系譜の不明な土器で

ある。

４類東海系の中期後半の土器（第58図、図版31）

強く内湾するキャリパー形の器形で、沈線または隆帯で渦巻き文を中心に区画され、列点文、連弧

文などがつく。胴部は沈線による連弧文が施される。撚糸文が地文となっている。いわゆる中富式に

類縁性がある。里木Ⅱ式など西曰本系の土器との関連が問題となる。

572は、口縁部が屈曲し細い貼り付け隆帯によって渦巻き文が施され、頚部に２条の列点文がつく。

584は、内湾度がゆるく撚糸文も粗く、やや様相が異なる。

５類貝殻による連続刺突文を施す士器（第59図586～589、図版31）

開き気味の平口縁で、口縁内面に幅広の沈線が横走する。□縁部および頚部に貝殻による連続刺突

文が施される。いわゆる串田新式に比定される。

６類リボン状突帯を有する土器（第59図590～599、図版３Ｄ

指で連続的に押しつぶしたような隆帯をリボン状突帯と呼んでいる。飛騨地方の中期後半の十器に

多く見られる要素である。押圧部の長さが、590～Ｍのように短いものと、593～599のように長いも

のがある。

7類隆帯を有する士器（第59図600～627、図版32）

１～６類に比定できないｔ器で隆帯のある土器である。次の２類に分類する。
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第４章遺物８９

ａ類（600～606）

地文が縄文のものである。601は開き気味の平口縁で、隆帯が横方向に施され、－部卜方に湾曲し

ている。602は、内湾気味の平口縁で、隆帯が横走する。603～606は胴部で、降帯が縦方向に施され

ている。

ｂ類（607～627）

隆帯と沈線を組み合わせたものである。隆帯ＩＤ刻みの有無により２類に分類する。

ｂ1類（607～608）隆帯上に刻みが入るものである。

608は、小波状口縁で、口縁部の文様は小さい渦を巻き、口縁から胴部にかけて隆帯が直交して区

画され、その問を沈線が埋めている。施文方法は信州的であるが、信州にはない文様の特徴を示す。

ｂ２類（609～627）隆帯上に刻みがないものである。

609～62OのようIこへラ状工具による細い沈線のものと、621～627のように棒状工具による広い沈線

のものがある。縦に降りて来る隆帯に対して平行に沈線がつくものと、隆帯に対して斜位に沈線がつ

くものがあり、「ハ」の字状に施されているものもある。

609は波状口縁で、波頂部は２か所切り込みがあり、３山になっている。降帯は渦を巻き２本が下

へ降りている。そのまわりには、へラ状工具による沈線が斜位に施されている。619は３本１組の降

帯が垂下し、沈線は縦方向および斜め方向に施されている。620は、平口縁で内面に段を有する。２

本１組の隆帯が口縁に沿って弧状に連なり、その区画内には縦方向に細い沈線が施されている。連弧

文をつなぐ隆帯があり、さらに細い隆帯が垂下する。胴部は、数本単位の細い沈線が「ハ」の字状に

施される。

８類沈線文を施す十器（第61.62図、図版33）

７類と同様に各類に比定できない沈線文が施されているｔ器である。次の４類に分類する。

ａ類（628～639）

沈線文のみのものである。縦方向あるいは横方向に直線的に施文されるものと、曲線的に施文され

るものがある。628はlか所山形の突起がある。沈線が口縁から胴部にかけて曲線的に描かれている。

630は口縁端部に刺突がある。口縁部に沿って１本沈線が横走し、その下には、２本の沈線が上向き

の弧状に施されている。603は少し肥厚した口縁がやや外反気味に直IZする。口縁部は無文で横方向

に１本の沈線が区切り、下は縦方向に沈線が施されている。

ｂ類（640～647）

地文が撚糸文のものである。横方向にあるいは曲線的に沈線が施される。644は沈線による区画文

が第１号住居１１t出ｔの十器（第25図38）に似ている。645は小突起がつき、沈線は口縁に沿ってI向

きの弧状に１本施されている。

ｃ類（648～660）

地文が縄文のものである。648～65lのように横方向に施文されたもの、652～654のように縦方向に

施文されたものがあり、６５５．６56のように斜めに施文されたものもある。さらに、６５７．６58のように

曲線的な文様のものや、６５９．６７Oのように区画されたものもある。

ｄ類（661～672）
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第４章遺物９３

「ハ」の字状の沈線文を施すものである。661は２本１組の沈線で縦横に区画し、その中に「ハ」の

字状の沈線文が施されている。663は瘤状の突起がつく。

９類蛇行懸垂文を有する十器（第62図673～691、図版33）

中期後半に位置づけられる蛇行懸垂文を有する十器である。次の２類に分類する。

ａ類（673～675）

隆帯による施文のものである。673は横位の短かい隆帯上に施されている。675は弧状の隆帯から垂

下している。

ｂ類（676～691）

沈線による施文のものである。幅が広くて浅い沈線のものと、細くて深い沈線のものがある。679.

680.683.684はいわゆるコンパス状文とした方が適切かもしれない。６７８．６８６．６８７．６８９．６９Oのよ

うに曲線的な沈線による区画文と組み合わせたものもある。

10類条線文の土器（第６３．６４図、図版３４．３５）

いわゆる条線を施した土器である。施文方法により次の２類に分類する。

ａ類（692～717）

櫛状工具によるものである。□縁部が直立するもの（692～697)、内湾するもの（698～700)、外湾

するもの（701～703）がある。704は口縁内面に段を有する。

口縁部から胴部にかけて縦方向に施文するものが主であるが、無文帯をもつもの（705）もある。

条線が異方向のもの（706.707）や、７l2のように円弧を描いたり、714～7l7のように弧線を描くも

のもある。713は、波状口縁で曲線的に描かれている。

ｂ類（718～735）

へラ状工具によるもので、細い沈線が何条もあり、条線状を呈するものである。縦方向の施文のも

のもあるが、斜位の異方向に施文したものが多い。718は、口縁部に隆帯があり櫛状工具による刺突

がある。平面はやや楕円形を呈する。715～730は幅広の沈線をともなう。内湾する□縁で２本の沈線

が横走し、長楕円状の区画文と思われるものもある（728.729)。

11類撚糸文の土器（第６５．６６図、図版35）

撚糸文を全面に施したものである。口縁部は直立するもの（738.741～747)、やや開き気味のもの

(７３９．７４８．７４９)、キャリパー形のもの（735）がある。キャリパー形を呈する735は、口縁部と胴部

は方向が違う施文である。738は平面形がやや楕円を呈する。739は高さ約38cmの大型のもので、やや

開き気味に立ち上がる。

12類縄文の土器（第６７．６８図、図版36）

縄文が主体の十器である。口縁部の形態を見ると、直立するもの（764～773.775)、開きながら内

湾あるいは直立するもの（774.776～780)、外反するもの（781～７８８．７９１．７９６)、波状口縁のもの

(789.790）がある。
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第４章遺物９９

791は口縁の内外面に段を有し口唇部に刻みが入る。にぶい黄褐色を呈し、やや異質な土器である。

795は頚部が括れて口縁が開く器形の台付き土器である。796は口縁に段を有し、頚部に結節の縄文が

横走する。798は、胴部上半に条線を施す。

13類無文の十器（第69図、図版３６．３７）

全面が無文というより無文部の破片といった方が適切かもしれない。口縁部の形態は、直立するも

の（799～806)、やや開きながら内湾あるいは直京するもの（807～812)、外反するもの（813～822)、

内湾するもの（823～826）がある。799は、高さ約９cmの小型の深鉢形の土器である。口縁部のみの

ものは、胴部の文様が不明である。

14類浅鉢形の十器（第70図831～848、図版37）

１３類までのような深鉢形ではなく浅鉢形の土器が本類である。施文の違いから次の３類に分類する。

ａ類（831～836）

櫛状工具による刺突文があるものである。口縁部は屈曲して直京する。２本の沈線が横走し、渦巻

き文を中心にして区画している。沈線間に櫛状工具による連続刺突文が施されている。831は図上復

元したものである。

ｂ類（837～８４４．８４７．８４８）

無文のものである。直線的に開いた器形である。838は口縁部に段がある。８４７．８４８は胴部なので、

他の類の可能性もある。

ｃ類（845.846）

その他のもの。845は「く」の字状に屈曲する口縁で、２本の沈線が横走し、地文は縄文である。

846は波状を呈し、波頂部には刻みが入り、口縁端部に沈線が施されている。

15類その他の器形のｔ器（第70図849～855、図版37）

深鉢および浅鉢以外の器形と考えられるｔ器である。次の３類に分類する。

ａ類（849～851）

釣り手土器と思われるものである。849は隆帯が蛇行する。850はねじり棒状の隆帯がつく。851は

隆帯に沿って押し引き文がある。

ｂ類（852～854）

有孔鍔付士器と思われるものである。852の口縁端部は平坦で、列孔部が－部残っている。853は、

眼鏡状突起があり、その上の部分に列孔部がある。854は図上で復元したものである。胴部は丸みを

もって張っており、胴部中央に最大径があり、約34cmである。鍔部は欠落している。－部突起が残存

している。胴部上半に半裁竹管文が２本１組で、蛇行して横走する。地文は条線文である。榿色を呈

し、内面はよく磨かれている。

ｃ類（855）

器台と思われるものが１個体確認された。855は、直径約17cmで上面は平滑に仕上げてある。脚部

は欠落している。にぶい黄榿色を呈する。
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Ⅲ群後期の土器（第71.72図、図版38.39）

後期の土器が少量であるが出十している。ここでは、中期末から後期初頭に位置付けられているも

のを含めて説明する。次の９類に分類する。

１類在地性の強い中期末の土器（第71図856～862、図版38）

口縁部は肥厚しやや外反気味に開く。口縁部は無文で、その下に縦位平行沈線文が施される。８５９

は橋状把手がつく。860～862は沈線による横位の長楕円文がつき、860は短い縦の隆帯の上下端に刺

突がある。荒城神社遺跡の２群Ｉ類（(}M)岐阜県文化財保護センター1994）の土器である。

２類岩峅野式に比定できる土器（第71図863～865、図版38）

微隆起線文が施されているが、後述する宮田式とは異なり、岩峅野式の特徴を備えたものである。

863は外反する頚部で格子目文があり、864は縦位に区切った中に蛇行する微隆起線がある。865は胴

部の縦位の平行線文が密に施されている。

３類宮田式に比定できる士器（第71図866～879、図版38）

866～878は、宮田式２類の微隆起線文を施したものである。口縁部で横位に施されるもの（866.

867）と、縦位に施されるもの（868.869）がある。直線的な展開をするものや曲線的なモチーフを

もつものがある。876は沈線をともない、877は刺突をともなう。

879は、微隆起線に刻みをともなう宮田式１類と呼ばれるものであろう。

４類いわゆる南垣内型鉢と呼ばれる土器（第71図880～884、図版38）

□縁部が逆「く」の字状に屈折し、「く」の字上半部に文様帯を有する。「南垣内型鉢」と呼称され

ている（戸田1993)。881.882は微隆起線で、弧文や横位平行線文がある。883は２条の列点文が展開

する。884は横位平行沈線文が施され、880は沈線と隆帯が曲線的に展開し、区画された中に縦位の平

行沈線がある。

５類気屋式に比定できる土器（第71図885～892、図版38）

885は緩い波状口縁で、肥厚する口縁部に縄文が、頸部にいわゆる三角刺突文がある。886は、波状

口縁で、三角刺突が入字状に並ぶ。頚部は浅い沈線が巡り、地文は縄文である。887は肥厚する口縁

で、曲線的に沈線が展開し、いわゆる末端刺突と連続刺突文がある。段の下に縦位の沈線がある。８８８

は人字状の沈線と末端刺突がある。889は大きな波状口縁で口縁部が「く」の字状に折れ、橋状突起

とともに孔が開いている。沈線と円形刺突文を組み合わせて施文している。890は肥厚する口縁が

｢く」の字状に開き、沈線と連続刺突文がある。891は沈線による渦巻き文と末端刺突が見られる。８９２

は口縁部に段を有し、沈線と刺突文が施されている。

いずれも気屋Ｉｂ式に対比できる（米沢1989)。

6類縁帯文系の土器（第72図893～897、図版39）

893は頚部がくびれ□縁部は肥厚して開く器形で、口縁部には沈線が「し」の字状に展開し、ＲＬ
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の縄文が施され、頚部は無文帯となる。胴部は、横位と斜位の平行沈線と縄文の組み合わせである。

894は肥厚する口縁に平行沈線文が施文され、895～897は縄文が施される。

７類堀之内式に比定される土器（第72図898～900、図版39）

開きながら内湾する口縁で、口縁部端に沈線あるいは刺突があり、900は波状口縁で、波頂部の端

部に渦巻き文がある。

８類加曽利Ｂ式段階の土器（第72図901～921、図版39）

横位の磨消縄文が展開する。901～9O4のように口縁内面に沈線が施されているものがある。905.

906は突起がつく。921は羽状縄文が施されており、酒見式に相当するであろう。

９類井口式に比定できる土器（第72図922～925、図版39）

922は、「く」の字状にくびれ、口縁端部と頚部に凹線文と円形刺突文がある。923は逆「〈」の字

状に屈曲し外反して開く口縁部で横位の平行沈線が施される。924は波状口縁で、沈線と刺突が施さ

れ、瘤状の突起がつく。その下には斜位の沈線が施されている。925は波状口縁で、外面は無文であ

り、内面に凹線と円形の押圧文がある。

Ⅳ群晩期の土器（第73図926～942、図版39）

わずかに晩期の士器も見られる。次の２類に分類する。

１類中屋式に相当する土器（第73図926～941、図版39）

頚部が屈曲して口縁が外反する。９２６．９３２．９３７は連続刺突文を施されている。931は鍵の手文が見

られる。927.933～939は曲線的な文様が展開する。933～935に見られる文様はいわゆるあやくり帯

縄文である。941は蓋である。

2類浮線文系の士器（第73図942、図版39）

いわゆる浮線文で、突起を有する眼鏡状の文様である。

Ｖ群時期不明の土器（第73図943～952）

編年的位置付けが不明のものである。943は、折り返した口縁で内面に段を有する。２条の連続刺

突文が横走し、貼り付け隆帯がつく。944は内湾気味の口縁で、弧状の沈線とその間に刺突が連続す

る。945は、緩やかな「く」の字状を呈する口縁で、□縁部には、短い縦位平行沈線文が施され、段

の下に沈線で区画された中に管状工具による刺突が見られる。946は□縁部に沈線による楕円区画が

あり、管状工具による刺突がある。947は内湾気味に直立し、２本の沈線が横走し、雨垂れ状の列点

が２条1組で斜位に施される。948は大波状口縁で、波頂部が折り返してある。無文の土器である。

949は波状口縁で、口縁部に平行沈線が数本あり、その下に刺突文がある。950は、「く」の字状に屈

曲し口縁部に「曰」の字状の沈線文があり、段の下に縦位平行沈線がある。951は曲線的な展開の沈

線文を有する磨消縄文の士器である。952は弧状の沈線の区画内に三角形状の刺突が入る。
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Ⅵ群ミニチュア土器（第73図954～958、図版）

図示したものはいずれも底部あるいは脚部である。954～956は無文である。957は、縦位の沈線と

刺突が見られる。958は脚台である。

1）戸田哲也(1993）「第Ⅳ章発見された遺構と遺物第１節縄文時代」「中野山越遺跡発掘調査報告書」
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４底部・脚部

本遺跡出士の底部は670点、脚部は12点である。ただし、大半は破片であり670点には同一個体と

思われるものも含まれており、個体数を表すものではない。本節は特に遺物包含層から出土した底部

でかつ、底部からは時期等の判別が困難なもの585点に限り資料化したものである。

断面形態（第74図）

底部から胴部にかけての広がり方の違いによりＡ類～Ｄ類に分類したり。また脚部をＥ類とした。

この他、断面形態の特徴として、底部が平坦になるもの（１．３など）とやや上げ底的になるもの

(２．６など）に大別できる。また、底部から直接外に開く断面形態（１．２）などと垂直（６．１４

など）またはやや内傾して立ち上がる（７．１１など）断面形態を持つ士器がある。これらは士器の大

きさや製作方法の相違によると考えられるが、本遺跡の底部からは良好な資料を得ることができなかっ

たので分類の観点からは除外した。

Ａ類（１～９）

底部より直立気味に立ち上がる断面形態の器形を基本とする（概ね90度～75度)。本類の多くは第

37図249のように胴部に膨らみを持たない深鉢になると思われる。339点出ｔし、全体の60％を占める。

底径３cm以下の小型の土器（８．９）から、底径20cm近くの大型の土器（１．２）まで存在するが、

底径６～11cmの間に約60％の十器が集中している。これは、本遺跡で出北した復元個体の比率と類似

している。

Ｂ類（10～15）

底部よりやや開き気味にiZち上がる断面形態の器形を本類とする（概ね75度～60度)。胴部にやや

膨らみを持つ深鉢が多いと思われる。182点出土し、３２％を占める。大きさの構成はＡ類に類似して

いるが、Ａ類より底径の大きい士器の占める割合が多いのが特徴である。Ａ類とＢ類を合わせると９

割を越える。

Ｃ類（15～20）

底部から大きく外反する断面形態の器形を本類とする（概ね60度～40度)。底部からは器種を特定

するのは困難であるが、胴下半で大きい膨らみをもつ鉢か、もしくは浅鉢になる可能性が高い。３７点

出ｔし６％を占める。底部内面の屈曲が少なく、なだらかに底部に至る土器が多い。胴部は無文であ

るものが多い。

Ｄ類（21～24）

底部から39度以下に大きく外反する断面形態を持つｔ器を基本とする。浅鉢もしくはⅢ型土器にな

ると思われる。１３点出十している。２０．２２は上げ底気味に成形してある。胎十は精撒で底部も磨かれ

ている土器が多い。胴部は無文である。

Ｅ類（25～34）

台付土器の脚部を本類とする。１２点出土している。胴部で台付き土器であることが明確な個体は第

24図６の１点であるが、これに接合する脚部は不明である。本類にも、やや直立気味に立ち上がる器

形（26～28）と内傾して立ち上がる器形（29～32）がある。３１．３２は脚部に円孔を持つ。３１は円孔を

回るように棒状工具による押し引きの沈線が施文してある。３３．３４は脚部と胴部をつなぐ部分である。
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第７表底部器形分類（器形及び底部径判明個体501点／585点）括れ部に貼り付け降帯を巡らし、降帯

上を指頭による押圧によりリボン状突

帯となる。３３はさらに四部に横位の沈

線を施す。

第７表は分類毎の底径別の個数を表

したものである。

底部圧痕

本遺跡出十の底部を圧痕別に分類したのが第８表である。総数505点の内、網代圧痕が396点と圧倒

的多数を占める。このことは荒城神社遺跡と同様の傾向を示す。以下、圧痕別にその特徴を述べる。

第８表底部圧痕分類（底部圧痕判明個体505点／585点）

Ａ類（１～24）

網代圧痕のある底部を本類とした。

編み方の種類は大きく分類して６種

類確認できた。以下編み方の違いによ

り細分し個々の特徴を述べる。その際、

経緯は密に編まれている方を縦（経条)、

粗に編まれている方を横（緯条）とし、

経条に対する緯条の編み方を「越え、

潜り、送り」で分類した2〕。また、第

９表は網代圧痕別の表であるが、材料

の形、幅の分類は以下のようである。

形Ｉ＝圧痕が角張った長方形と

第９表網代圧痕分類（編み方判明個体204点／396点）

形Ｉ＝圧痕が角張った長方形となり、やや偏平で硬質な感じを呈するもの

Ⅱ＝圧痕が丸みをおびた楕円形や隅丸方形となり、やや軟質な感じを呈するもの

ＩⅡ＝経緯に双方の材料が用いられるもの

Ⅲ畠Ｉ＝細い材料で幅３mm以下のもの

Ⅱ＝幅広の材料で幅３mmより広いもの

’Ⅱ＝経緯が異なり、広い材料と細い材料で編まれているもの

Ａａ類（１～10）

本類は1本越え1本潜り1本送りを基本とする。本遺跡の網代圧痕の中で3,％で圧倒的多数を占め

る。１．２は圧痕が長方形で市松文状を呈する。３．４は圧痕が楕円もしくは隅丸方形を呈する。前

者は比較的硬質な材料を用いていると思われるのに対して、後者は比較的軟質な材料を用いているた

め経条間がきっちりと詰まっているものと思われる。緯条には２のように硬質で偏平な材料を用いて

秤～ ３ ～ ５ ヘシ ７ ～ ９ ～ 1１ ～ 1３ ～ 1５ 〆、ン 1７ 1７ 〆～ 合計

Ａ ３ 1８ 5６ 8７ 6２ 2９ 1９ 1６ ３ 293

Ｂ ６ 3１ 5３ 2４ 2１ 1３ ８ ５ 1６１

Ｃ ２ ７ 11 1０ ３ １ 3４

， １ 1 ９ ２ 1３

合計 ４ 2６ 9５ 160 9８ 5３ 3３ 2４ ８ 501

圧痕 Ａ（網代） Ｂ（スダレ） Ｃ（葉脈） Ｄ（ミガキ･ナデ） 不明

個数 ３９６ １４ １７ ７８ ８０

分類 個数
材料分類形

Ｉ ＩⅡ Ⅱ

材料分類幅

Ｉ ＩⅡ Ⅱ

Ａａ 1２１ 7８ ３ 4０ 8９ ５ 2７

Ａｂ 4９ 4０ １ 1２ 2３ ８ 2０

ＡＣ 2３ 2３ 1１ 1０ ８

Ａｄ ８ １ ６ ６ 1

Ａｅ ２ １ １

Ａｆ ４
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いるものもあるが、全体的には断面蒲鉾形を呈する材料を用いている例が多い。５は緯条が１段ごと

に深く圧痕がついている。網代が平坦でなく、上下に凹凸の大きいものであると思われるが、材料の

違いによるものか、編み方によるものかは不明である。６は底部中央部分と縁辺部分が約90度向きが

異なっている。中央部分がやや窪んでおり、中央を消す形で縁辺部分の圧痕が認められることから、

胴部を成形する段階で士器の置き換えが行われた結果の圧痕と考えられる。７は緯条が剥きだしになっ

ており、経条が切れている。８～９は本類を基にしながら、２種類の編み方の見られる例である。８

は網代の端と思われる部分である。緯条の端を２段の経条に巻き付けて止めていると思われるが、末

端をどう処理しているかは不明である。９．１０は途中にもじりあみを施している。緯条が複数見られ

ることから、緯条を増やすためにもじりあみを施した例として考えられる。

Ａｂ類（11～17）

本類は２本越え２本潜り１本送りを基本とする。Ａｂｌ類は１本単位でＡｂ２類は２本単位で編ん

だものである。なお、２本単位のものは本類にしか認められない。

材料は硬質なもの（１１．１２．１５）と、軟質なものに分けられるがＡａ類のように緯条、若しくは経

条がきっちり詰まるものは認められない。

１１．１２は右に１本送り、１３．１４は左に送る。また15は途中で左右を変えて送ることにより模様を造

りだしている。１５の編み方が認められるのは２片であるが、右送り28点、左送り18点も全体では左右

変えて編んでいる可能性もあるため同類とした。１６．１７は２本１単位で編んである。１６は経緯に比較

的幅の広い材料を用いているのに対し、17は経緯に細くやや丸い材料を用いている。

ＡＣ類（18～20）

本類は緯条に対し経条が２本越え２本潜りで１本送りと２本送りが交互になる編み方を基本とする。

18の如く途中で送る方向を変えて模様網を呈する例が多い。１８は比較的薄い材料を用いており、経緯

共に密接になるが、１９．２０はやや丸い材料を用いており緯条の間隔が広い。２０は特に緯条間ｌ～２ｍｍ

の隙間が認められる。埋甕（第37図249）は本類に属するものであり、胴部まで判明する圧痕例であ

る。荒城神社遺跡では３割近く認められた圧痕例であるが、本遺跡では23点（６％）と少ない。荒城

神社が中期後葉の土器が多く、かつ本遺跡の埋甕（第37図249）は同期に比定できることから、本類

の編み方は中期後葉の特徴的な編み方の可能性もある。

Ａｄ類（21～23）

本類は２本越え１本潜り１本送りを基本とする例で８点確認した。いずれも細片のため全体は不明

だが、２１．２2のように右に送る例と23のように左に送る例がある。材料は23のように硬質なものを用

いている例は1点のみであとはやや軟質な感じを呈する。また2lのように幅広い材料より比較的細い

材料を用いている例が多いのが特徴である。

Ａｅ類（24）

本類は３本越え１本潜り１本送りで２点確認した。経緯ともに密接に編み込まれている。材料はや

や硬質な感じを呈する。

Ａｇ類（25）

本類は一続きの網代に二種類の編み方が認められるのを基本とする。確実なのは１点（25）のみで

ある。送る方向を変えるＡｂ．ｃ類などで送る方向を変える際にも部分的に編み方が変わる例や、経
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緯いずれか材料を足したりする際にも二種類の編み方のように見られる例もあるが、本類からは除外

した。２５は図上、下段はＡｂ類（２本越え２本潜り1本送り）が確認できるが、上段には４本越え２

本潜り１本送りが施されている。上段と下段は一続きで密接に編み込まれている。材料はＩ類で表皮

をむいて使ったような圧痕が残る。

その他、網代圧痕が認められるが編み方が不明であるものが192点ある。不明である理由は以下に

よる。①土器の置き換えにより圧痕が重複している。②圧痕部分を指頭などによりなでており消され

ている。③磨滅が激しい。

ただし、断片的に確認できる部分からみる限り、上記のいずれかの編み方に属するかもしくは上記

の破片と同一個体であるものが多いと思われ、全体の編み方の傾向を変えるものではない。

Ｂ類（25～29）

スダレ状圧痕を本類とする。１５点確認している。

２５．２６は縦糸の間隔が広く横には角張った２mm程度の材料を用いている。２７～29は横糸の間隔が比

較的狭い。横は明確ではないが１ｍｍ以下の細い材料を用いている。特に29は横にも細い糸を用いてい

る可能性が高く、いわゆる「アンギン」圧痕である可能性もある。

経緯の材料の明確な12点の経緯の間隔、材料の太さ（広さ）を第１０表に示す。それぞれ粘士による

モデリングで測定した。また間隔は縦材、横材の各々の中心の間隔を示した。

縦材間隔が１cm前後のものと、５mm前後のものに大別できる。例外もあるが、この場合前者の横材

には２mm前後の比較的幅の広い材料を用い、後者の場合には1mm前後の幅の狭い材料を用いている。

第10表スダレ圧痕観察表（材料判明個体１２点／14点）

９１８１？０

５１２２０

００

１

００３１０|÷
Ｃ類（30～32）

葉脈圧痕を持つものを本類とした。３０．３１は網状脈圧痕で７例ある。３３は平行脈圧痕で９例ある。

いずれも全体が判明する個体はないが、全体的に底部直径の小さい個体に本類が認められる。

Ｄ類

底部にミガキ若しくはナデが見られ、意図的に圧痕を消してあるものを本類とした。７８点確認でき、

その内器形がＣ類またはＤ類に属するものが比較的多い。精製土器には本類に属するものが多く見ら

れる。

1）底部の分類については、荒城神社遺跡での分類を基本とした（(財)県文化財保護センター1994)。

2）経緯は通例に従ったが、編み方から考えると、経緯が逆転することを渡辺誠氏より指摘されている。

横材の間隔

(､､）

横材の広さ

(m､）

縦材の間隔

(m､）

縦材の広さ

(m､）

１ 3.9 1.8 1３．０ 1.5

２ 4.0 2.5 1２．２ 2.0

３ 3.8 １６ 8.7 0.9

４ 5.3 1.2 6.6 1.5

５ 2.8 0.9 6.3 1.0

６ ４０ １７ 5.8 1.5

７ 2.1 0.7 5.5 1.2

８ 2.5 0.7 5１ 1.2

９ 3.8 0.8 ４８ 1.4

1０ 2.8 １３ ４５ 0.8

１１ 3.1 1.1 4.2 0.9

1２ 2.7 1.1 3.2 1.1
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第２節石器

遺構および包含層から出土した石器類の総数は約4,200点である。出十した層の状況を見ると、第

１.Ⅱ層から出ｔしたものがほとんどである。第Ⅳ層から出土したものは、わずか47点であり、その

出士状況はやや不安定なものであるので、各器種ごとに遺構出ｔと遺物包含層出土のものを合わせて

報告する。

石鑛（第76図、図版40）

総数は102点である。石材は、下呂石57点（55.9％)、チャート３１点（30.4％)、黒曜石13点（12.7

％)、その他１点（1.0％）である。石材の組成は、飛騨地方の他の遺跡と比較して、下呂石の比率が

低く、チャートの割合が高い点が注目される。下呂石の産地は益田郡下呂町である。当遺跡は分水嶺

を挟んでいるとはいえ、吉城郡国府町荒城神社遺跡では、下呂石が74.5％、チャートが12.6％であり、

また、当遺跡より北に位置する吉城郡河合村下田遺跡では、下呂石が69.0％となっていることと比較

してみると、チャートの産地が遺跡の近くにあることが予想される。

形態に関しては、基部に着目して次のように分類する')。

Ｉ類（１～12）基部に挾りの入るもので、次のａ～ｅに細分する。

Ｉａ類（１．２）丸みを帯びた深い挾り込みが入るもの。

Ｉｂ類（３～５）「〈」の字状の挾り込みの入るもの。

ＩＣ類（６～８）半円形のわずかな挾り込みが入るもの。

１．類（９．１０）凹状のわずかな快り込みが入るもの。

Ｉｅ類（11.12）逆Ｕ字状の挾り込みが入るいわゆる鍬形鍼。

Ⅱ類（13.14）いわゆる平基鑛であり、基部が直線状をなすもの。

Ⅲ類（15～17）いわゆる有茎鍼であり、基部に茎をもつもの。

「深い挾り込み」と「わずかな挾り込み」の基準があいまいであるが、一応の目安として、快り部

第11表石鍼の石材と形態

Ｉａ類ｂ類ＩＣ類１．類Ｉｅ額類１１類不明合計

（）内は％・石材ごとおよび合計について、形態別に計算したもの。

Ｉａ類 Ｉｂ類 ＩＣ類 １．類 Ｉｅ類 Ⅱ類 Ⅲ類 不明 合計

下呂石
８

(140）

６

(10.5）

2０

(35.1）

８

(140）

０ ６

(10.5）

６

(105）

３

(5.2）

5７

チャ_卜
４

(12.9）

２

(6.5）

８

(25.8）

２

(６５）

８

(25.8）

３

(9.6）

４

(12.9）

０ 3１

黒曜石
１

(7.7）

０ 1０

(76.9）

０ ０ １

(7.7）

１

(7.7）

０ 1３

その他
０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

合計
1３

(12.7）

８

(7.9）

3９

(38.2）

1０

(９８）

８

(7.9）

1０

(9.8）

1１

(10.8）

３

(2.9）

102
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が全長の約４分の１程度を両者の境界の基準にした。Ｉｅ類は、縄文早期のものと考えられている。

Ⅳ層から出土したが攪乱のためか上層からも一部出土している。

形態別では、ＩＣ類が39点（38.2％）と多い。特に黒曜石では、13点中10点がＩＣ類である。Ｉｅ

類は、チャート製の８点のみである。時期的に見て、縄文早期の段階では、下呂石の搬入が少なかっ

た可能性がある。

石錐（第77図18～24、図版40）

総数36点である。石材は、チャート22点、下呂石14点である。形態は、次のように分類する。

Ｉ類（18）剥片の一端に長い尖頭部を作り出し尖頭部と基部（つまみ部）の機能の分化が

明確なもの。

Ⅱａ類（19～21）棒状を呈し、基部と尖頭部の区分が不明瞭なもので、両端に尖頭部をもつもの。

Ⅱｂ類（２２．２３）基部と尖頭部の区分が不明瞭なもので、尖頭部が一端にあるもの。

Ⅲ類（24）剥片の一部に尖頭部を作り出したもの。

Ｉ類は３点あり、すべてチャート製である。下呂石は、Ⅱｂ類が７点と多く、チャートは、Ⅱａ類

が６点と多くなっている。

石匙（第77図25～27、図版40）

総数５点である。いわゆる横型が４点（25.26)、縦型が１点（27）である。石材は、下呂石３点、

チャート２点である。

ピエス・エスキーユ（第77図28～31、図版41）

総数１６点である。石材は、下呂石７点、チャート５点、玉髄３点、硬質頁石１点である。－部石核

の可能性のあるものもある。

へラ形石器（第77図３２．３３、図版41）

やや分厚で寸ずまりの縦長剥片の両端を折り取り、その面をそのまま利用した狭小な側面をもち、

長軸方向一端に刃部をもつ石器をへう形石器とした。総数は３点である。石材はすべて下呂石である。

三脚石器（第78図34、図版40）

横型の石匙と形態が似るが、三叉状の形態をとる石器である。用途は不明であるが、縄文前期から

後期にかけてまれに検出され、岩偶の－種という見方もある（鈴木1981)。チャート製のみで２点出

土した。ただしこの可能性が高い破片のみのものを含んでいる。図示したものは、つまみ部があり、

石匙の刃部に相当する部分が細長く湾曲している。－部磨いたような滑らかな部分がある。

削器（第78図35～39、図版40）

剥片の縁辺に連続的な調整によって刃部を作り出している石器を削器とした。総数23点である。石

材は、チャート16点、下呂石４点、黒曜石３点である。
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掻器（第78図40～43、図版40）

急角度に調整された刃部をもつ石器を掻器とした。総数26点である。石材は、チャート19点、下呂

石５点、黒曜石２点である。４０はチャート製のいわゆるラウンド・スクレイパーである。

ＲＦ（第79図44～47、図版41）

剥片に二次加工を施すが、刃部を形成していないものをＲＦとした。総数33点である。石材は、チャー

ト26点、黒曜石４点、下呂石３点である。

ＵＦ（第79図４８．４９、図版41）

素材の鋭い縁辺に残された剥離痕が「刃こぼれ」状を呈するものをＵＦとした。総数57点である。

石材は、チャート30点、下呂石26点、その他１点である。

未製品

未製品は、総数29点である。石材は、チャート20点、下呂石８点、黒曜石１点である。

石核（第79図50～53）

総数76点である。石材は、チャート57点（５１．５２)、下呂石15点（50)、黒曜石４点（53）である。

素材として、原石をそのまま用いるものと、分割礫を用いるものがある。ただし、剥片剥離作業が進

むと両者の識別が困難である。５０は打面転移を行いながら剥片剥離作業を行っている。５１は原石を素

材として利用している。打面をｌか所に設定している。５２は分割礫を素材として剥片剥離を行ったも

のである。５３は円礫を分割したようなサイコロ状の剥片を素材とし、打面転移を行っている。

剥片

剥片類は、総数3,238点である。石材は、チャート2,417点（74.6％)、下呂石710点（21.9％)、黒

曜石80点（2.5％)、玉髄31点（1.0％）である。「石鍼」の項でふれたように、チャートの比率が高い

点が注目される。吉城郡国府町荒城神社遺跡では、下呂石44.9％、玉髄32.0％、チャート20.6％、黒

曜石2.5％となっている。

打製石斧（第８０．８１図、図版41）

総数98点である。石材は、砂岩49点（50.0％)、凝灰岩28点（28.6％)、流紋岩12点

岩４点（4.1％)、ピン岩２点（2.0％)、緑色片岩２点（2.0％)、片岩１点（1.0％）

形態別では、短冊形（Ａ）が74点（75.6％)、擢形（Ｂ）が12点（12.2％)、不明12点

ろ。いわゆる分銅形は確認されなかった。

（12.3％)、頁

となっている。

(12.2％）であ

磨製石斧（第８２．８３図、図版42）

総数54点である。石材は、蛇紋岩44点、砂岩３点、ピン岩２点、流紋岩・頁岩・凝灰岩・花崗斑岩・

礫岩が各１点と、バラエティーに富んでいる。
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形態分類としては、一般的に定角式と乳棒状の２種に分けられる。明確に後者と思われるものは、

今回の調査では出土しなかった。ここでは、次のように分類する。

Ａ類定角式の大型（６cm以上）のもの。

Ｂ類定角式の小型（６cm以下）のもの。

Ｃ類定角式で上記のＡ・Ｂ不明のもの。

Ｄ類定角式か乳棒状か不明のもの。

形態別では、Ａ類26点、Ｂ類２点、Ｃ類23点、Ｄ類３点となる。

石錘（第84図、図版42）

石錘には、切目石錘、有溝石錘、礫石錘の３種類があり、用途の違いも指摘されている。

切目石錘は５点出土している（８２．８２)。長軸方向に切り込みがある、いわゆるＡ種のみである。

石材は、砂岩３点、凝灰岩２点である。

有溝石錘は２点出土している（８４．８５)。８４は長軸方向に溝が一周する、いわゆるＡ種である。石

材は頁岩である。８５は砂岩で、短軸方向に溝があるが一周していない。石錘の－種と判断する。

礫石錘は35点出ｔしている（86～97)。石材は、凝灰岩23点、砂岩11点、花崗岩１点である。９5の

ように長さが１０cm以上、重さ５００９以上の大きいものもある。

磨石（第８５．８６図、図版43）

磨石や凹石等は分類することが困難であるが、便宜的に磨面の有無にかかわらず凹みを有するもの

を凹石とし、それ以外を磨石とする。

総数は152点である。石材は、凝灰岩111点（73.0％)、砂岩34点（22.4％)、流紋岩７点（4.6％）

である。

形態に関しては、平面形および断面形によって次のように分類する。

Ｉ類平面形が円形のもの。

Ⅱ類平面形が楕円形のもの。

Ⅲ類平面形が長方形のもの。

ａ断面形が円形のもの。

ｂ断面形が楕円形のもの。

ｃ断面形が凸レンズ状のもの。

ｄ断面形が四角形のもの。

Ⅳ類上記の分類にあてはまらないもの。

形態別では、Ｉｂ類（98)、Ⅱａ類（99)、Ⅱｂ類（１００～103)、Ⅱｃ類（104)、Ⅱｄ類（105.106)、

Ⅲｂ類（107)、Ⅲｄ類（108)、Ⅳ類（１０９．１１０）がある。Ⅱｂ類は総数で85点と多く、全体の55.9％

ある。Ⅳ類は、１６点中10点が砂岩であり石材に偏りが見られる。
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第12表磨石の石材と形態

ｂ類Ⅱａ類Ⅱｂ類Ⅱｃ類Ⅱｄ類１ｌｂ類ｌｌｌ牢合計

（）内は％・石材ごとおよび合計について、形態別に計算したもの。

凹石（第87図、図版43）

前述のように磨面の有無にかかわらず凹みを有するものを凹石とした。総数は156点である。石材

は、凝灰岩121点（77.6％)、砂岩26点（16.7％)、安山岩８点（5.1％)、流紋岩１点（0.6％）である。

形態分類に関しては、磨石に準ずる。

凹みの数については、いわゆる表面・裏面・その他の面の個数を一覧表に示した。また、凹みの形

状については、敲打痕がかたまって浅い凹みをつくっているもの（１）、すり鉢状にはっきりと凹み

があるもの（Ⅱ)、右上がり状に細長い凹みを有するもの（Ⅲ)、その他のもの（Ⅳ）とした。

形態別では、磨石と同様に、Ⅱｂ類が94点（60.2％）と多く、砂岩の中では、Ⅳ類が比較的高い比

率を占めた。

第13表凹石の石材と形態

ｂ類Ⅱｂ類Ⅱｃ類Ⅱｄ類ｌｌｄ類』合

（）内は％・石材ごとおよび合計について、形態別に計算したもの。

石皿（第88図119～121、図版43）

石mは、１７点出土している。石材別では、砂岩12点、流紋岩３点、凝灰岩２点である。119.120は、

平面楕円形で、縁を残し中央が溝状に凹むもので、121は、平糯状で偏平な転石を利用したものであ

る。前者は中部山地の縄文中期に多いものであり、後者は縄文早期から見られるものである（安達1９

Ｉｂ類 Ⅱａ類 Ⅱｂ類 Ⅱｃ 類 Ⅱｄ類 Ⅲｂ類 Ⅲｄ類 Ⅳ類 合計

凝灰岩
2０

(18.0）

５

(４５）

7２

(649）

３

(2.7）

２

(1.8）

１

(０９）

２

(1.8）

６

(5.4）

1１１

砂岩
２

(５９）

２

(5.9）

1０

(29.4）

６

(17.6）

０ ０ ４

(lL8）

1０

(29.4）

3４

流紋岩
１

(14,3）

１

(143）

３

(42.8）

０ ０ ０ ２

(28.6）

０ ７

合計
2３

(15.1）

８

(5.3）

8５

(55.9）

９

(5.9）

２

(13）

１

(０７）

８

(5.3）

1６

(10.5）

152

Ｉｂ類 Ⅱｂ類 Ⅱｃ類 Ⅱｄ類 Ⅲｄ類 Ⅳ類 合計

凝灰岩
1８

(149）

7９

(62.8）

５

(4.1）

０ ４

(3.3）

1８

(14.9）

1２１

砂岩
０ 1４

(539）

２

(7.7）

１

(3.8）

０ ９

(346）

2６

安山岩
３

(37.5）

４

(50.0）

０ １

(125）

０ ０ ８

流紋岩
０ ０ １ ０ ０ ０ １

合計
2１

(13.5）

9４

(60.2）

８

(5.1）

２

(1.3）

４

(２６）

2７

(17.3）

156
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95)。

砥石（第88図122～124、図版43）

砥石は、13点出土している。石材別では、砂岩11点、流紋岩・凝灰岩が各1点である。124は、細

い溝を１本有する。

粗製削器（第89図125、図版43）

荒割りした石材をそのままあるいは－部再加工して用いた石器である2)。砂岩のものが２点出十し

ている。

玉石（第89図126、図版43）

偏平な平面楕円形の蛇紋岩を磨いている3)。図示した1点のみの出土である。

石棒・石刀・石剣（第89図125～131、図版44）

総数17点出土している。石棒５点（128.129)、石刀４点（130)、石剣２点（131)、不明６点（127）

である。石材は、粘板岩10点、緑色片岩・凝灰岩が２点、頁岩・白雲母片岩・千枚岩が各１点である。

127は、柄頭の部分に陰刻が施されている。128は、いわゆる鍔をもつ大型石棒である。面取りされ

たように断面が四角く整形されている。鍔のＩ側で対になる狭い方の２面に三又文が印刻されている。

小島分類のⅡ型になる（小島1986)。類例では、三又文が鍔部に接するように描かれているが、これ

は離れた部位に描かれている。石材は凝灰岩であるが、吉城郡宮川村のいわゆる塩屋石である4)。

石製装身具（第89図132、図版43）

垂飾が１点出土した。砂岩製で、孔は両面穿孔である。

1）石器の分類は、岐阜県教育委員会(1991）『小の原遺跡・戸入障子暮遺跡」を主に参照した。

２．３）名称は吉朝則冨(1991）「第４章遺物第８節石器」「垣内遺跡発掘調査報告書」による。

4）林直樹氏のご教示による。

第３節士製品

縄文時代の士製品は、土製円盤、土偶および茸形十製品が出土している。

土製円盤（第90図１～９，図版44）

土器片を再加工して円形に研磨した、いわゆる士製円盤が、９点出土している。直径は約３～４ｃｍ

である。文様としては、沈線が施されているもの、無文、縄文、撚糸文のものがある。薄手のものが

あるが、ほとんど中期のものであろう。
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土偶（第90図10～12、図版44）

１０は板状土偶で２片からなる。約35cm離れた地点から出土した。下半身の部分と左腕から左胸の部

分である。体部の中央に１本沈線が縦に走り、短い腕部と脚部には、２本ずつ平行する沈線が施され

ている。胸部には、短沈線が施文され、乳房のまわりに沈線がめぐっている。

１１は、ｔ偶かどうか不明であるが、頭部と想定して図示した。上半分は欠失している。口と思われ

る刺突があり、その両側に沈線が縦位に施される。顎の部分が突き出た状態になっている。十偶の頭

部とすると、その形態から見ていわゆるハート形士偶の可能性も推定されるが、今後の検討を要する。

12は胴部左半と思われる。表側、側面、裏側の三面に、縦に沈線が施されている。表面の沈線の曲

がり具合から見て胴部と推定した。ただし、表側と裏側は反対の可能性もある。

茸形±製品（第90図１３．１４、図版44）

１３．１４は、茸形士製品である。茸の形を模した士製品は、飛騨地方では類例を知らないが、東北地

方の青森県・秋田県・岩手県で出土例がある。１３はピット（Ｐ33）の覆土から出十した。傘部の最大

径が3.8cm、茎部の径が1.5cm、高さ4.0cmで、傘部の天井部がややへっこんでいる。赤色顔料の付着

痕が観察される。

１４は、同様の士製品と思われる破片である。最大径が3.4cmである。

東北地方のものは、よりリアルな作りで、傘部が覆い被さっており、茎部は曲がっているものがあ

る。縄文後期中葉のものである。それに対して岡前遺跡出土のものは、やや小ぶりで、模式的であり、

出土状況から見て縄文中期中葉のものと思われる。

-総「鯵:総て
Ｃ二コ‐Ｃ二二コ
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第４節植物遺体

植物遺体としては、第１号住居趾から炭化種子が、第５号住居趾から炭化材が出土した。株式会社

パレオ・ラボに同定を委託した。以下、その報告である。

岡前遺跡出土の炭化種子および炭化材

吉川純子・藤根久（パレオ・ラボ）

1．はじめに

岡前遺跡は、吉城郡古川町杉崎地内の標高約480ｍ前後に所在する遺跡である。遺跡は、平安時代

と縄文時代中期の住居跡からなるが、縄文時代早期の押型文士器なども出土している。

遺跡の主体をなす縄文時代中期後半の住居跡からは、炭化した種子や材などが付随して検出された

が、ここではこれらの炭化種子と炭化材について検討する。なお、炭化種子は吉川が担当し、炭化材

は藤根が担当した。

第14表出土炭化種子一覧表２．炭化種子

岡前遺跡より出士した炭化種子の同定結果

(第14表）と出十分類群の記載を示す。

出土した炭化種子はオニグルミの内果皮破片

とトチノキの種子破片であった。いずれの種類

も食用として用いられるため、炭化する機会も

多いかと思われる。

オニグルミの内果皮は、繊密で堅く、表面は

不規則な凹凸があり滑らかで時に線状の筋が入

る。破片は曲面で構成される。

トチノキの種子は、種皮の表面は光沢があり、

時に不規則な凹凸がある。内部の子葉はやや繊

密だが、ざらついて見え、ブナ科の子葉と違っ

て縦方向の規則的な構造はなく割れ方が不規則

である。種皮がはがれた子葉の表面は小さな低

い円丘が不規則につまった感じに見える。

遺構取上番号分類群名 産出部位 個数

内果皮破片

種子破片

内果皮破片

内果皮破片

内果皮破片

内果皮破片

内果皮破片

内果皮破片

内果皮破片

種子破片

種子破片

種子破片

種子破片

種子破片

種子破片

種子破片

種子破片

種子破片

種子破片

種子破片

種子破片

オニグルミ

トチノキ

オニグルミ

オニグルミ

オニグルミ

オニグルミ

オニグルミ

オニグルミ

オニグルミ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

＋
＋
＋
＋
＋
＋

＋
＋

＋

ｕ
１
５
３
ｍ
５
４
５
２
１
７
４
３
４
３
１
４
咀
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

１０４４

１２２０

１２２７

１２２８

１２７０

１２７４

１２７５

１２８７

１３８５

１５８５

１５９０

１７１１

１７１３

１９４７

１９４９

1９５０

１９５１

１９５４

１９５６

１９５７

２３２３

(＋は他に微少な破片があることを示す）
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３．炭化材

試料は、縄文時代中期後半の住居跡ＳＢ５覆土から出土した炭化材である。比較的硬質で保存の良

い炭化材について、実体顕微鏡下で横断面について観察した。試料は、片刃カミソリなどを用いて横

断面（木口と同義)、接線断面（板目と同義)、放射断面（柾目と同義）の３断面について作り、直径

１cmの真楡製試料台に固定、金蒸着を施した後、走査電子顕微鏡（曰本電子㈱製ＪＳＭＴ－１００型）で

観察する。

第15表ＳＢ５覆土出土炭化材の樹種

遺構時代樹種備考

ＳＢ５縄文時代中期後半クリ比較的多量

クリCastaneacrenataSiebetZucc・ブナ科（図版50）

年輪のはじめに大型の管孔がｌ～３列並び、そこから徐々に径を減じた小管孔が火炎状に配列する

環孔材である（横断面)。道管のせん孔は単一である（放射断面)。放射組織は、単列同,性であり、時

に２細胞幅で、２～15細胞高である（接線断面)。

以上の形質から、ブナ科クリ属のクリの材と同定される。クリは全国の温帯から暖帯にかけて分布

する樹高20ｍ、幹径１ｍに達する落葉広葉樹である。

ここで検討した試料は、いずれもクリの炭化材である。全国的に、この縄文時代中期頃の住居跡か

らは、建築材あるいは燃料材としてクリの炭化材が検出されることが多い。当然、この時期において

クリ堅果（果実）は重要な食糧源であり、その母植物である樹木を伐採し、建築材や燃料材などに利

用するのはやや不自然に思われる。このことに対し、千野(1983)は、クリが重要な食糧源のほか木材

源あるいは燃料源としての役割を指摘し、積極的なクリの保護、管理があったとしている。一方では、

周辺にクリが優占していたとする花粉化石の資料も多い（例えば清永1993)。岡前遺跡においても、

クリが優占していたことが予想されるが、今後機会があれば確認したいところである。

引用文献

千野裕道(1983）「縄文時代のクリと集落周辺植生一南関東地方を中心に－」「東京都埋蔵文化財

センター研究論集」Ⅱ：２５－４２

清永丈太(1993）「花粉分析からみた相模平野西部，歌川低地周辺域における完新世後半の植生変遷史」

｢第四紀研究』３２：３１－４０
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第５節歴史時代の遺物

１土器および陶磁器類

須恵器、灰釉陶器、土師器および中近世の陶磁器類が出土しているｎ．遺構から出土したものは、

第６号住居趾とＳＫ６のものである。Ｊ７．８区でほぼ完形あるいは完形に近い須恵器の鉢・高坏が

出土した。遺構の存在について精杳したが確認できなかった。

包含層から出土のものは、第Ⅱ層の上層（黒褐色ｔ層）からのものである。調査区全域から出土し

ている。

須恵器の坏・碗類に関しては、高台の無いものをＡ、高台のあるものをＢとした。

ノニセプ
２１

熟
３

i廼豚６５

霞』

illlI
露i職ｊＪＩＷ

９
７

i'iiii蕊議ill1IIi'１010ｃｍ
トー、

第91図遺構出土の土器
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第６号住居吐出土の土器（第91図１～８，図版45）

須恵器の碗Ａ（１．２）および須恵器の碗Ｂ（３）がある。４は須恵器のmである。口縁はやや外

反し、高台は直立しており内面は内湾する。糸切り底である。いずれも９世紀後半のものであろう。

６は灰釉陶器の碗Ｂである。底部が厚くなっており、口縁がやや外反している。内面ハケ塗りで角高

台で外反する。９世紀後半黒笹14号期に比定できる。５は同じく内面ハケ塗りの灰釉陶器のmである。

７．８は須恵器の甕の胴部および底部である。

ＳＫ６出土の土器（第91図９，図版45）

９は須恵器の碗Ａである。糸切り底で、やや上げ底になっている。開き気味に立ち上がる器形であ

る。

包含層出土の土器（第92～94図、図版45～48）

須恵器および土師器が出北している。

須恵器の坏類に関しては、古墳時代のものもあるが、概ね８世紀を中心とした時期のものである。

10の坏はたちあがりがやや内傾する。７世紀初めＴＫ４３～ＴＫ２０９にかけてのものであろう。外

面に自然降灰が見られる。

坏Ａ（11～24）は、直線的に立ち上がり、やや開き気味のものが多い。坏Ｂ（25～38）は口径が１２

cm以上で外反気味に直線的に立ち_上がる器形のものと、口径12cm以下で、直立するものや内湾するも

のがある。３９．４０は碗Ａ、４１．４２は碗Ｂである。

須恵器の蓋類（43～48）に関しては、宝珠つまみがつき、かえりを有する４３．４４のようなものもあ

るが、端部を折り返したものがほとんどである。

４９は盤、５０は長頸瓶の胴部であろう。５１は平瓶の一部である。５２の高坏は、口縁部は開き気味で、

裾部は急に開き、端部はやや尖る。５３は短頸壼、５４は鉢、５５は甕である。いずれも８世紀中頃のもの

と思われる。

５６．５７は須恵器の甕の戸部のあたりである。

土師器はⅢ、高坏、甕が出土している。５８～66は手裡ねのmである。口径は6.6～13.2cm、高さは

１．４～3.0cmである。６７は高坏の脚部である。６８～71は、内外面にハケ目を施した甕形土器である。６８

～70は口縁部の屈曲は弱く、外面は縦位に、内面は横位にハケ目が施してある。６８は器高11.6cmの小

型のものである。７１は丸みをおびた胴下半部である。７２は、糸切り底である。

1）須恵器・灰釉陶器・土師器については河合英夫氏に、陶磁器類は田口昭二氏に、それぞれ一部の遺物を実見

して頂き、ご教示を得た。
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第92図包含層出土の土器（１）
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第16表土器観察表
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垂
含
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万 器種 出土区

法量

口径 底径 器高
胎士 焼成 色調 遺存 備考

１
須恵器
碗Ａ

SＢ６ 1３．０ 7０ ４．４ 密 良好 暗灰黄色(２５Ｙ５／2）
口縁部l／４
底部3／４

内外面とも回転ナデ
底部糸切り

２
須恵器
碗Ａ

ＳＢ６ 9.0 6.0 ３．４ 密 良好 灰褐色(7.5ＹＲ４／2）
胴部l／３
底部

内外面とも回転ナデ
底部糸切り

３
須恵器
碗Ｂ

SＢ６ 16.8 8.4 5.9 密 良好 暗灰黄色(2.5Ｙ５／2） 1／３
内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

４
須恵器
皿

ＳＢ６ 1３．０ 7.1 3.3 密 良好 灰褐色(7.5ＹＲ４／2） 完形
内外面とも回転ナデ
底部糸切り

５
灰釉陶器
皿

ＳＢ６ 1３．６ 6.9 3.4 密 良好 灰白色(2.5Ｙ７／l）
口縁部l／２
底部3／４

内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

６
灰釉陶器
碗Ｂ

ＳＢ６ 1６．０ 7.8 ４．３ 密 良好
外)灰黄色(2.5Ｙ６／2）
内)灰白色(5Ｙ７／1）

l／２
内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

７
須恵器
甕

ＳＢ６ 密 良好
外)灰オリーブ色(5Ｙ６／2）
内)灰色(5Ｙ６／l）

胴部片
内外面とも叩き後ナ
デ

８
須恵器
甕

ＳＢ６ 5.6 密 良好 灰色(5Ｙ６／l） 胴下臺半部
内外面とも叩き後ナ
デ

９
須恵器
碗Ａ

SＫ６ 1２．６ 6.4 ４．０ 密 良好 褐色(7.5ＹＲ４／3） 1／２
内外面とも回転ナデ
底部糸切り

1０
須恵器
坏Ａ

１１１ 1０．３ 5.0 4.3 密 良好 黄灰色(2.5Ｙ６／1） 完形
内外面とも回転ナデ
自然降灰

1１
須恵器
坏Ａ

Ｃ１９ 1１．６ 5.6 ４８ 密 良好
外)暗灰黄色(2.5Ｙ４／2）
内)にぶい黄褐色(lOYR5／3）

1／３
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

１２
須恵器
坏Ａ

Ｃ１８ 1３．６ 8.1 3.8 密 良好 灰色(７５Ｙ６／1） l／３
内外面とも回転ナデ
底部へラケズリ

１３
須恵器
坏Ａ

Ｃ１９ 1３．０ 5.8 3.3 密 良好 灰色(lOY5／l）
口縁部l／４
底部ほぼ完形

内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

1４
須恵器
坏Ａ

Ｈｌ４ 1４．８ 7.4 4２ 密 良好 灰色(5Ｙ５／l） l／３
内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

1５
須恵器
坏Ａ

Ｃ１８ 1４２ 9.2 4.0 密 良好 灰色(7.5Ｙ６／l） l／２
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

1６
須恵器
坏Ａ

Ｃ１８ 11.8 6.0 3.4 密 良好 にぶい黄色(2.5Ｙ６／3） 1／５
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

1７
須恵器
坏Ａ

Ｃｌ８ 1３．２ 8.6 4.0 密 良好 灰色(5Ｙ４／l） 1／５
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

1８
須恵器
坏Ａ

Ｃ１８ 1４．２ 8.6 3.3 密 良好
灰色(5Ｙｌ／6）
灰色(5Ｙｌ／5）

口縁部1／８
底部1／４

内外面iとも回転ナデ
底部へラ切り

1９
須恵器
坏Ａ

Ｊ５ 1２．８ 7.8 3.6 密 良好 灰色(Ｎ５／） l／２
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

2０
須恵器
坏Ａ

Ｃｌ８ 1３．５ 9.3 4.1 密 良好 灰オリーブ色(5Ｙ５／2） l／３
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

2１
須恵器
坏Ａ

Ｃ１８ 1４．２ 8.2 4.2 密 不良 灰白色(2.5Ｙ８／2） l／３
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

2２
須恵器
坏Ａ

Ｃ１８ 1３．０ 8.0 3.3 密 良好 灰色(5Ｙ６／l） l／４
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

2３
須恵器
坏Ａ

Ｈｌ４ 1３．８ 9.0 2.7 密 良好
灰色(Ｎ６／）
灰色(Ｎ５／）

l／４
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

2４
須恵器
坏Ａ

Ｈｌ３ 1４．８ 8.2 3.6 密 良好 オリーブ灰色(5ＧＹ５／l）
口縁部1／５
底部l／３

内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

2５
須恵器
坏Ｂ

Ｃｌ９ 9.4 6.3 4.1 密 良好 灰色(7.5Ｙ４／l）
□縁部l／２
底部3／４

内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

2６
須恵器
坏Ｂ

Ｃｌ４ 1２．６ 9.2 3.7 密 良好 黄灰色(2.5Ｙ５／l） l／８
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

2７
須恵器
坏Ｂ

Ｊ５ １５．６ 8.4 4.0 密 良好
暗黄灰色(２５Ｙ５／2）
黄灰色(2.5Ｙ６／l）

1／４
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

2８
須恵器
坏Ｂ

Ｃ１９ 9.6 7.2 3.3 密 良好
黄灰色(2.5Ｙ５／1）
灰黄色(2.5Ｙ６／2）

l／２
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

2９
須恵器
坏Ｂ

Ｈ１４ 12.8 9.0 3.9 密 良好 灰色(7.5Ｙ５／l） l／４
内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

3０
須恵器
坏Ｂ

Ｈｌ３ 1５．８ 9.6 3.8 密 良好 灰色(7.5Ｙ６／l） l／３
内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

3１
須恵器
坏Ｂ

Ｈｌ３ 9.2 6.0 ４．２ 密 良好 灰色(7.5Ｙ６／1） 1／３
内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

3２
須恵器
坏Ｂ

Ｃｌ８ １３．６ 9.2 3.4 密 良好 灰色(5Ｙ６／1） 1／1０
内外面とも回転ナデ
底部回転ナデ

3３
須恵器
坏Ｂ

Ｈｌ３ 1６．２ 1１．８ 4.0 密 良好 灰色(5Ｙ５／l） l／５
内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

3４
須恵器
坏Ｂ

Ｈｌ３ 11.2 8.2 4.3 密 良好
外)灰色(7.5Ｙ５／l）
内)灰色(7.5Ｙ６／1）

l／８
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

3５
須恵器
坏Ｂ

Ｂ１８ 1４．４ 8.6 3６ 密 良好 黄灰色(2.5Ｙ６／2） l／３
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

3６
須恵器
坏Ｂ

Ｂ１９ 1３．５ 9.2 3.5 密 良好
外)暗灰色(Ｎ３／）
内)灰色(lOY5／l）

l／８
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り
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器種 出土区
法量

口径 底径 器高
胎十 焼成 色調 遺存 備考

3７
須恵器
坏Ｂ

１１１ 1４．０ 1１．２ 2.6 密 良好
灰色(Ｎ４／）
灰色(Ｎ５／）

胴部下半
底部1／４

内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

3８
須恵器
坏Ｂ

Ｍ６ 1０．０ 8.0 2.3 密 良好 灰色(7.5Ｙ５／l） 底部l／２
内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

3９
須恵器
碗Ａ

１７ 1２．５ 6.2 3.2 密 良好
灰色(7.5Ｙ４／l）
暗灰黄色(2.5Ｙ５／2）

口縁部1／４
底部l／２

内外面とも回転ナデ
底部糸切り

4０
須恵器
碗Ａ

Ｃｌ８ 1１．０ 5８ 2.9 密 良好 灰色(lOY4／1）
口縁部1／４
底部l／２

内外面とも回転ナデ
底部糸切り

4１
須恵器
碗Ｂ

Ｍ６ 1４．８ 8.0 5.5 密 良好
暗赤褐色(2.5ＹＲ３／4）
にぶい赤褐色(2.5ＹＲ５／3）

口縁部l／６
底部l／３

内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

4２
須恵器
碗Ｂ

Ｌ７ 14.8 8.2 4.7 密 良好
灰褐色(7.5ＹＲ５／2）
にぶい赤褐色(5ＹＢ４／3）

l／２
内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

4３
須恵器
蓋

Ｊ７ 1０．４ 3２ 密 良好
黄灰色(2.5Ｙ６／1）
灰白色(2.5Ｙ７／l）

つまみ欠損
天井部3／4回転へラ
ケズリ

4４
須恵器
蓋

Ｂｌ９ 13.4 2.6 密 良好
灰色(5ＹＲ６／l）
暗灰黄色(2.5Ｙ４／2）

1／２
天井部l／3回転へラ
ケズリ

4５
須恵器
蓋

Ｃｌ８ 1４．４ 3.1 密 良好
灰色(5Ｙ６／l）
灰白色(5Ｙ７／l）

ほぼ完形
天井部2／3回転へラ
ケズリ

4６
須恵器
蓋

Ｃｌ８ 1４．６ 3.1 密 良好
疋色(5Ｙ６／1）
尺色(5Ｙ４／l）

l／２
犬井部3／4回転へラ
ケズリ

4７
須恵器
蓋

Ｃ１８ 1７．８ 3.6 密 良好
灰オリーブ色(5Ｙ６／2）
灰色(5Ｙ６／l）

l／６
天井部l／3回転へラ
ケズリ

4８
須恵器
蓋

Ｃ１８ １５．４ 3.5 密 良好
褐灰色(lOYR6／1）
褐灰色(l0YR5／1）

l／４
天井部2／3回転へラ
ケズリ

4９
須恵器
蓋

Ｂ１８ １３．８ 9.0 2.7 密 良好 暗灰黄色(2.5Ｙ４／2） l／３
内外面とも回転ナデ
底部回転へラケズリ

5０
須恵器
長頸瓶

Ｌ４ 密 良好
青灰色(l0BG5／l）
暗青灰色(lOBG4／l）

胴部1／５ 内外面とも回転ナデ

5１
須恵器
平瓶

Ｈｌ３ 密 良好 灰白色(5Ｙ７／1） 口頚部
外面回転ナデ
内面へラケズリ

5２
須恵器
高坏

Ｊ８ 1６．１ 1０．６ 1１．９ 密 良好 灰黄褐色(lOYR4／2）
坏部完形
脚部3／４

坏部下半分回転へラ
ケズリ

5３
須恵器
鉢

Ｊ７ 1０．４ 6.1 1１．６ 密 良好 灰白色(5Ｙ７／1） 完形
内外面とも回転ナデ
底部へラ切り

5４
須恵器
鉢

Ｃ１８ 1５．０ 8.8 8.5 密 良好 褐灰色(7.5ＹＲ６／l） l／２ 内外面とも回転ナデ

5５
須恵器
甕

Ｄ１７ 1６．８ 密 良好
外)灰白色(7.5Ｙ６／1）
内)灰黄色(2.5Ｙ６／2）

l／３
内外面とも叩き後ナ
デ

5６
須恵器
甕

Ｊ６ 密 良好 灰色(5Ｙ５／l） 胴部片
内外面とも叩き後ナ
デ

5７
須恵器
甕

Ｂ１８ 密 良好 灰色(5Ｙ６／l） 胴部片
内外面ともﾛロき後ナ
デ

5８
土師器
皿

Ｎ４ 6.6 2.6 1.4 密 良好 浅黄榿色(l0YR8／4） l／２ 内外面ともナデ

5９
土師器
皿

Ｍ５ 6.9 3.1 1.4 密 良好 浅黄榿色(10ＹＲ８／4） 完形 内外面ともナデ

6０
土師器
皿

Ｌ７ 6.9 2.3 1.9 密 良好 浅黄榿色(l0YR8／3） ほぼ完形 内外面ともナデ

6１
土師器
皿

Ｍ６ ６８ 3.2 1.6 密 良好 灰黄色(2.5Ｙ７／2） l／３ 内外面ともナデ

6２
土師器
皿

Ｈ１２ 7６ ４０ 2.0 密 良好 にぶい黄榿色(lOYR7／4）
口縁部1／４
底部ほぼ完形

内外面ともナデ

6３
土師器
皿

１９ 8.7 ２９ 2.4 密 良好 にぶい黄榿色(l0YR7／3） 5／６ 内外面ともナデ

6４
土師器
皿

１１０ 1２．０ 3.0 2.9 密 良好 にぶい黄榿色(lOYR7／3） 1／２ 内外面ともナデ

6５
土師器
皿

Ａ１９ 1３．２ ４７ 2.8 密 良好 にぶい黄色(2.5Ｙ６／3）
口縁部3／４
底部完形

内外面ともナデ

6６
土師器
皿

１１０ 1２．４ 7.4 3.0 密 良好 灰黄色(２５Ｙ６／2） l／３ 内外面ともナデ

6７
土師器
高坏

Ｃ１９ ８．５ 9.2 密 良好 浅黄榿色(7.5ＹＲ８／6） 脚部5／６ 内外面ともナデ

6８
土師器

甕
Ｌ５ 1２．０ 4.6 11.6 密 良好 灰白色(10ＹＲ８／2） 1／２

外面縦位のハケ目
内面横位のハケ目

6９
士師器
甕

Ｌ４ 1５．８ 粗
やや

不良
灰黄色(2.5Ｙ６／2）

口縁～
胴上部1／４

外面縦位のハケ目
内面横位のハケ目

7０
土師器
甕

Ｌ４ 1９．０ 粗
やや

不良
にぶい黄榿色(lOYR7／4）

口縁～
胴上部l／６

外面縦位のハケ目
内面横位のハケ目

7１
土師器
甕

Ｌ４ 1.4 粗
やや

不良
褐灰色(lOYR6／l） l／２

外面縦位のハケ目
内面斜位のハケ目

7２
土師器
甕

Ｌ４ 7.6 6.2 1０．９ 密 良好
灰黄色(2.5Ｙ７／2）
浅黄榿色(lOYR8／3）

1／３
内外面とも回転ナデ
底部糸切り
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陶磁器類（第95図、図版48）

中近世の陶磁器類がわずかに出土している。１は古瀬戸の緑釉小皿で、口径１０．２cm、底径5.0cm、

高さ1.8cmである。１５世紀のものである。２は鉄釉丸碗と思われる。５の摺鉢とともに大窯期のもの

であろう。３は鉄釉の天目茶碗である。口縁部はやや括れるがやや開き気味である。口径12.4cm、底

径4.6cm、高さ7.0cmである。４．６の捨鉢は珠洲焼の可能性がある。いずれもⅣ期、14世紀代のもの

であろう（吉岡1989)。卸し目は４が９条、６が12条である。６は口縁端面が水平になっている。７

は加工円盤と考えられる。用途は不明てある。底部に十文字のへラ記号があり、トチン痕が見られる。

16世紀以降のものであろう。

、ＥＥ二ｓ２
FP9報r定電･‘や一一

lIliii琴■ず４

三二二二二コア

熱顛穐
乎鍼奪一:麹割

鱗蕊iillii)Ｉｉｉ(ii電熱

０１０ｃｍ
－－砦－￣

第95図陶磁器類

２その他の遺物

ｔ錘および、鉄鍼、貨幣を最後にあげることにする。

土錘（第96図１～７，図版48）

士錘は７点出土した。いずれも須恵質で灰色を呈する。７のみ－部欠損するが、他は完形品である。

長さは4.4～5.6cm、最大径は2.0～2.4cmである。重さは最小で18.49、最大で31.59である。

鉄鍼（第96図８、図版48）

C18区で出土した。折損しているが、残存部の長さ9.6cm、鑛身部は3.5cmである。長頸鍼の三角形

鑑で、逆刺を有する。鍼身は両丸造りである。長頸鑑のＡ形式一第Ｖ形式になる（杉山1988)。時期

は、ＴＫ２１７～ＴＫ４６のあたりであろう。
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第96図土錘・鉄鍍

貨幣（第97図、図版48）

４点出土したが、磨耗が激しく判読不明のもの

以外の３点の拓影を示したＤｏ

１は「和同開珠」で、Bl8区のⅡ層から出土し

た。残念ながら攪乱の激しい地点であり、遺構等

は検出されなかった。一部を欠損している。銭径

は2.4cm、孔径は0.7cmである。発掘調査による和

同開珠の出土は、飛騨地方では初の例である。発

掘調査ではないが大野郡高根村で出土したとされ

るが定かではない（高根村1984)。岐阜県下では、

大垣市や不破郡垂井町での出土例や、不破郡関ヶ

原町不破関跡第１次発掘調査での出土例がある

(岐阜県教委1978)。

和同開弥には、銅銭と銀銭の２種類があり、ま

た、いわゆる古和同と新和同の区別がある。本資

雰彊、

０５cｍ

た、いわゆる古和向と新和|可の区別がある。本資第97図貨幣

料は銅銭の新和同である。

２は、北宋銭の「元祐通室」で初鋳年は1086年である。銭径2.5cm、孔径0.7cmである。３も同じく

北宋銭の「皇宋通宝」と推定される。初鋳年は1039年である。銭径2.4cm、孔径0.8cmである。２と３

はいずれもＭ３区のⅡ層から出土している。

1）貨幣については、玉田忠雄氏にご教示を得、さらに拓本をとって頂いた。
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第５章まとめ

岡前遺跡の発掘調査の概要は、前章までで述べた通りである。本章では、遺構・縄文土器・石器・

歴史時代の遺物について簡単にまとめ、若干の考察を加えることにする。

第１節遺構

岡前遺跡で検出された遺構は、堅穴住居趾、士坑、ピットなどである。堅穴住居hlは、縄文時代の

もの７軒、平安時代のもの１軒である。

縄文時代の堅穴住居趾で検出状況が良好なものは、ＳＢ１・ＳＢ３・ＳＢ４・ＳＢ５の４軒である。

時期は、いずれも中期中葉から後葉にかけての近接した時期のものと推定される。ＳＢ１は、南側は

不明であるが、隅丸方形のプランを呈する。方形の石囲炉を有し、その位置は南側に偏っている。従っ

て、人口部は北側と推定される。ＳＢ３は、北西部と南東部は不明であるが、隅丸方形のプランを呈

し、方形あるいは五角形の形状を呈する石囲炉を有する。柱穴の位置から見て、入口部は北西側と推

定される。ＳＢ４は隅丸方形のプランで、中央よりやや南東寄りに長方形の石囲炉がある。埋甕をと

もない、人口は北西側と推定される。ＳＢ５も隅丸方形のプランで、やはり、南東寄りに長方形の石

囲炉がある。柱穴の配置、炉の位置等から見て、人口は北西側と推定される。つまり、いずれの住居

趾もプランが類似しており、炉の形態もよく似ている、という点を指摘することができる。また、人

口が北および北西を向いている。このことから、当時の集落は、現在の諏訪神社の境内の緩斜面一帯

に弧を描いて住居が配置していた可能性が高い。従って、調査区外である北側の畑地から北西の神社

境内にかけてまだ住居趾があり、さらに、士塘群などの存在の可能性も予想できる。

第２節縄文土器

岡前遺跡で出ｔした縄文土器は、早期から晩期まで幅広く出土したが、量的に圭体となるのは、中

期後半の土器である。ここでは、岡前遺跡出土の縄文土器のうち、中期後半の士器の変遷について考

えてみたい。

信州地方の該期の士器編年について見ると、曽利式は５段階に区分されており、唐草文系土器の編

年については、４期区分と５期区分の考え方がある（唐木1986)。長野県全体では、大きく４期に区

分されている（長野県1978)。飛騨地方の信州系の土器は、唐草文系の土器を中心に伝わっているよ

うである。第98図の変遷図は、この長野編年を参考に大きな枠組みを設定した。

北陸地方の中期の土器編年は、型式名では、新保・新崎・上山田・古府・串田新といった枠組みが

確立してきている。しかし、まだ意見の一致を見ない部分もある。ここでは、『縄文土器大観」の

｢上山田・天神山様式」を主に参考にした（小島1988)。

当遺跡出土の十器は、北陸的な要素が強い土器、信州的な要素が強い土器、それらが折衷したもの、

あるいは在地性の強い十器が見られる。また、調査面積の割りには出ｔ十器の量が多く、器形の復元
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できる完形・半完形品も多かった。第98図は、深鉢形土器の有文士器を中心に北陸的なもの、信州的

なもの、その他のものを適宜配置し、その変遷を辿ろうとした図である。

岡前遺跡出土縄文土器の変遷（中期後半）

１期は、やや幅があるかもしれない。４．５は包含層出士の士器である。４は口縁が外反し内面に

かえりがあって段を有する。頚部がやや膨らみ、胴部は下方に開いている。口縁部は無文である。５

は頚部でくびれて開きながら立ち上がる器形で、連弧状の隆帯や櫛形文があり、隆帯に沿って押し引

き文が見られる。これらは器形や文様等から見て長野編年の１期に該当する。井戸尻Ⅲ式から曽利Ｉ

式段階のものである。２はＳＢ１床面直上から出土したもので、口縁部の横走する沈線や胴下半部の

縄文など、北陸地方では見られない特徴もあるが、渦を巻く基隆帯とそのまわりの弧状を描く半隆起

線文など北陸的な要素も見られる。ｌは複合□縁で、北陸的な要素が強いがやや古い様相を呈する。

３は、台形状に高まる小さい波状口縁で、隆帯による区画と緩い渦巻き文が見られる。隆帯には刻み

が入る。また、隆帯間は沈線で埋めている。信州的な要素があるが、飛騨独自のものと考える。

Ⅱ期の土器が圧倒的に多数である。時期的には細分できる可能性がある。

１０．１１．１７は、隆帯による渦巻き文と沈線の組み合わせがあったり、剣先文や把手のつき方等、形

態と施文の様子から見て唐草文系土器といえる。長野編年のⅡ期に相当する。それに対して、６は平

面楕円形で波状口縁の台付き土器で、隆帯の渦巻きや櫛状工具による連続刺突文など北陸的要素が強

い士器である。１２は、区画文の施文方法は異なるが富山県花切遣跡第４号住居跡出土の土器とよく似

た形態および文様構成をしている（富山県埋文1988)。この他Ⅱ期の土器には櫛状工具による刺突が

多用される。

器形的には、２のように開いた器形が７に引き継がれ、胴部が膨らんで頚部が括れる14へ変化し、

さらに口縁部が直立すると15のような器形になる。１４．１５は文様帯が胴部止半に偏り、胴部下半はそ

れぞれ撚糸文・縄文となる。また、２から口縁の開き具合が弱くなると９のような緩いカーブを描い

て真っ直ぐ開き、さらに16.18のような直線的に開く器形へと変化すると思われる。

３の口縁部に見られる小渦巻き文は13に見られ、１８にも続くようである。また、１２と18の口縁部の

円文と半隆起線の組み合わせは共通する面がある。１３は屈曲する隆帯に連続刺突文が施されているが、

３の胴部文様と共通する要素がある。13の場合は文様帯が頚部以上に_上がっており、胴部は縦位の沈

線文となる。18の隆帯も３とはやや異なるが屈曲しながら展開する。ただし、３とは異なり隆帯には

櫛状工具の刺突がある。また隆帯間は、沈線ではなくて偏平な半隆起線文で埋められている。

８は大小の波頂部をもつ波状口縁の土器で、櫛状工具の刺突文を施した隆帯が曲線的に描かれてい

るものの特異な構成であり、胴部には横方向に刺突文が展開し、さらに頚部にリボン状突帯がつくと

いう具合に色々な要素が混ざっている。９は櫛状工具による刺突文を多用し、半裁竹管文が曲線を描

いて下方へ蛇行しながら降りて来ながら不規則な展開をする。１６は２本ないし３本単位の沈線が、口

縁部付近では横方向に、胴部では縦方向に描かれているが、９と同様に不規則な配列をしている。１５

の胴上部の文様構成も方向が異なるが共通する面がある。中野山越遺跡12号住居趾出土の土器の中に、

施文方法は異なり櫛状工具による条線文であるが、同様のモチーフの北器がある。該期の飛騨地方の
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ｔ器の一つの特徴といえるかもしれない。

Ⅱ期とⅢ期の問には、時期的に隔たりがある。また、この時期のｔ器は、岡前遺跡では数が少ない。

２０は、口縁部は、やや厚みをもって直線的に開き無文帯となっている。胴部は地文は撚糸文で、棒

状工具による沈線が２本1組になって弧状に連なる。串田新式に比定される。地文の違いや連弧文の

形態が微妙に異なるものの、同様の土器が中野山越遺跡、荒城神社遺跡、門端遺跡（大野郡清見村)、

水口遺跡（祐田郡小坂町）等、飛騨各地で出卜している。

２'は、沈線が斜位に施されているが、基軸になる縦の沈線も見られることから、葉脈状文が崩れた

ものといえる。ＳＢ１覆十出十ではあるがここに位置付けておく。

以上簡単ではあるが、岡前遺跡の縄文中期後半の十器の変遷を見た。施文方法に注目すれば、北陸

系の十器が優勢と言えるが、在地化した要素が強く出ている土器が多い。飛騨地方の該期の資料はま

だまだ増えそうである。今後、飛騨各地の出十例を検討するとともに、飛騨独自の卜器編年が体系化

されることを期待する。

第３節石器

岡前遺跡出土の石器類は、第４章第３節で述べたように、石鍼、石錐、石匙、ピエス・エスキーユ、

三脚石器、削器、掻器、打製石斧、磨製石斧、石錘、磨石、四石、石Ⅲ、砥石、石棒、石刀、石剣等

が出ｔしている。縄文早期のものを－部含んでいるがわずかである。ほとんどが縄文中期中葉から後

葉にかけてのものであろう。飛騨地方でも、中期から後期にかけての集落遺跡が調杳され、それぞれ

の遺跡での石器の組成が明らかになってきた。ここでは、各遺跡の石器組成を比較し、岡前遺跡の石

器のあり方を考えてみたい。

比較した遺跡は、中野山越遺跡（吉城郡古川町)、荒城神社遺跡（吉城郡国府町)、垣内遺跡（高１１１

市)、寺東道跡（高山市）である。

中野山越遺跡は、岡前遺跡とは宮川を挟んで反対側に位置する。中期中葉から後期にかけての集落

で－部晩期も含んでいる。報告書では、石器組成の点について言及されている（中野山越1993)。

荒城神社遺跡は、荒城lllの河岸段斤と宮谷111によって形成された扇状地上に位置する。平成５年度

に当センターが発掘調査を行ったが、調査面積の割に多量の石器類が出士した。中期後半から後期に

かけての遺跡である。

垣内遺跡は、中期から後期にかけての住居111が75軒検出された。現在までのところ飛騨地方では鮫

も多くの住居fIlが検出された遺跡である。

寺東遺跡は中期後半から後期にかけての遺跡で、竪穴住居趾が６軒検出された。遺跡の北東を流れ

る中曽洞谷が大八賀川に合流し、二つのⅡ|に挟まれた舌状台地の基部にあたる地点に位置している。

以上の遺跡は、いずれも中期から後期を中心とした遺跡といえる。垣内遺跡の報告書では、中期９

軒、後期９軒の出十石器の比較を行っている。それによると、「狩猟具」「工具」「農具」「調蝿具」の

量的比率は近似しているが、絶対量が倍増しているという点を指摘している、。
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第99図石器組成の比較

岡前遺跡の石器組成を他の遺跡と比べると、石鍼などや打製石斧の比率が比較的低く、磨石・凹

石類が多い点が目立つ。また、石Ⅲの比率がやや高いことも指摘できる。同様の傾向を示すのが中野

山越遺跡である。中野山越遺跡の報告書では、打製石斧、磨石・凹石類、石皿等により、植物食への

依存度の高さを指摘している。また、中野山越遺跡の場合は石鍛等の比率が非常に低い。

荒城神社遺跡は岡前遺跡とは時期的にややずれているが、石鑛等の石器の多さが目立つ。寺東遺跡

の組成と通ずる面がある。この両者については、時期的には共通』性があると考えられるが、さらに、

遺跡の立地やI性格の比較等の検討を要する。

垣内遺跡の場合は、打製石斧の比率の高さが際立っている。１３号住居hlでは33点の出土を数える。

破損率も高く、消耗度の高さが指摘されている。また、石錘の比率も高いが、「編物の需要の増加を

反映している」と推定されている2)。

１．２）吉朝則富(1991）「第４章遺物第８節石器」「垣内遺跡発掘調査報告書』
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第４節歴史時代の遺物

歴史時代の遺物としては、須恵器、土師器、陶磁器類、十錘、鉄鍼、貨幣が出土した。須恵器は、

８世紀中頃を中心とした時期のものが多い。そして、和同開弥の出土が注目される。不破関第１次発

掘調査でも出士しているが、報告書では美濃地方での出士例が紹介されている（岐阜県教委1978)。

県内の和同開弥の出ｔ状況を概観すると次のようになる。

(1)不破関（不破郡関ヶ原町）

３点出土しているが、１点は「珠」の字の部分のみである。土師器甕内にあったとされ、十塁跡の

東北角（｢鬼門」にあたる）から出十したことから「鎮壇具」として埋納されたと報告書では推定し

ている（岐阜県教委1978)。

(2)不破郡青墓村（現在の大垣市）

『不破郡史」に「旧国分寺阯の南隣の古墳破壊の節、和同開珠五文人骨壷二個竝に多数の歯牙を發

掘せり」とある。

(3)不破郡宮代村（現在の不破郡垂井町）

『不破郡史」に「四ツ辻古墳より發掘せしものにして、此の骨器中に和同開珠五文づ凶有りたり」

とある。

(4)不破郡垂井町大字府中字大石の秋葉山麓を昭和14.15年頃畑地に開墾中、骨壷の中に２枚の銀製

和同開珠が入っているのが発見されている（岐阜県教委1978)。

(5)大野郡高根村

『高根村史」によると同村内ケ谷地内で糸印（室町時代に明から生糸輸入の際にそえた銅印）が出

土し、さらに「又同所から和同開珠も出土している」とされているが定かでない。

美濃出土の(1)～(4)は、いずれも旧不破郡内である。（1)は不破関、（2)は美濃国分寺、（3)は不破郡家、

(4)は美濃国府と、奈良時代の主要施設に伴うものである（岐阜県教委1978)。

古代においては、美濃は「関国」と呼ばれるように、天下の要衝不破関が重要な意味をもち、美濃

国の中心機関がいずれも地理的には西に偏った場所に集中している。和同開珠の出土はそれらの施設

と密接な関係があったことが予想される。

山国飛騨においては、いわゆる政治・経済・文化の中心は、中央の盆地（高山・国府・古川）地域

にあった。岡前遺跡は古川盆地を望む地点に所在している。眼下には７世紀末期より９世紀初頭にか

けて栄えたとされる杉崎廃寺がある。伽藍配置が明らかにされるとともに、石敷きの珍しい寺院跡で

あることがわかった。出土した木簡には、「符飽□」とあり、「荒城郡飽見郷」を推定できる資料で

あった。

岡前遺跡はこの寺の北方背後に位置する。今回の発掘調査では関連する遺構等は検出できなかったが、

遺跡の位置関係から見て、両者には何らかの関連があったことも予想できる。
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第17表石器一覧表（単位はcm、ｇ）

石鍛（１）

lIllEJ
番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

1 Ｂｌ８ Ⅱ 137 1．５ １．３ ０．３ ０．４ ＩＣ チャート

２ Ｂ１９ Ⅱ 4087 (２１） (１５） ０．４ (０８） ＩＣ チャート

３ Ｃｌ６ Ⅱ 7８ １．１ １３ ０．３ ０．４ Ｉａ 下呂石

４ Ｃ１７ Ⅱ 7５ ２．８ 1．８ ０．６ ２．５ Ⅲ チャート

５ Ｃ１７ Ⅱ 167 (２．６） (1.1） (０．４） (１１） Ｉｅ チャート

６ Ｃｌ７ Ⅱ 178 (２．８） (１．５） ０．４ (０９） Ｉｄ 下呂石

７ Ｃｌ７ Ⅱ 4490 ２．６ １．８ ０．３ １．０ Ｉｅ チャート 7６－１１

８ Ｃ１７ Ⅳ 4614 (１．２） (１．２） ０．２ (０．１） ＩＣ 黒曜石

９ Ｃ１８ Ⅱ 3951 ２．５ １．９ ０．３ １．２ Ｉａ 下呂石 7６－１

1０ Ｃ1８ Ⅱ 4165 1．４ １．３ ０．３ ０．５ Ｉｄ チャート

1１ Ｃｌ８ Ⅱ 4411 ２．６ １．８ ０．４ １．４ Ⅱ 下呂石

1２ Ｃ１８ Ⅱ 4479 (２．１） (１４） (０．４） (０７） Ｉａ 下呂石

1３ Ｃｌ８ Ⅱ 4485 １．９ １．３ ０．４ ０．５ Ｉｅ チャート

1４ Ｃｌ８ Ⅱ 4602 (１．６） (１．５） (０．３） (０．７） ＩＣ 曜石

1５ Ｃ１８ Ⅱ 4606 (１．６） (１４） (０．４） (０．５） Ｉｅ チャート

1６ Ｃ1８ Ⅱ 4612 １．５ １．３ ０．２ ０．３ Ｉｅ チャート 7６－１２

1７ Ｃｌ８ Ⅱ 4727 (１４） １．５ ０．３ (０．５） Ｉｅ チャート

1８ Ｈｌ２ Ｉ 119 (２．８） (１．２） (０．３） (０．６） ＩＣ 黒曜石

1９ Ｈ1４ Ⅱ 1342 ２．１ １．４ ０．２ ０．５ ＩＣ 下呂石 7６－７

2０ １６ Ⅱ 4132 (１８） (１２） (０．４） (０．７） ＩＣ 下呂石

2１ １１０ Ｉ 3756 ３．１ １．２ ０．８ ２．９ Ⅲ 下呂石

2２ １１０ Ⅱ 1０４ ２．３ １３ ０．４ １．４ Ⅱ 下呂石

2３ １１０ Ⅱ 3757 1．９ １．１ ０．５ ０．９ Ⅲ 黒曜石 76-17

2４ ＩｌＯ Ⅱ 4139 (２．１） (１．４） ０．３ (０．８） ＩＣ チャート

2５ １１１ Ⅱ 144 １８ １６ ０．３ １．３ Ⅱ 下呂石 7６－１４

2６ １１１ Ⅱ 1882 ２．５ 1．２ ０．４ 0８ Ⅲ 下呂石

2７ １１１ Ⅱ 2030 ２１ １．４ ０．４ １．０ ＩＣ チャート 7６－６

2８ １１１ Ⅱ 4267 (１６） (１６） ０．５ (１１） ＩＣ 曜石

2９ １１２ Ⅱ 3021 (２．４） (１５） ０．３ (０８） ＩＣ 下呂石

3０ Ｊ７ Ⅱ 6８ １．７ (０．７） ０．２ (０．２） Ｉｂ チャート

3１ Ｊ７ Ⅱ 506 １．６ １．２ ０．３ ０．５ Ｉｄ 下呂石 7６－１０

3２ Ｊ９ Ⅱ 4745 ２．８ １．７ ０．３ 1．０ ＩＣ 下呂石 7６－４

3３ ＪｌＯ Ⅱ 1347 １．６ (１０） ０．３ (０．３） Ｉａ 下呂石

3４ Ｋ４ Ⅱ 6８ ２．０ １．４ ０．３ ０．６ ＩＣ 下呂石

3５ Ｋ４ Ⅱ 437 (２１） (１２） ０．５ (１．０） Ⅲ チャート

3６ Ｋ４ Ⅱ 480 (２．１） (１３） ０．４ (０８） ＩＣ 下呂石

3７ Ｋ４ Ⅱ 561 (１．４） (１０） (０２） (０．３） Ｉｄ 下呂石

3８ Ｋ４ Ⅱ 640 １．５ １．２ ０．３ ０．６

７
． 下呂石

3９ Ｋ４ Ⅱ 721 １．９ １．２ ０．４ ０．６ Ｉｂ 下呂石

4０ Ｋ４ Ⅱ 918 (１．９） (１．２） ０．３ (０．７） ＩＣ 下呂石

4１ Ｋ４ Ⅱ 1379 １．９ 1．２ ０．３ ０．４ ＩＣ チャート

4２ Ｋ４ Ⅱ 1398 (２．１） (２．０） ０．５ (２．６） Ⅱ チャート

4３ Ｋ４ Ⅱ 2951 (２．５） (１．５） ０．３ (１．０） ＩＣ 曜石

4４ Ｋ４ Ⅱ 3140 (２．１） (１．２） ０．４ (０．９） ＩＣ 黒曜石

4５ Ｋ５ Ｉ 512 (２１） (１５） ０．４ (０．９） ＩＣ 下呂石

4６ Ｋ５ Ⅱ 333 ３．４ １．３ ０．７ ２．１ Ⅲ 下呂石 76-16

4７ Ｋ５ Ⅱ 393 ２．７ １．５ ０．５ 1．８ Ⅱ 下呂石

4８ Ｋ５ Ⅱ 586 １．６ ０．９ ０３ ０．３ ＩＣ 下呂石
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石鑛（２） 章
惇さ『さ

４ＫⅡ０００

０ＫⅡ００

１ＫⅡ４０

Ｋ６Ⅱ０

ＫⅡｌｌＯＯＯＯ

４ＫⅡ００

ＫⅡ１６０

ＫⅡ００

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

4９ Ｋ５ Ⅱ 593 １．８ １０ ０．２ ０．３ Ｉｄ 下呂石

5０ Ｋ５ Ⅱ 963 ２．５ １．７ ０．３ ０．８ Ｉａ 黒曜石 7６－２

5１ Ｋ５ Ⅱ 4926 (２０） １．６ ０．３ (１．４） Ⅱ チャート

5２ Ｋ６ Ⅱ 775 ２．４ 1．２ ０．４ １．３ Ｉｄ 下呂石

5３ Ｋ６ Ⅱ 1150 ２．１ ０．７ ０．２ ０１ Ｉｂ 下呂石

5４ Ｋ６ Ⅱ 1236 (２．３） (１２） ０．３ (０．７） ＩＣ 下呂石

5５ Ｋ６ Ⅱ 1246 ２．５ １．５ ０．８ ２．６ Ｉａ チャート

5６ Ｋ６ Ⅱ 2399 (２１） (１．４） (０．３） (０．８） ＩＣ 下呂石

5７ Ｋ６ Ⅱ 2519 (２．３） (１．５） ０．４ (１３） ＩＣ チャート

5８ Ｋ６ Ⅱ 2756 ２．０ １．２ ０．４ 0８ ＩＣ チャート

5９ Ｋ６ Ⅱ 3543 ２．８ 1．５ ０．３ ０．９ Ⅱ 下呂石

6０ Ｋ７ Ⅱ 1５ １８ 1．５ (０．３） (０６） Ｉｅ チャート

6１ Ｋ７ Ⅱ 688 ２．７ １．９ ０．４ １６

？
． 下呂石

6２ Ｋ７ Ⅱ 2400 ２．９ 1９ ０．５ ２．１ Ｉｂ チャート 7６－３

6３ Ｌｌ Ⅱ 1 １．１ ０．８ ０．２ ０．１ Ⅱ 黒曜石

6４ Ｌｌ Ⅱ ９ (１７） （１１） ０．３ (０４） ＩＣ 下呂石

6５ Ｌ２ Ⅱ 5３ １．８ １６ ０．４ ０．５ ＩＣ 下呂石

6６ Ｌ２ Ⅱ 6４ １９ １．１ ０．２ ０．４ Ｉｂ 下呂石

6７ Ｌ３ Ⅱ 5４ ２．３ １．５ ０．３ １．０ ＩＣ 黒曜石 7６－８

6８ Ｌ３ Ⅱ 3561 (１．７） (１．６） (０．４） (０．７） Ｉｄ 下呂石

6９ Ｌ３ Ⅱ 4657 1．５ １．５ ０．３ ０．５ Ｉｄ 下呂石

7０ Ｌ４ Ⅱ 552 １７ １２ ０．２ ０．４ ＩＣ チャート

7１ Ｌ４ Ⅱ 800 １．６ 1．２ ０．３ ０．４ Ｉａ 下呂石

7２ Ｌ４ Ⅱ 2994 ２．９ １．４ ０．５ １．９ Ⅲ チャート 7６－１５

7３ Ｌ５ Ⅱ 920 (１５） (１２） ０．３ (０．４） ＩＣ 下呂石

7４ Ｌ５ Ⅱ 973 １．６ １．１ ０．２ ０．４ Ｉｂ 下呂石

7５ Ｌ５ Ⅱ 1００６ ２．０ １．６ ０．４ 1．０ ＩＣ チャート

7６ Ｌ５ Ⅱ 1００７ 1．３ (１０） (０．２） (０．２） Ｉｄ 下呂石

7７ Ｌ５ Ⅱ 1377 (１５） (１０） ０．２ (０４） ＩＣ 下呂石

7８ Ｌ５ Ⅱ 3070 １．７ １１ ０．４ ０．８ Ⅲ チャート

7９ Ｌ６ Ⅱ 785 (１７） (１．３） (０．２） (０．４） Ｉａ 下呂石

8０ Ｌ６ Ⅱ 976 ２．３ (１．４） ０．３ (０．６） Ｉａ チャート

8１ Ｌ６ Ⅱ 2612 ２．０ １．５ ０．６ １．２ Ｉｂ 下呂石

8２ Ｌ６ Ⅱ 2696 ２．０ １５ ０．５ 1．０ Ｉａ 下呂石

8３ Ｌ６ Ⅱ 4934 ２．１ １．８ ０．２ ０．６ Ｉｂ 下呂石 7６－５

8４ Ｍ４ Ⅱ 555 1．８ ０．９ ０．２ ０．４ Ⅳ 下呂石

8５ Ｍ５ Ｉ １０２ ３．７ １３ ０．４ １２ Ⅲ 下呂石

8６ Ｍ５ Ⅱ 361 １．９ １０ ０．３ ０．５ ＩＣ 下呂石

8７ Ｍ６ Ⅱ 7６ ２．８ １．８ ０．３ １．２ Ｉｄ チャート 7６－６

8８ Ｍ６ Ⅱ 996 1．４ １．２ ０．４ ０．７

７
． 下呂石

8９ Ｍ７ Ⅱ 9２ (１８） （１．５） (０．４） (０．７） ＩＣ 曜石

9０ Ｎ４ Ⅱ ５ １４ 1．５ ０．３ ０．６ Ⅱ 下呂石

9１ Ｎ５ Ⅱ 9０ ２．６ １．３ ０．４ １．２ Ⅲ 下呂石

9２ ＳＢ１ Ⅱ 1２１８ (２．８） (１３） (０．４） (１．３） ＩＣ 曜石

9３ ＳＢ１ Ⅱ 1396 (２．２） (１１） ０．３ (０７） Ｉａ チャート

9４ ＳＢｌ Ⅱ 1４１４ (２．６） (１．４） (０．５） (１７） Ｉａ チャート

9５ ＳＢｌ Ⅱ 1４１６ ２．３ １．８ ０．５ ２．２ Ⅱ チャート 7６－１３

9６ ＳＢｌ Ⅱ 1574 (１．６） (１．１） (０．２） (０．３） ＩＣ 下呂石

9７ ＳＢ５ Ⅱ 5019 (２．８） (１５） (０．４） (１１） ＩＣ 流紋岩

9８ ＳＢ５ Ⅱ 5044 (２．２） １．５ ０．４ (１０） ＩＣ 下呂石
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石鍼（３）

jilliWiTF已丁厚需=二
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石匙（１）
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番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

9９ ＳＢ５ Ⅱ 5070 ２．２ １．４ ０．５ １．１ ＩＣ 下呂石

100 ＳＢ５ Ⅱ 5110 ３．２ １５ ０４ １．５ ＩＣ 下呂石

1０１ Ｐ１４ Ⅱ １ １．４ (１．０） ０．２ (０．３） ＩＣ 曜石

102 表採 3５ １．６ １．３ ０．３ ０．５ Ｉａ 下呂石

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１ Ｃ１７ Ⅱ 134 ２．５ 1．２ ０．７ １．７ Ⅱｂ チャート

２ Ｃ１９ Ⅱ 3305 ３．３ １．１ ０．７ １９ Ⅱａ 下呂石

３ Ｈｌ２ Ⅱ 3406 ２．５ １．３ ０．６ １．４ Ⅱｂ 下呂石

４ １９ Ⅱ 1436 ３．５ ２．１ ０．９ ４３ Ⅲ 下呂石 7７－２４

５ Ｊ７ Ⅱ 505 ５．０ １６ １０ ７．１ Ⅱａ 下呂石

６ Ｊ７ Ⅱ 507 ３．７ ２．０ ０．７ ３．８ Ⅱｂ 下呂石 7７－２２

７ Ｊ９ Ⅱ 4351 ２．６ ０．９ ０．５ １．５ Ⅱａ チャート 7７－１９

８ Ｋ４ Ｉ 370 ２．４ １．２ 0６ ２．１ Ⅱａ チャート

９ Ｋ４ Ⅱ 152 (１８） （１９） (０．６） (１．７） Ｉ チャート

1０ Ｋ４ Ⅱ 384 １．５ １．１ ０．５ １．３ Ⅱｂ チャート

1１ Ｋ４ Ⅱ 509 ２．２ ０．９ ０．４ ０．９ Ⅱｂ 下呂石

1２ Ｋ５ Ｉ 622 (１４） (１５） (０．５） (11） Ｉ チャート

1３ Ｋ５ Ｉ 1305 ３．５ ０．９ ０．５ １．９ Ⅱａ 下呂石

1４ Ｋ５ Ⅱ 426 ２．７ ０．８ ０．６ １．４

７
．

チャート

1５ Ｋ５ Ⅱ 520 ２．６ ０．７ ０．５ １．３

？
．

チャート

1６ Ｋ５ Ⅱ 582 ３６ ０．９ ０．４ １．４ Ⅱａ チャート

1７ Ｋ５ Ⅱ 1306 ４．８ ０．８ ０．４ １．８ Ⅱａ 下呂石 7７－２１

1８ Ｋ６ Ⅱ 3359 ２．５ ０．７ ０．３ ０．７ Ⅱａ チャート

1９ Ｌ２ Ｉ 7２ １．９ ０．６ ０４ ０．５ Ⅱａ チャート

2０ Ｌ２ Ⅱ 146 ２．３ 1．４ ０．５ １９ Ⅱｂ チャート

2１ Ｌ４ Ⅱ 3202 (３．２） (２．５） (０．９） (４８） Ｉ チャート 7７－１８

2２ Ｌ５ Ⅱ 1２ (２．５） (０．６） (０．５） (０．８） Ⅱａ チャート

2３ Ｌ６ Ｉ 225 ３．５ ０．８ ０．５ １６ Ⅱｂ 下呂石

2４ Ｍ４ Ｉ 252 ３．２ ０．８ ０．６ ２．２

７
．

チャート

2５ Ｍ４ Ⅱ 8４ ３．１ 1．１ ０．６ ２．１

７
．

チャート

2６ Ｍ４ Ⅱ 163 ２．５ ０．８ ０．３ ０．７ Ⅱｂ 下呂石

2７ Ｍ６ Ⅱ 993 (３．１） 1．５ ０．６ (２．５） Ⅱｂ 下呂石

2８ Ｎ５ Ｉ 2２ ２．１ ０．７ ０．４ ０．５

７
．

チャート

2９ Ｎ６ Ⅱ 7７ １．９ ０９ ０．４ ０．６ Ⅱｂ 下呂石

3０ ＳＢ１ Ⅱ 415 ２．５ ０．８ ０．５ １．０

７
．

チャート

3１ ＳＢ１ Ⅱ 2470 ２．４ １．２ ０．８ ２．２

７
。

チャート

3２ ＳＢ１ Ⅱ 4783 ４．２ 1．１ ０．５ ２．３ Ⅱａ 下呂石 7７－２０

3３ ＳＢ２ Ⅱ 3363 ２．９ ０．８ ０．５ １．４ Ⅱｂ チャート 7７－２３

3４ ＳＢ４ Ⅱ 1７ ２．９ ２．１ ０．７ ３．０ Ⅲ 下呂石

3５ ＳＢ５ Ⅱ 5089 ３．３ １．８ ０．７ ３．０ Ⅲ チャート

3６ Ｐ１５ Ⅱ ２ ３．１ １．６ ０．５ １．９ Ⅱｂ チャート

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１ Ｃ１８ Ⅱ 4416 ４．６ ５．６ ０．８ ２０．５ 横型 下呂石

２ Ｊ７ Ⅱ 424 ３．１ ４．６ ０．４ ５．９ 横型 下呂石 7７－２６

３ ＳＢ１ Ⅱ 1389 ３．０ (３．６） ０．３ (４．１） 横型 チャート

４ ＳＢ５ Ⅱ 5052 ２．９ ４．６ ０．６ ６．２ 横型 チャート 7７－２５
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石匙（２）
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削器（１）

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

５ ＳＢ５ Ⅱ 5065 ３．９ １．４ ０．４ 1．８ 縦型 下呂石 7７－２７

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１ Ｂ１７ Ⅱ 9７ ２．１ ３．４ ０．５ ４．８ 硬質頁岩

２ Ｃ１７ Ⅱ 7６ ２．５ ２．５ １．０ ５．７ チャート

３ １９ Ⅱ 6２ ３．０ ２．３ ０．７ ４．２ 下呂石

４ １１１ Ⅱ 387 ２．８ ３．１ １３ １０．６ 下呂石

５ Ｊ７ Ⅱ 519 ２．１ ２．１ ０．８ ３．３ 下呂石

６ Ｊ８ Ⅱ 252 ３．０ １６ ０．８ ３．５ チャート 7７－２８

７ Ｊ９ Ⅱ 2８ ２．８ ２．０ ０．８ ３７ 玉髄

８ Ｋ４ Ⅱ 256 ２．９ １．３ １．３ ５．４ 玉髄 7７－３０

９ Ｋ４ Ⅱ 492 ３．０ ２．５ １．４ １０．３ 下呂石

1０ Ｋ５ Ⅱ 4２ ３．８ ２．６ １０ １０．５ 下呂石 7７－３１

11 Ｋ６ Ｉ 585 ３．６ ２．３ １．４ １３．９ チャート 7７－２９

1２ Ｋ７ Ⅱ 260 ３．０ ２．４ １．５ １０．８ チャート

1３ Ｌ６ Ⅱ 249 ２３ １．５ １．１ ４．９ 玉髄

1４ Ｍ５ Ⅱ 127 ２．３ ２．３ １．０ ５．７ 下呂石

1５ Ｍ５ Ⅱ 149 １．８ ２．５ ０．９ ３．９ チャート

1６ ＳＢｌ Ⅱ 201 ２．６ 1．５ ０．８ ２．９ 下呂石

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１ Ｊ７ Ⅱ 336 ２．９ ２．６ ０．９ ６．３ 下呂石

２ Ｌ６ Ⅱ 238 ２．５ １．７ ０．９ ２．９ 下呂石 7７－３３

３ Ｍ４ Ⅱ 261 ２．６ １．７ 1．１ ６．３ 下呂石 7７－３２

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１ Ｂｌ８ Ⅱ 8６ ２．６ ３．６ ０．６ ５．２ チャート

２ Ｃ１７ Ⅱ 157 ３．３ ２．２ ０．９ ７．３ チャート

３ Ｃ１８ Ⅱ 137 ２．２ １．４ ０．４ 1７ 曜石

４ Ｃ１９ Ⅱ 8３ ４．５ ５．５ １．６ ２０．８ 下呂石

５ Ｈ1３ Ⅱ 3５ ３．４ ３．５ ０．７ １０．７ チャート 7８－３５

６ Ｈ1３ Ⅱ 154 ２．９ １．６ ０．７ ４．８ チャート

７ Ｈｌ４ Ⅱ 5０ ２．５ ３．０ ０．７ ４．８ チャート

８ １７ Ⅱ 288 ３．２ ４．１ １．１ １６．７ チャート

９ １９ Ｉ 578 ３．５ ６．４ １．０ ２６．４ チャート

1０ １１０ Ⅱ 319 ２．０ ２．４ ０．７ ３．８ チャート

11 １１１ Ⅱ 157 ３．６ ２．４ １．０ ９．１ チャート

1２ １１２ Ⅱ 9６ ２．９ ４．５ １．０ ９．２ 下呂石

1３ Ｊ７ Ⅱ 5２ ２．２ ２．０ ０．４ １７ 曜石 7８－３９

1４ Ｊ７ Ⅱ 224 ３．４ ２．４ １．０ ７．３ チャート 7８－３６

1５ Ｊ７ Ⅱ 426 ２．８ ２．１ ０．５ ３．１ チャート

1６ Ｋ４ Ⅱ 7５ １．９ ２．４ ０．６ ２．７ チャート

1７ Ｋ５ Ⅱ 708 １．８ ２．４ ０．５ ２．７ チャート

1８ Ｋ７ Ⅱ 259 ３．７ ３．９ ０．９ １０．６ チャート 7８－３７

1９ Ｌ２ Ⅱ 125 ２．９ ２．３ ０．７ ４．９ チャート

2０ Ｌ５ Ⅱ 6６ ３．９ ４．０ ０．６ ９．２ 下呂石 7８－３８

2１ Ｌ７ Ⅱ 146 ３．７ ２．６ ０．６ ４．１ 下呂石
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￣

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

2２ Ｍ６ Ｉ 9３ ２．４ ２．８ ０．７ ３．８ 黒曜石

2３ ＳＢ５ Ⅱ 168 ３．６ ３．０ ０．５ ４．６ チャート

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１ Ｂ１７ Ⅱ 3８ ６．３ ４．２ ０．９ ２４．５ チャート 7８－４１

２ Ｂ１８ Ⅱ 6０ ２．８ ２．７ ０．８ ６．４ チャート

３ Ｂ１９ Ⅱ 3１ １．６ ２．６ ０．８ ２．５ 黒曜石 78-43

４ Ｂ１９ Ⅱ 4086 ３．５ ３．５ ０．７ ９．３ チャート 78-40

５ Ｃ１４ Ⅱ 4９ ２．３ ４．５ ０．９ ８．０ チャート

６ Ｃ１７ Ⅱ 9５ ３．０ ４．２ ０．７ ８．５ チャート

７ Ｃ１７ Ⅱ 156 ２．６ ４．７ ０．７ ８．８ チャート

８ Ｃｌ７ Ⅳ 1５ ３．２ ３．１ ０．７ ９．３ チャート

９ Ｃ1８ Ⅱ 445 ５．５ ５．４ 1．１ ３５．４ 下呂石

1０ Ｃ1８ Ⅱ 537 ２．６ ３．３ ０．８ ８．３ チャート

1１ Ｃｌ８ Ⅱ 550 ３．１ ３．２ ０．９ ９．６ チャート

1２ Ｃ１９ Ⅱ 2９ ３．１ ２．８ ０．７ ６．５ チャート

1３ Ｄｌ７ Ⅱ 1５ ４．１ ３．２ １．０ １３．０ チャート

1４ Ｈ1３ Ⅱ 136 ２．０ ３．６ ０．９ ５．８ チャート

1５ １９ Ⅱ 157 ４．０ ３．０ １．０ 1０．０ 下呂石 7８－４２

1６ １１０ Ｉ 5４ ２．２ ２．５ ０．５ ３．３ チャート

1７ １１０ Ⅱ 245 ３１ ２．０ ０．９ ４．２ チャート

1８ １１２ Ⅱ 1１ ４．４ ４．７ １．５ １８．６ チャート

1９ Ｊ６ Ⅱ 8０ ７．３ ４．３ 1．７ ５０．３ チャート

2０ Ｊ７ Ⅱ 638 ５．６ ５．１ １．２ ３３．０ 下呂石

2１ Ｋ４ Ⅱ 345 ２．７ 1．９ ０．９ ４．１ 黒曜石

2２ Ｋ６ Ⅱ 636 ４．０ ６．０ ０．９ １６．０ 下呂石

2３ Ｌ４ Ｉ 434 ２．７ ４．９ １０ １４．１ チャート

2４ Ｌ４ Ⅱ 213 1．９ １．８ ０．５ １．４ チャート

2５ Ｌ５ Ⅱ 8７ ４．９ ４．０ １．１ ２２．３ 下呂石

2６ Ｎ４ Ⅱ 1５ ４．３ ２．４ ０．６ ７．９ チャート

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

1 Ｊ８ Ⅱ 160 (１．９） (１．３） ０．２ (０．９） チャート

２ ＳＢ５ Ⅱ 5017 ２．９ ３．２ ０．４ ２．１ チャート 7８－３４

番号 出士区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１ Ａ1９ Ⅱ 3２ ３．９ ３．０ １．１ １３．９ チャート

２ Ｂ１９ Ⅱ 7５ ２．５ ２．８ ０．８ ５．１ チャート 7９－４５

３ Ｃ1８ Ⅱ 253 ２．５ ２．２ ０．５ ３．６ チャート

４ Ｃ1９ Ⅱ 114 ２．８ 1６ ０．６ ３．８ チャート

５ Ｄ１７ Ｉ 2６ ２．０ ２．７ ０．５ ２．６ チャート

６ Ｈ1３ Ⅱ 156 ３．９ 1．５ ０．３ １．９ チャート

７ Ｈ1３ Ⅱ 189 ３．１ ３．３ １．０ ５．５ チャート

８ １１０ Ⅱ 130 ２．７ ２．８ １．０ ５．１ 黒曜石

９ １１１ Ⅱ 132 ４０ ２．６ ７０ ６．０ 下呂石

1０ １１１ Ⅱ 137 ３．５ 1．８ ０．５ ４．１ チャート

1１ １１１ Ⅱ 292 ３．８ ４．３ １．５ 1３．４ チャート
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番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

1２ Ｊ８ Ⅱ 1８ ２．９ 1．２ １．０ １７ 黒曜石

1３ Ｊ９ Ⅱ 170 ２．０ ３．０ ０．９ ４．５ 下呂石

1４ Ｋ３ Ⅱ 2３ ２．０ ２．２ ０．４ ２．２ チャート

1５ Ｋ４ Ｉ 589 ３．７ ３．１ ０．９ ６．８ チャート 7９－４４

1６ Ｋ４ Ⅱ 154 ２．４ ３．２ ０．６ ４．２ チャート

1７ Ｋ５ Ｉ 309 ２．８ １．７ ０．６ ３．４ チャート

1８ Ｋ５ Ｉ 515 ２．３ １．６ ０．３ 1．５ チャート

1９ Ｋ６ Ⅱ 430 1．５ ２．５ ０．４ ０．８ チャート

2０ Ｋ７ Ⅱ 348 1．９ ３．６ ０．９ ５．２ チャート

2１ Ｋ８ Ⅱ 5８ ２．７ ４．６ １．０ 1１．７ チャート

2２ Ｌ３ Ⅱ 2９ ２．４ ３．０ ０．８ ４．４ チャート

2３ Ｌ４ Ⅱ 135 ３．２ ２．７ ０．８ ８．１ チャート

2４ Ｌ４ Ⅱ 212 １．４ １．７ ０．６ ２．５ チャート

2５ Ｌ５ Ⅱ 147 ９．１ 1．７ ０．６ １．７ 黒曜石 7９－４７

2６ Ｌ５ Ⅱ 207 １．８ １．０ ０．３ ０．４ 黒曜石

2７ Ｌ６ Ｉ 7２ １．７ ２．４ ０．６ ２．３ チャート

2８ Ｌ６ Ⅱ 165 ４．０ ２．１ １．３ ６．６ チャート

2９ Ｍ４ Ⅱ 4７ ３．１ ４．３ ０．９ １２．２ チャート

3０ Ｍ５ Ⅱ 6０ ４．８ ４．５ １０ 1４．５ チャート

3１ Ｍ６ Ｉ 6０ ２．３ １．７ ０．６ ２．１ チャート

3２ Ｍ７ Ｉ 7１ ２．９ ２．５ ０．８ ５．０ チャート

3３ Ｐ５ Ⅱ １ ４．３ ３．３ ０．９ １１．８ 下呂石 7９－４６

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１ Ｂ１７ Ⅱ 2２ ４．５ ２．２ ０．６ ５．２ チャート

２ Ｂ１８ Ⅳ １ ３．６ ２．９ ０．６ ５．４ 下呂石

３ Ｂｌ８ Ⅳ 1６ ３．５ ２０ ０．８ ６．４ チャート

４ Ｃ１７ Ⅱ 9７ ３．０ ４．５ ０．６ ８．６ チャート

５ Ｃｌ７ Ⅱ 142 ４．０ ３１ ０．８ ６．４ チャート

６ Ｃ１７ Ⅱ 182 ２．０ 1．９ ０．７ ２．０ チャート

７ Ｃｌ７ Ⅳ 4５ ４．７ ３．７ ０．９ １５．４ チャート

８ Ｃｌ７ Ⅳ 6７ ４．０ ２．９ １．３ １４．９ チャート

９ Ｄｌ６ Ⅱ ３ ３．０ ３．３ ０．７ ６．５ チャート

1０ １１０ Ｉ 326 1．７ ３．２ ０．５ ２．２ 下呂石

1１ １１０ Ⅱ 129 ３．８ ６．５ １．５ ２５．７ チャート

1２ ＩｌＯ Ⅱ １６７ ５．８ ５．７ １．２ ２９．９ 下呂石

1３ １１１ Ⅱ 203 ４．０ ２．３ ０．６ ５．７ チャート

1４ １１２ Ⅱ 139 ３．２ ２．５ ０．７ ５．０ チャート

1５ Ｊ６ Ｉ 5７ ２．２ ３．３ ０．６ ３．４ チャート

1６ Ｊ７ Ⅱ 9４ ３．７ ２．２ 1．０ １０．１ チャート

1７ Ｊ７ Ⅱ 337 ３．５ ４．０ ０．７ １２．９ チャート

1８ Ｊ７ Ⅱ 425 ３５ ２．４ ０．６ ６．０ チャート

1９ Ｊ８ Ⅱ 1４ ３．８ ２．９ ０．７ ６．３ 下呂石

2０ Ｊ８ Ⅱ 248 １．９ ２．８ ０７ ２．５ 下呂石

2１ Ｊ８ Ⅱ 491 ２．３ ２．２ ０．７ １．９ 下呂石

2２ Ｊ８ Ⅱ 509 ２．４ ２．１ ０．７ ２．５ 下呂石

2３ Ｋ４ Ｉ 595 ２．２ ３．３ ０．８ ４．２ チャート

2４ Ｋ４ Ⅱ 156 ２．３ ２．５ ０．８ ３．７ 下呂石

2５ Ｋ４ Ⅱ 329 ２．０ ０．９ ０．４ ０．６ チャート
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番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

2６ Ｋ５ Ⅱ 178 ３．８ ２．５ ０．８ ４．３ チャート

2７ Ｋ５ Ⅱ 208 ４．０ ３．４ １．２ ９．６ 下呂石

2８ Ｋ６ Ⅱ 637 ３．８ １．７ １．５ ８．４ 下呂石

2９ Ｋ７ Ⅱ 343 １．９ １．９ ０．５ １．７ 下呂石

3０ Ｌ２ Ｉ 157 ３１ ２．１ ０．９ ４．０ チャート

3１ Ｌ２ Ⅱ 121 ２．５ １．７ ０．３ １．３ 下呂石

3２ Ｌ３ Ⅱ 6２ ２．１ ３．０ 1．２ ８．６ チャート

3３ Ｌ３ Ⅱ 166 ３．２ ２．３ ０．６ ４．１ チャート

3４ Ｌ４ Ⅱ 108 ３．８ ２．３ ０．８ ６．５ チャート

3５ Ｌ４ Ⅱ 1１１ ２．３ １．４ ０．５ １．９ チャート

3６ Ｌ４ Ⅱ 225 ３．０ ２．５ １．１ ７．７ 下呂石

3７ Ｌ５ Ⅱ 140 ３．３ ２．６ ０．８ ６．３ 下呂石 7９－４９

3８ Ｌ６ Ⅱ 104 ２．９ １．６ ０．７ ２．４ 下呂石

3９ Ｌ６ Ⅱ 119 ２．２ ３．２ ０．８ ４．６ 下呂石

4０ Ｌ７ Ⅱ 7１ ２．６ ２．５ １．４ １０．１ 下呂石

4１ Ｌ７ Ⅱ 135 ３．９ ３．６ １．１ １５．３ チャート 7９－４８

4２ Ｍ３ Ｉ 6４ ３．７ ２．４ １．１ ９．５ チャート

4３ Ｍ３ 'Ⅱ ７ ２．８ ４．９ ０．７ ７．５ チャート

4４ Ｍ４ Ⅱ 214 ２．３ ２．９ ０．８ ５．４ 下呂石

4５ Ｍ４ Ⅱ 215 ２．９ １．８ ０．５ ２．８ 下呂石

4６ Ｍ５ Ⅱ 179 ２．８ ２．３ ０．８ ４．３ チャート

4７ Ｍ６ Ｉ 167 １．８ ２．０ ０．４ １．３ 下呂石

4８ Ｍ６ Ｉ 168 ２．３ １．６ ０．６ 1．８ 下呂石

4９ Ｍ６ Ⅱ 3５ ３．７ ２．７ ０．９ ９．８ チャート

5０ Ｍ７ Ⅱ 9４ ２．８ １．７ １．０ ４．０ 下呂石

5１ Ｎ６ Ｉ 6９ ２．７ １．８ ０．７ ２．９ 下呂石

5２ Ｎ６ Ⅱ ６ ２．９ ３．７ ０．９ ９．８ チャート

5３ ＳＢ１ Ⅱ 6２ ３．７ ５．０ ０．９ １４．９ 流紋岩

5４ ＳＢ１ Ⅱ 6７ ３．３ ２．１ ０．６ ３．９ チャート

5５ ＳＢ５ Ⅱ 140 １．８ １．４ ０．４ ０．６ 下呂石

5６ Ｐ１３５ Ⅱ １ ２．５ ５．９ ０．９ 1３．３ 下呂石

5７ 表採 3７ ４．３ ２．２ ０．８ ５．５ 下呂石

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１ Ｂ１９ Ⅱ 2707 １０．９ ５．８ ２．２ ２２４．７ Ａ 片岩

２ Ｃｌ８ Ⅱ 199 (６．１） (４９） (２．９） (９０２） Ａ 砂岩

３ Ｃ１８ Ⅱ 4601 (８１） (６１） (２．３） (１４９．７） Ａ 凝灰岩

４ Ｃ１９ Ⅱ 3８ (４．６） (８．１） (２．０） (８３．０） Ａ 凝灰岩

５ Ｈ１２ Ⅱ 1652 (１０．２） (４８） (２．６） (１６９．１） Ａ 流紋岩

６ Ｈ１２ Ⅱ 1773 (６．３） (６」） (２．７） (１２９．３）

７
． 頁岩

７ Ｈ1３ Ⅱ 2９ ９．６ ４．７ １．１ ５３．４ Ｂ 凝灰岩 8０－５４

８ Ｈ1３ Ⅱ 1332 (７．２） (４９） (１．７） (６８．５） Ａ 砂岩

９ １９ Ⅱ 4５ (６．７） (７．０） (１６） (１００．２）

７
． 凝灰岩

1０ １９ Ⅱ 299 (７．９） (５．５） (２６） (１５７．４） Ａ 凝灰岩

1１ １９ Ｉ 573 (１２．０） ４．４ 1．２ (８９．３） Ａ 砂岩

1２ １９ Ⅱ 605 １０．１ ４．７ 1．６ ９６．３ Ａ 凝灰岩

1３ １９ Ⅱ 4263 1０．６ ６．８ ２．０ １４２．５ Ｂ 砂岩

1４ １９ Ⅱ 4516 (７．３） (４．４） (２．０） (７７．７） Ａ 砂岩

1５ １１０ Ⅱ 164 １０．２ ５．６ １．７ １１６．３ Ａ 凝灰岩
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番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

1６ １１０ Ⅱ 166 ８．２ ４．６ １．４ ６７．８ Ａ 砂岩 8１－６５

1７ １１０ Ⅱ 258 (１０５） (７．２） (３８） (３６５．３） Ａ 緑色片岩

1８ １１０ Ⅱ 277 (６．９） (６．１） (１２） (９８．９） Ａ 砂岩

1９ ＩｌＯ Ⅱ 300 (１０．６） (６１） (３．０） (２３７．０） Ａ 流紋岩

2０ １１０ Ⅱ 584 (６．９） (５．３） (１．２） (６０．４） Ａ 砂岩

2１ １１０ Ⅱ 1621 １２．１ ７．０ １．４ １７８．３ Ｂ 砂岩 8０－５８

2２ １１０ Ⅱ 4563 （１１．４） (５．３） (２４） (１７７．９） Ａ ピン岩

2３ １１１ Ⅱ 4４ (７．２） (５．３） (１５） (６３．７） Ａ 凝灰岩

2４ １１１ Ⅱ 309 (６．２） (５．１） (１６） (６９．９）

７
． 凝灰岩

2５ １１１ Ⅱ 332 (６．３） (５．５） (１８） (７６．４） Ａ 流紋岩

2６ １１１ Ⅱ 489 １０．０ ４．２ １５ ７６．６ Ａ 砂岩 8０－５５

2７ １１１ Ⅱ 2237 (１１１） (５．６） (２．７） (２１１０） Ａ 凝灰岩

2８ １１２ Ⅱ 3026 （１０．８） (４．３） ２．４ (１５６．４） Ａ 砂岩

2９ Ｊ５ Ⅱ 3681 (１２．８） ７．８ ２．７ (３１９．２） Ａ ピン岩

3０ Ｊ５ Ⅱ 3686 (１２．５） ９．０ ２．２ (３３４．５） Ｂ 凝灰岩

3１ Ｊ５ Ⅱ 3748 1０．２ ６８ １８ １０３．９ Ｂ 砂岩

3２ Ｊ５ Ⅱ 4901 (１１６） ５．３ １．８ (１０９．４） Ｂ 砂岩

3３ Ｊ６ Ⅱ 3615 (１１９） (７．９） (３．０） (３０９．０） Ａ 凝灰岩

3４ Ｊ６ Ⅱ 3755 １３．１ ５．３ ２．１ １８２．７ Ａ 砂岩 8１－６３

3５ Ｊ６ Ⅱ 4008 (９１） (６．２） (１３） (１２０．５） Ａ 流紋岩

3６ Ｊ７ Ｉ 182 １１．４ ４．８ ０．６ ５４．６ Ａ 砂岩

3７ Ｊ７ Ⅱ 9１ (８１） (４．６） (１．８） (７９．２） Ａ 砂岩

3８ Ｊ７ Ⅱ 1１５ １３．４ ５．５ ２．１ ２５８．８ Ａ 流紋岩

3９ Ｊ７ Ⅱ 334 (４２） (６．２） (１．０） (３０．５）

７
． 頁岩

4０ Ｊ７ Ⅱ 475 (９．９） (７．３） (３．４） (３２８．７） Ａ 砂岩

4１ Ｊ７ Ⅱ 477 (１０１） (７．７） (２．７） (２８３．２） Ａ 流紋岩

4２ Ｊ７ Ⅱ 3915 (１０．２） (４６） (１３） (８３．３） Ａ 砂岩

4３ Ｊ７ Ⅱ 4020 (８．６） (５．８） (２．３） (９７．７） Ａ 凝灰岩

4４ Ｊ７ Ⅱ 4232 １４．８ ５．２ ２．５ ２４１．６ Ａ 砂岩

4５ Ｊ７ Ⅱ 4233 (１４．２） ６．５ (３．５） (３６２．４） Ａ 流紋岩

4６ Ｊ８ Ⅱ 7５ ８．３ ５．５ ２．０ 1０７．２ Ａ 砂岩

4７ Ｊ８ Ⅱ 9２ (８．７） (９．２） (２．３） (２７６．９）

７
． 凝灰岩

4８ Ｊ８ Ⅱ 108 (１１．９） ５．３ 1．６ (１２９．７） Ａ 砂岩

4９ Ｊ８ Ⅱ 162 ９．８ ４．７ 1．９ ９９．７ Ａ 砂岩 8０－６２

5０ Ｊ８ Ⅱ 163 (１０．２） ６．３ １．６ (１０２．５） Ｂ 砂岩

5１ Ｊ８ Ⅱ 233 (９．１） (５．９） １．５ (１０９．２） Ａ 砂岩

5２ Ｊ８ Ⅱ 461 (１０．９） (４．４） (１９） (７４．６） Ａ 砂岩

5３ Ｊ８ Ⅱ 507 ８．８ ５．３ １．４ ９０．１ Ａ 砂岩

5４ Ｊ８ Ⅱ 4555 (１１．２） ５．６ １．９ (１２０．６） Ｂ 凝灰岩

5５ Ｊ８ Ⅱ 4570 (１１．３） (５．７） (２．８） (１９８．２） Ａ 流紋岩

5６ Ｊ９ Ⅱ 4746 (７．６） (５．０） (２４） (１１９．７） Ａ 凝灰岩

5７ Ｊ１０ Ⅱ 1628 (８．５） (６１） (２．５） (１５２２） Ａ 流紋岩

5８ Ｊ１０ Ⅱ 2251 １２．６ ５．８ １．７ １９１８ Ａ 凝灰岩

5９ Ｋ４ Ｉ 369 (６．２） (５１） (２．８） (１１７．５） Ａ 凝灰岩

6０ Ｋ４ Ⅱ 344 １１．０ ４．８ １．３ (７９．６） Ａ 砂岩

6１ Ｋ４ Ⅱ 553 (９．１） ４．８ １．１ (５９．９） Ａ 砂岩

6２ Ｋ５ Ⅱ 224 (９．４） (５１） (１２） (８７．２） Ａ 凝灰岩

6３ Ｋ５ Ⅱ 235 １０．２ ４．０ ２．２ 1１５．８ Ａ 流紋岩

6４ Ｋ５ Ⅱ 237 (５．９） (３．７） (１４） (４３．０）

７
．

頁岩

6５ Ｋ５ Ⅱ 3102 (８．９） (５．３） (２．１） (１３７．６） Ａ 流紋岩
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打製石斧（３）

'''二
磨製石斧（１）

巨蜀Ⅳ昭団匪７■mlF悪ヨ

■■Ｔ■回Ⅲ－－－■r、…￣＝■l■■■■
、、田町囮、■、－－Ｆ正■■詞…、霊■■碑刷百
ｍｍ田■･■皿一一一Ｆ何■司回ｍＦ－■■■■■
■■囮田町■■■■Ｐ…￣■、■面、、平一■■■■■
Ⅲ、、■･■、■■、、－－Ｆ■■■羽田■田顯漂■■厨呵■■■■
■、旧■･■■ｍ■Ⅲ－－口正、回、平一■■■■■■■
■、田■･■Ⅲ￣Ⅳ庇、￣■■、国、Ｆ＝■■■■■■■
■■Ⅲ回一円■研■、－－尿刷Ⅱ回Ⅳ■田腰■■■■■■■■
■Ⅳ■■･■￣■阿翻一一Ｆ悪■■司呵ｍＦ－■■■■■
団■可■■･■■両■￣￣■庇団ﾛ掘田Ｆ、亜＝■■■■■
■■■■■･■四m■、Ⅶ－－『￣Ｔｍ翠■■岡■■■■
■、■可■■･■￣両■ｍ別■ｍｍ－Ｆｍ■画面田顯平一研■■■■
囚■ｍ■･■￣河■－－－印厨一国Ｔｍ寵■■阿訂■■■■

回■屍■■、－－Ｆ尽函印西、解＝■■■■■

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

6６ Ｋ６ Ⅱ 856 (８．０） ３．９ ２．０ (８２．６） Ａ 砂岩 81-64

6７ Ｋ６ Ⅱ 3362 (１０．１） (６．５） (１８） (１７５．７）

７
． 凝灰岩

6８ Ｋ７ Ⅱ 233 (５．７） (４．５） (１９） (６２．０） Ａ 砂岩

6９ Ｋ７ Ⅱ 1079 1６７ ６．２ ３．２ ４２２．８ Ａ 砂岩

7０ Ｋ７ Ⅱ 1122 1２．０ ５．０ １．４ １１０．７ Ａ 砂岩 80-57

7１ Ｋ７ Ⅱ 2779 (７．７） (４１） (２．０） (７４７） Ａ 砂岩

7２ Ｋ８ Ⅱ 5７ (８．８） (６．２） １．７ (９９．０） Ａ 砂岩

7３ Ｋ８ Ⅱ 8２ 1６．０ ８．２ ３．４ ４２１４ Ｂ 砂岩 81-68

7４ Ｋ８ Ⅱ 8３ 1０．８ ４．３ (１．７） (１０７．４） Ａ 砂岩

7５ Ｋ８ Ⅱ 8４ (１１．７） (５．７） ９．２ (１７９．９） Ａ 凝灰岩

7６ Ｌ３ Ｉ 124 (５．１） (３．８） (１．３） (３７．２） Ａ 砂岩

7７ Ｌ３ Ⅱ 3172 1１．５ ５．７ １．９ (１３４．０） Ａ 砂岩 8０－６１

7８ Ｌ３ Ⅱ 3174 １５．０ ６．８ ２．９ ３２４．５ Ａ 流紋岩 81-67

7９ Ｌ４ Ⅱ 327 (４．７） (４．１） (１８） (５１１） Ａ 凝灰岩

8０ Ｌ５ Ⅱ 8６ １１．８ ７．３ ３．０ (３０９．７） Ｂ 砂岩

8１ Ｌ５ Ⅱ 2877 (９．７） (４．２） ２．０ (１２３８） Ａ 砂岩 80-56

8２ Ｌ７ Ⅱ 980 １２．９ ５．３ １．８ １６８．９ Ａ 凝灰岩

8３ Ｌ７ Ⅱ 1965 (９．５） (５．４） １．８ (１１１４） Ａ 砂岩

8４ Ｍ３ Ⅱ 3184 (７．２） (５１） (１６） (７５．７）

７
． 砂岩

8５ Ｍ７ Ｉ 120 (３．３） (３．２） （１３） (８．９）

７
． 頁岩

8６ ＳＢ１ Ⅱ 3６ (９．０） (７．７） (２４） (２０５．６）

７
． 凝灰岩

8７ ＳＢｌ Ⅱ 139 １０．９ ４．６ １．９ １２６．５ Ａ 凝灰岩

8８ ＳＢ１ Ⅱ 373 (９．１） (５．３） (１５） (１２７．０） Ａ 砂岩

8９ ＳＢ１ Ⅱ 1018 １０．１ ６．２ ２．２ １３５．６ Ｂ 凝灰岩

9０ ＳＢｌ Ⅱ 1578 １１８ ６．５ 1．７ １３３．１ Ｂ 凝灰岩 80-60

9１ ＳＢ１ Ⅱ 4781 1６．４ ７．０ ２．７ ２９８．４ Ａ 砂岩 81-66

9２ ＳＢ４ Ⅱ 4814 (１０．９） ６．２ ２．２ (２０８．８） Ａ 砂岩

9３ ＳＫ２ Ⅱ 2９ １０．４ ６．０ ２．０ １６８．５ Ａ 砂岩

9４ ＳＫ３ Ⅱ １ (７．１） (７．０） (２．０） (１５０．０）

７
． 砂岩

9５ ＳＫ５ Ⅱ ２ (６．３） (６．７） (２．２） (１２４５）

７
。 凝灰岩

9６ ＳＫ５ Ⅱ 5099 (１０．９） ４．５ (１７） (１１５７） Ａ 砂岩 80-59

9７ Ｐ４６ Ⅱ １ (９．０） (４４） (１．５） (７１８） Ａ 緑色片岩

9８ 表採 3６ (７．９） (５．６） (２．５） (１４１０） Ａ 砂岩

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

1 Ｂｌ６ Ⅱ 7４ (９．２） (６７） (１．３） (９１．２） Ｉｂ ピン岩

２ Ｂ１９ Ⅱ 3797 (１０．４） (５．８） ２．４ (２４４５） Ｉｂ 蛇紋岩 82-73

３ Ｂｌ９ Ⅱ 3799 (５．２） (４２） (１７） (６４．６） Ｉ？ 蛇紋岩

４ Ｃｌ７ Ⅱ 7４ (４．４） (３．８） (０．８） (119） Ｉ？ 蛇紋岩

５ Ｃ1８ Ⅱ 4481 (１５．２） (８７） (３．３） (８１４．５） Ｉｂ 流紋岩 83-79

６ Ｃｌ８ Ⅱ 4611 (４．３） (３．３） (１．０） (２４８） Ｉ？ 蛇紋岩

７ Ｃｌ９ Ⅱ 193 (４．７） (２２） (１．０） (１２．２） Ｉ？ 蛇紋岩

８ １９ Ⅱ 607 (１０．０） (６．３） (３．５） (３２９．４） Ｉｂ 砂岩

９ １１０ Ⅱ 301 (１２．５） (５．５） (２．５） (３３２．８） Ｉｂ 蛇紋岩

1０ １１０ Ⅱ 1878 (６．５） (３．２） (２．２） (６７．２）

７
． 蛇紋岩

11 １１０ Ⅱ 2085 (１１．８） (６１） (３．８） (３８７．７） Ｉｂ 凝灰岩 8２－７４

1２ １１０ Ⅱ 4900 (119） (６６） (２．６） (３９０．８） Ｉｂ 蛇紋岩 8３－７７

1３ １１１ Ⅱ 488 (１０７） (５．６） (２．０） (２２７．５） Ｉｂ 蛇紋岩 82-75

1４ １１１ Ⅱ 2241 (５．９） (６．３） (２．４） (１５２．９） Ｉｂ 蛇紋岩
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磨製石斧（２）

刀
切目石錘

u#hlnjTZZ[齢Ｉ

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

1５ １１２ Ⅱ 196 (１４９） (７．４） (２．９） (６９０．７） Ｉｂ 蛇紋岩 83-76

1６ １１２ Ⅱ 1375 (８．２） (５１） (２１） （１５１５）

７
． 蛇紋岩

1７ Ｊ５ Ⅱ 3749 (８．５） (５．３） ２．７ (１８１．４） Ｉｂ ピン岩

1８ Ｊ６ Ⅱ 2２ (５．４） (４．３） (１６） (５６．４） Ｉ？ 蛇紋岩

1９ Ｊ６ Ⅱ 3689 (５．２） (３．７） (１５） (４９．６） Ｉ？ 蛇紋岩

2０ Ｊ７ Ⅱ 219 (５．６） (３．７） (１５） (５０１） Ｉｂ 蛇紋岩

2１ Ｊ７ Ⅱ 637 (３．５） (３．３） (０．９） (１２．０） Ｉ？ 蛇紋岩

2２ Ｊ７ Ⅱ 4228 (５．１） (３．５） (１４） (３５．０） Ｉ？ 蛇紋岩

2３ Ｊ７ Ⅱ 4309 (７．３） (４．４） (１．８） (９１．５） Ｉｂ 礫岩

2４ Ｊ７ Ⅱ 4440 (９．６） (４．９） (２．９） (２３７．６） Ｉｂ 砂岩 8２－６９

2５ Ｊ７ Ⅱ 4446 (７．４） (４．４） (３．０） (１５４．５） Ｉｂ ピン岩

2６ Ｊ８ Ⅱ 1７ (８．２） (５．２） ２．０ (１３７．６） Ｉｂ 蛇紋岩

2７ Ｊ８ Ⅱ 508 (１１．５） (６７） (２．５） (３５５．４） Ｉｂ 蛇紋岩

2８ Ｊ８ Ⅱ 4621 (４．０） (３．２） (１９） (４１４） Ｉ？ 蛇紋岩

2９ Ｊ８ Ⅱ 4628 (８．８） (６１） (２．２） (２０５．８） Ｉｂ 蛇紋岩

3０ Ｊ９ Ⅱ 1617 (４．６） (３．６） (１．０） (２９．７） Ｉ？ 蛇紋岩

3１ Ｊ９ Ⅱ 4805 (９．８） (５．１） (２．４） (２２７．９） Ｉｂ 蛇紋岩 8２－７２

3２ Ｋ４ Ⅱ 115 (１．６） (２．２） (０．５） (２．０）

７
． 蛇紋岩

3３ Ｋ５ Ⅱ 596 ５．６ ２．１ ０．７ (１５１） Ｉａ 蛇紋岩 83-80

3４ Ｋ６ Ⅱ 3０ (２．３） (２．２） (０４） (２１） Ｉ？ 蛇紋岩

3５ Ｋ６ Ⅱ 170 (２．２） (３．１） (０６） (４４） Ｉ？ 蛇紋岩

3６ Ｋ６ Ⅱ 375 (２．０） (３．０） (０．６） (４．２） Ｉ？ 蛇紋岩

3７ Ｋ６ Ｉ 580 (４．４） (３．３） (２．２） (３１８） Ｉ？ 砂岩

3８ Ｋ６ Ｉ 581 (２１） (２．４） (１．２） (８．８） Ｉ？ 蛇紋岩

3９ Ｋ７ Ⅱ 139 (４．０） (５．３） (２．１） (６８．３） Ｉ？ 蛇紋岩

4０ Ｋ７ Ｉ 430 (２．９） (２．７） (１．０） (１２．６） Ｉ？ 蛇紋岩

4１ Ｋ８ Ⅱ １５ (５．７） (３．２） (１．１） (４０．７） Ｉｂ 蛇紋岩

4２ Ｌ３ Ⅱ 556 ７．９ ４．０ ２．０ １０９．５ Ｉｂ 蛇紋岩 82-70

4３ Ｌ４ Ⅱ 553 (２．１） (２．３） (１．０） (６．８） Ｉ？ 蛇紋岩

4４ Ｌ６ Ⅱ 198 (１．５） (１８） (０．３） (１．４） Ｉ？ 蛇紋岩

4５ Ｌ６ Ⅱ 208 (１９） (２．１） (０．６） (３．５） Ｉ？ 蛇紋岩

4６ Ｍ４ Ⅱ 162 (３．４） （１．３） (１．３） (５．７） Ｉ？ 蛇紋岩

4７ Ｍ４ Ⅱ 296 (３．５） (２．５） (０．５） (６．５） Ｉ？ 頁岩

4８ Ｍ４ Ⅱ 4917 １４．３ ５．８ ３．０ ３９４．２ Ｉｂ 花崗斑岩 83-78

4９ Ｍ５ Ⅱ 120 (３．４） (４．３） (０６） (１２．７） Ｉ？ 蛇紋岩

5０ Ｍ６ Ⅱ 131 ４．８ ２．０ (０．６） (１２．７） Ｉａ 蛇紋岩 8３－８１

5１ ＳＢｌ Ⅱ 4782 (９．６） (４．５） ２．０ (１６４．２） Ｉｂ 蛇紋岩 8２－７１

5２ ＳＢｌ Ⅱ 4820 (１１７） (５．０） (２．８） (２８３．０） Ｉｂ 蛇紋岩

5３ ＳＢ３ Ⅱ 3576 (１３．９） (５．４） (２．７） (３６３．３） Ｉｂ 蛇紋岩

5４ ＳＢ５ Ⅱ 166 (７．３） (２．７） (１．５） (２４．４） Ｉｂ 蛇紋岩

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１ 111 Ⅱ 3931 ５．７ ３．２ 1．８ ４７．１ Ａ種 凝灰岩

２ Ｊ６ Ⅱ 309 ５．７ ３．７ ２．１ ６５．７ Ａ種 砂岩 8４－８２

３ Ｊ７ Ⅱ 4229 ６．８ ５．７ １．６ ８１．３ Ａ種 凝灰岩

４ Ｋ６ Ⅱ 117 ４．８ ２．０ １．２ １５．８ Ａ種 砂岩 8４－８３

５ ＳＢ１ Ⅱ 1700 (５．２） ３．１ 1．３ (３０．４） Ａ種 砂岩



。
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渡辺誠1985「礫石錘計測部位説明図」「阿曽田遺跡発掘調査報告書」を参照した）

巳
囲囲囲田呂呂用器画
Ⅲ皿皿Ⅲ皿■￣￣

ｎ国mmmmmm■￣圧湿夢■■■■■■■
■■■囮■四mmⅢ一一画…＝■■■■■■
■■四mmⅡ囮皿Ⅲ

磨石 (１）

■■珀Ｐ匹囚
■、■■■堀田一一一一一一■■■I■■■
■■、■■■、Ⅳ■団－－解座P-面￣陶工＝■■■I■■■
ⅢⅢ■■￣－－－価■■回面巨砺画＝■■■I■■■
■■■■呵孑＝－－，－m■、厨亟＝■■■､■■■
■囮回■呵－－－回￣Ｔｍ夢■■西岡一
ｍ■ｗ■■四一一皿、■￣＝￣■■■Ⅱ■■■
■■Ⅳ■田。－－－Ｆ、、…、悪■

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ１ 長さ２ 幅 厚さ ａ ｂ 重さ 石材 挿図番号 備考

１ Ｈ１１ Ⅱ 3６ 7.6 6.8 5.9 2.6 1.4 2.5 157.1 凝灰岩

２ Ｈ１１ Ⅱ 3928 5.6 4.8 4.5 3１ 1.7 １７ 103.6 凝灰岩 84-90

３ Ｈ1４ Ⅱ 2488 5.7 5.5 3.5 2.0 0.9 1.0 60.2 砂岩 84-88

４ １６ Ⅱ 4129 9.6 8.9 7.5 3.4 1.6 １６ 333.9 凝灰岩

５ １８ Ⅱ 4８ 6.2 5.9 3.7 2.1 2.0 1６ (749） 砂岩

６ １９ Ⅱ 4260 6.8 6.6 5.8 2.2 1.4 1.4 96.8 砂岩 8４－９４

７ ＩｌＯ Ⅱ 165 6.0 5.5 ４２ 2.0 1.9 1.4 77.3 凝灰岩 8４－９７

８ １１１ Ⅱ 469 1０．４ 10.1 9.3 3.9 2.7 2.7 523.6 凝灰岩 8４－９５

９ １１１ Ⅱ 2235 5.4 5.2 2.7 １８ 0.8 1.1 28.7 凝灰岩 8４－９１

1０ １１１ Ⅱ 4268 6.0 5.9 6.3 2.5 0.5 1.3 106.1 凝灰岩

1１ １１１ Ⅱ 4277 7.1 6.4 (6.5） 2.4 2.2 １３ (148.6） 凝灰岩

1２ １１２ Ⅱ 197 5.2 5.0 2.8 (1.7） (0.9） (0.6） (31.1） 砂岩

1３ Ｊ６ Ｉ 325 5.2 4.6 3.7 1５ 1.0 1.1 33.1 凝灰岩 8４－９２

1４ Ｊ６ Ⅱ 477 (４５） (3.5） (7.6） (2.8） (2.0） (104.9） 砂岩

1５ Ｊ６ Ⅱ 3733 4.4 4.1 3.5 1.6 ０．６ 0.7 3４２ 凝灰岩 8４－８７

1６ Ｊ７ Ⅱ 3884 5.0 4.7 ４．４ 1.8 1.2 1.1 60.8 砂岩 8４－８６

1７ Ｊ７ Ⅱ 3998 9.4 8.7 4.9 2.6 0.7 1.5 182.9 凝灰岩

1８ Ｊ７ Ⅱ 4231 6.5 6.0 6.4 3.0 1.4 1.3 160.5 凝灰岩 84-93

1９ Ｊ８ Ⅱ 117 (6.5） (5.4） (４５） (1.3） (１２） (50.2） 凝灰岩

2０ Ｊ９ Ⅱ 1443 7.8 7.1 7.0 2.6 1.8 3.5 205.6 凝灰岩

2１ Ｊ１０ Ⅱ 1632 9.3 8.2 ６．５ 2.7 2.0 2.8 225.5 凝灰岩

2２ Ｋ４ Ⅱ 735 7.5 7.1 5.7 2.4 1.3 1.5 160.0 花崗岩

2３ Ｋ６ Ⅱ 244 9.6 8.7 7.7 2.0 2.7 3.2 205.0 砂岩 8４－９６

2４ Ｋ６ Ⅱ 666 8.7 8.3 ４４ 2.6 1.0 1.0 141.0 凝灰岩

2５ Ｋ７ Ⅱ 2558 7.0 6.3 6.0 (2.3） ２８ 2.5 (113.0） 凝灰岩

2６ Ｋ８ Ⅱ 1６ (5.6） 5.5 3.5 1.9 0.7 0.8 (50.9） 凝灰岩

2７ Ｋ８ Ⅱ 5６ 7.1 6.3 6.3 ２３ 1.0 1５ 133.8 砂岩

2８ Ｌ２ Ⅱ 1６ 1１．０ 1０４ 9.5 4.4 2.5 2.0 598.3 凝灰岩

2９ Ｌ２ Ⅱ 3188 1３．８ 1３２ 1２．４ 3.7 1.5 1.8 836.7 砂岩

3０ Ｌ８ Ⅱ 1１ 8.6 7.8 5.5 1.8 1.5 1.6 116.0 凝灰岩 8４－８９

3１ Ｍ６ Ⅱ 804 3.7 3.4 3.9 (1.9） (10） (363） 凝灰岩

3２ Ｍ６ Ⅱ 4932 ｌＬ９ 1１．４ 1０．２ 3.5 2.3 2.9 596.6 凝灰岩

3３ ＳＢｌ Ⅱ 2469 5.1 ４．１ 3.8 1.7 2.1 2.4 42.0 凝灰岩

3４ ＳＫ６ Ⅱ １ 5.6 5.2 ４２ 2.6 0.8 1.5 92.0 砂岩

3５ 表採 3３ 5.8 3.8 2.0 0.5 1.0 1.0 68.2 砂岩

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１ Ｊ６ Ⅱ 205 ４．５ ３．２ 1．４ ２６．７ Ａ種 頁岩 8４－８４

２ Ｊ９ Ⅱ 1441 ２．３ ２．９ ０．９ １０．４ 砂岩 8４－８５

番号 出士区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１ Ａ1８ Ⅱ 2714 ９．６ ７．０ ３．５ ３１９．８ Ⅱｃ 砂岩

２ Ａ1８ Ⅱ 8451 (８．８） (４．７） (５．２） (２３３．９） Ⅳ 凝灰岩

３ Ｂｌ７ Ⅱ 3６ (８．９） (７．４） (４．６） (４０１８） Ⅱｃ 凝灰岩

４ Ｂ１７ Ⅱ 2739 ９．６ ９．２ ５．８ ６６２．２ Ｉｂ 凝灰岩

５ Ｂｌ７ Ⅱ 2740 ９．２ ７．２ ３．６ ３１９．５ Ⅱ． 凝灰岩 8６－１０５

６ Ｂｌ８ Ⅱ 2６ (４．０） (５．２） (２２） (４７１） Ⅳ 砂岩

７ Ｂｌ８ Ⅱ 118 (１０．１） (５．１） (４．９） (３８６．３） Ⅱａ 流紋岩



167

磨石（２）

圧
番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

８ Ｂｌ８ Ⅱ 138 (５．３） (６．９） (３．５） (１２６．９） Ⅳ 砂岩

９ Ｂ１８ Ⅱ 2727 (６．５） (５．５） (４．４） (２１３．２） Ⅳ 砂岩

1０ Ｂｌ８ Ⅱ 3452 １４．０ ８．９ ５．２ ７７０．９ Ⅳ 凝灰岩

１１ Ｂｌ９ Ⅱ 9９ 1０．９ ５．１ ４．９ ３５４．９ Ⅳ 砂岩

1２ Ｃ１６ Ⅱ 5１ (５．０） (６．３） (４．０） (１８０．４） Ⅱｂ 凝灰岩

1３ Ｃｌ６ Ⅱ 1511 １１．０ ９．８ ４．２ ６３２．０ Ⅱｂ 凝灰岩

1４ Ｃｌ６ Ⅱ 1610 １１．４ ５．２ ３．１ ２４５．６ Ⅱｂ 砂岩

1５ Ｃ１７ Ｉ 190 ８．７ ７．０ ４．６ ３３３．６ Ⅱｂ 凝灰岩

1６ Ｃ１７ Ⅱ 2748 ６．５ ４６ ４．２ １５８．７ Ⅱａ 凝灰岩

1７ Ｃｌ８ Ⅱ 417 ７．７ ５．３ ２．２ (１２３．８） Ⅱｂ 凝灰岩

1８ Ｃ１８ Ⅱ 4052 １１．４ ８．２ ４．１ (５６３．５） Ⅲｂ 凝灰岩 86-107

1９ Ｃ１８ Ⅱ 4189 １２．５ ７．６ ３．２ ４７３．８ Ⅱｂ 凝灰岩

2０ Ｃ１８ Ⅱ 4478 ２２．９ ２１．５ ６．６ ４３３０．０ Ｉｂ 凝灰岩

2１ Ｃｌ８ Ⅱ 4486 １０．３ ８６ ４．４ ４８０．６ Ⅱｂ 凝灰岩

2２ Ｃｌ９ Ⅱ 137 (８．５） (７．７） (４６） (４４７．３） Ⅳ 砂岩

2３ Ｈ1２ Ⅱ 1954 (１５．２） (１０１） (４１） (７３８．９） Ⅱｂ 凝灰岩

2４ Ｈ1３ Ⅱ 1523 １１．３ ８．９ ４．２ ５９０．２ Ⅱｂ 凝灰岩

2５ １９ Ⅱ 2９ ５．７ ４．９ ４．１ １４９．３ Ⅱａ 砂岩

2６ １９ Ⅱ 287 ８．２ (５．１） １．７ (１１２．４） Ⅱｂ 凝灰岩

2７ １９ Ｉ 413 ８．６ ７．０ ４．３ ３１８．５ Ⅱｂ 凝灰岩

2８ １９ Ⅱ 352 ６．９ ５．８ ３．８ (１８２．３） Ⅱｂ 凝灰岩

2９ １９ Ⅱ 2062 １２．１ １０．１ ４．９ (８７０．５） Ⅱｂ 砂岩

3０ １９ Ⅱ 4431 1０．６ ９．１ ４．６ ６１８．３ Ⅱｂ 凝灰岩

3１ １１０ Ⅱ １７ 1２．１ １０．１ ５．２ ９０３．５ Ⅱｂ 凝灰岩

3２ ＩｌＯ Ⅱ 126 １４．０ ６．６ ４．０ ５６８．３ Ⅱｂ 砂岩

3３ １１０ Ⅱ 128 １２．１ ６．４ １９ ２３１．６ Ⅱｂ 凝灰岩

3４ １１０ Ⅱ 163 １０．０ ７．１ ５．８ ５８１．７ Ⅱｂ 凝灰岩

3５ ＩｌＯ Ⅱ 275 １１．０ ９．０ ６．９ ８２４．８ Ⅱｂ 凝灰岩

3６ ＩｌＯ Ⅱ 3256 １１．０ １０．６ ５．９ ８７２．９ Ｉｂ 凝灰岩

3７ １１０ Ⅱ 4038 ８．７ ７．３ ４．５ ３１６．４ Ⅱｂ 凝灰岩

3８ １１１ Ⅱ 225 １０．７ ９．０ ５．２ ７０３．４ Ⅱｂ 凝灰岩 85-102

3９ 111 Ⅱ 385 ９．８ ９．０ ６．０ ６５２．３ Ｉｂ 凝灰岩

4０ １１１ Ⅱ 492 ７．９ ６．６ ４．７ ３０７．１ Ⅱｂ 凝灰岩

4１ １１１ Ⅱ 495 １１．８ ９．１ ４．５ (７０２．６） Ⅱｂ 凝灰岩

4２ 111 Ⅱ 3932 １１．９ ９．７ ４．８ ８１６．４ Ⅱｂ 凝灰岩

4３ １１１ Ⅱ 4269 １０．９ ８．１ ６．９ ８３９．８ Ⅱｂ 凝灰岩

4４ １１２ Ⅱ 184 1３．４ ８．５ ６．３ ９８４．８ Ⅱｂ 流紋岩

4５ １１２ Ⅱ １４５９ １３．２ ５．８ ２．７ ３４２．５ Ⅲ． 流紋岩

4６ １１２ Ⅱ 4995 ９．３ ７．２ ５．５ ４６４．２ Ⅱｂ 凝灰岩

4７ １１３ Ⅱ １ 1３．１ ８．６ ４．８ (７７９．０） Ⅱｂ 凝灰岩

4８ Ｊ５ Ⅱ ８ １４．０ １０．２ ３．９ ７６８．５ Ⅱｂ 凝灰岩

4９ Ｊ５ Ⅱ 3４ ６．８ ５．６ ３．７ １７１．３ Ⅱｂ 凝灰岩

5０ Ｊ５ Ⅱ 3682 1０．８ ５．６ ５．２ ３９９．６ Ⅱａ 凝灰岩

5１ Ｊ６ Ⅱ 203 １６．０ ７．２ ５．１ ７６１．６ Ⅳ 凝灰岩

5２ Ｊ６ Ⅱ 204 (１０．２） (７．３） (４．６） (４１７．６） Ⅱｂ 凝灰岩

5３ Ｊ６ Ⅱ 476 １１．０ ８．４ ４．３ ５８５．９ Ⅱｂ 凝灰岩 8５－１００

5４ Ｊ６ Ⅱ 3671 ９．４ ８．８ ６．５ ６５８．２ Ｉｂ 凝灰岩

5５ Ｊ６ Ⅱ 3753 １２．１ １０．２ ８．４ １３２．０ Ⅱｂ 凝灰岩

5６ Ｊ６ Ⅱ 3985 １０．１ ８．５ ５．３ ６５０．２ Ⅱｂ 凝灰岩

5７ Ｊ６ Ⅱ 4127 １１．４ ９．５ ６４ ８６１９ Ⅱ． 凝灰岩



168

磨石（３）

三
番号 出士区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

5８ Ｊ６ Ⅱ 4249 １００ ８．４ ４．４ ５２５．５ Ⅱｂ 凝灰岩

5９ Ｊ７ Ⅱ 8９ ８．８ ８．３ ６．３ ５７６．０ Ｉｂ 凝灰岩 8５－９８

6０ Ｊ７ Ⅱ 110 (７．４） (７．３） ５．７ (４４７．５） Ⅱｂ 凝灰岩

6１ Ｊ７ Ⅱ 3747 １０．５ ７．３ ６．５ ７５０．７ Ⅲ． 凝灰岩 86-108

6２ Ｊ７ Ⅱ 3916 １６．７ ６．２ ４．２ (６８１９） Ⅲ． 砂岩

6３ Ｊ７ Ⅱ 4026 １２．０ １０．１ ６．３ １０４３１ Ⅱｂ 凝灰岩

6４ Ｊ７ Ⅱ 4093 １０．８ ９．４ ５．７ ６７８．６ Ⅱｂ 凝灰岩

6５ Ｊ７ Ⅱ 4227 ６．４ ４．９ ３．０ １３１．９ Ⅱｂ 凝灰岩

6６ Ｊ８ Ⅱ １６ ８．６ ８０ ６．２ ５０６．１ Ｉｂ 凝灰岩

6７ Ｊ８ Ⅱ 106 ８．４ ７．０ ５．１ ４２７．１ Ⅱｂ 凝灰岩

6８ Ｊ８ Ⅱ 107 ９．１ ７．６ ５．９ ５２１．７ Ⅱｂ 凝灰岩

6９ Ｊ８ Ⅱ 187 １０．３ ７．３ ４．９ ５０９．８ Ⅱｂ 流紋岩

7０ Ｊ８ Ⅱ 188 １０．８ ８．７ ５．９ ７７１６ Ⅱｂ 凝灰岩

7１ Ｊ８ Ⅱ 246 ８．７ ６．８ ４９ ３０６．３ Ⅱｂ 凝灰岩

7２ Ｊ８ Ⅱ 460 １４．８ ４．４ ４．２ ４１３．０ Ⅱａ 砂岩

7３ Ｊ８ Ⅱ 3019 １５．４ ６．２ ３．３ ４６１．０ Ⅱｂ 砂岩

7４ Ｊ８ Ⅱ 4554 ８．２ ７．２ ４．８ ４１１８ Ｉｂ 凝灰岩

7５ Ｊ８ ,Ⅱ 4629 ９．０ ８．０ ５．２ ４７８．３ Ｉｂ 凝灰岩

7６ Ｊ８ Ⅱ 4632 １４．２ １３．８ ３１ ７５５．７ Ｉｂ 砂岩

7７ Ｊ９ Ⅱ 163 １４．９ ５．６ ５．３ ５７７．４ Ⅱａ 凝灰岩 86-106

7８ Ｊ９ Ⅱ 166 １１．０ ７１ ３．６ ４２２．１ Ⅱｂ 凝灰岩

7９ Ｊ９ Ⅱ 167 ６．６ ５．０ ２．３ (１２０．５） Ⅱｂ 凝灰岩

8０ Ｊ９ Ⅱ 203 １１．１ ８．７ ５．１ ６９６．０ Ⅱｂ 凝灰岩

8１ Ｊ９ Ⅱ 216 １８．８ ８１ ５．０ １１８３．０ Ⅳ 砂岩

8２ Ｊ９ Ⅱ 4897 ８．５ ７．８ ４．６ ３８９．５ Ｉｂ 凝灰岩

8３ Ｋ２ Ⅱ ９ １４．０ １２．５ ４．６ １１６３．３ Ⅱｂ 凝灰岩

8４ Ｋ３ Ⅱ 182 ８．６ ６．４ ４．７ (３７１８） Ⅱｂ 凝灰岩

8５ Ｋ３ Ⅱ 296 １１．１ ９．７ ４．９ ９００．２ Ⅱｂ 凝灰岩 85-101

8６ Ｋ４ Ⅱ 150 １７．６ １６．３ ４．２ １７１０．０ Ｉｂ 流紋岩

8７ Ｋ４ Ⅱ 619 １４．２ ９．７ ６．０ １０７３．０ Ⅱｂ 流紋岩

8８ Ｋ４ Ⅱ 916 1２．７ ８．１ ３．６ ５１４．１ Ⅱｃ 砂岩

8９ Ｋ４ Ⅱ 3265 (７．１） (９２） (６．５） (４５５．６） Ⅱｂ 凝灰岩

9０ Ｋ４ Ⅱ 3279 １３．６ ８．７ ５．４ ９６９．５ Ⅱｂ 凝灰岩

9１ Ｋ５ Ⅱ 4７ (８．６） (４．９） (４．６） (２１０．３） Ⅱａ 凝灰岩

9２ Ｋ５ Ⅱ 4８ ７．５ ７．０ ５．０ ２８６１ Ｉｂ 凝灰岩

9３ Ｋ５ Ⅱ 9４ １６．８ 1５．９ ７．４ ２３００．０ Ｉｂ 凝灰岩

9４ Ｋ５ Ⅱ 570 (８１） (４６） (３．２） (１５９．４） Ⅲ． 砂岩

9５ Ｋ５ Ⅱ 3100 (５１） (５．４） (２．０） (９９．６） Ⅲ． 砂岩

9６ Ｋ６ Ⅱ 327 ７．６ ４．０ ２．５ ９４．１ Ⅱｂ 凝灰岩

9７ Ｋ６ Ⅱ 361 ９．２ ８５ ３．３ ３１８．９ Ｉｂ 凝灰岩

9８ Ｋ６ Ⅱ 376 (９．２） (４」） (２．６） (１１３．７） Ⅳ 砂岩

9９ Ｋ６ Ⅱ 499 ７．０ ５．９ ３．０ １８１８ Ⅱｂ 砂岩

lＯＯ Ｋ６ Ⅱ 500 １０．２ (５．４） ２．８ (２２０７） Ⅱｃ 砂岩

1０１ Ｋ６ Ⅱ 501 1０．２ ８．８ ３．８ ４１４．７ Ⅱｂ 凝灰岩

102 Ｋ６ Ⅱ 696 (４４） (５．５） (３．３） (１０２．７） Ⅱｂ 凝灰岩

103 Ｋ６ Ⅱ 742 (９．８） (４．５） (４．２） (２７２．１） Ⅳ 凝灰岩

1０４ Ｋ６ Ⅱ 809 102 ９．３ ４．８ ５８５．６ Ⅱｂ 凝灰岩

1０５ Ｋ６ Ⅱ 825 ９．７ ８．６ ６．６ ７４６．６ Ⅱｂ 凝灰岩

106 Ｋ６ Ⅱ 876 １０．０ ７．２ ６．４ ５７６．８ Ⅱａ 凝灰岩 8５－９９

1０７ Ｋ６ Ⅱ 1１４１ 1２．９ ７．１ ３．７ ４９４．６ Ⅱｃ 砂岩



LＬ
磨石（４）

lWJ 「］

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

108 Ｋ６ Ⅱ 1152 ９．４ ６．９ ３．８ ３４６．５ Ⅱｂ 凝灰岩

109 Ｋ６ Ⅱ 4254 １３．１ ９．５ ４．７ ９５３．３ Ⅱｂ 凝灰岩

llO Ｋ７ Ⅱ 1851 ９．３ ６．４ (３．０） (２４７．３） Ⅳ 砂岩

1１１ Ｋ７ Ⅱ 2275 ８．４ ７．１ ３４ ２７９．６ Ⅱｂ 凝灰岩

112 Ｋ７ Ⅱ 2594 １１．１ ９．３ ６．０ ８６１．７ Ⅱｂ 凝灰岩

113 Ｋ７ Ⅱ 2823 ８．９ ６．８ ３．９ ３０８．４ Ⅱｂ 凝灰岩

114 Ｋ８ Ⅱ 1４ ７．１ ６．３ ４３ ２４８．０ Ｉｂ 凝灰岩

115 Ｋ８ Ⅱ 3４ (８．２） (９．０） (５．４） (５７０．４） Ⅱｂ 砂岩

116 Ｋ８ Ⅱ 2809 ７．６ ７．１ 1．３ ９０．２ Ｉｂ 凝灰岩

117 Ｌ２ Ⅱ ３ １０．２ ８．０ ５．５ ５６６．３ Ⅱｂ 凝灰岩

118 Ｌ２ Ⅱ 5４ 1４１ ９．５ ４．５ ８３２．８ Ⅱｂ 凝灰岩

119 Ｌ３ Ⅱ 105 ８．３ ５．８ ２．４ １７５．８ Ⅱｂ 凝灰岩

120 Ｌ３ Ⅱ 209 １２．４ １０．３ ２．７ ５４１０ Ⅱｂ 砂岩

1２１ Ｌ３ Ⅱ 369 １２．１ ４．９ ３．４ ２７２．９ Ⅱｃ 砂岩

122 Ｌ４ Ⅱ 323 (５．３） (６５） (３１） (１５７１） Ⅱｂ 砂岩

123 Ｌ４ Ⅱ 3199 (８．２） (８．３） (３．１） (３０７．７） Ⅱｂ 凝灰岩

124 Ｌ５ Ⅱ 2875 (８．４） (４．４） (３．４） (２２１．６） Ⅲ． 凝灰岩

125 Ｌ６ Ⅱ 4５ 1４．８ ５．３ ３．４ ４４１３ Ⅳ 凝灰岩 8６－１１０

126 Ｌ６ Ⅱ 7８ １０．３ ７．７ ４．３ ４４３．４ Ⅱｂ 凝灰岩 8５－１０３

127 Ｌ６ Ⅱ 2228 １３．２ ７．８ ６．１ ８１２．５ Ⅱｂ 凝灰岩

128 Ｌ６ Ⅱ 2430 １７．２ ５．３ ５．３ ７８１３ Ⅲ． 流紋岩

129 Ｌ６ Ⅱ 3495 ９．３ ５．５ ３．９ ２９４．２ Ⅱｂ 凝灰岩

130 Ｌ７ Ⅱ 6５ １４．６ ６．０ ３．９ ４８２．４ Ⅱｃ 砂岩

1３１ Ｍ３ Ⅱ 6７ １１．９ ６．１ ３．５ ２８６．０ Ⅳ 凝灰岩 86-109

132 Ｍ３ Ⅱ 3１８１ ９．４ ８．６ ５．１ ５３３．５ Ｉｂ 凝灰岩

133 Ｍ５ Ⅱ ６ １０．７ ８．９ ４．９ ６２５．９ Ⅱｂ 凝灰岩

134 Ｍ６ Ⅱ 754 (８１） (５．５） (２．５） (１７１９） Ⅲ． 砂岩

135 Ｍ６ Ⅱ 3485 １１．３ ８．４ ４．８ ６５８．９ Ⅱｂ 凝灰岩

136 Ｍ７ Ⅱ 1８ (１３．１） (８．９） (４．０） (５３９．７） Ⅳ 砂岩

137 ＳＢ１ Ⅱ 117 (６．０） (５．９） (４．３） （１７０．２） Ⅳ 砂岩

138 ＳＢｌ Ⅱ 223 ５．７ ５．１ １．８ ７９．０ Ｉｂ 砂岩

139 ＳＢ１ Ⅱ 1431 (１０．３） (７．７） (３．９） (４１７．８） Ⅱｂ 凝灰岩

140 ＳＢｌ Ⅱ 1937 1０．６ ７．８ ４．４ ５４０．４ Ⅱｂ 凝灰岩

1４１ ＳＢ２ Ⅱ 3291 1５．９ ６．６ ４．１ ６７５．４ Ⅱｂ 砂岩

142 ＳＢ２ Ⅱ 4467 ９．７ ７．７ ４．２ ４５７．０ Ⅱｂ 砂岩

143 ＳＢ３ Ⅱ 5３ １３．０ ４９ ３．０ ２９０．４ Ⅱｃ 凝灰岩

144 ＳＢ３ Ⅱ 3996 ９．８ ７．９ ３．５ ３０９．２ Ⅱｂ 凝灰岩

145 ＳＢ５ Ⅱ 139 １２．４ ９．１ ４．６ ７２４．１ Ⅱｂ 凝灰岩

146 ＳＫ２ Ⅱ １ (７．４） (４１） (４７） (２５５．２） Ⅱｂ 凝灰岩

147 Ｐ９５ Ⅱ １ １０．８ １０３ ５．０ ７３８．６ Ｉｂ 凝灰岩

148 Ｐ１４９ Ⅱ １ １０．４ ８．７ ５．４ ６８８．７ Ⅱｃ 凝灰岩 86-104

149 表採 6６ ８．０ ６．９ ３８ ２９２．０ Ⅱｂ 凝灰岩

150 表採 6７ １１．１ ７．６ ４．８ ５２６．８ Ⅱｂ 凝灰岩

1５１ 表採 6８ １７．４ １６．８ ４．９ ２０１０．０ Ｉｂ 凝灰岩

152 表採 123 １２．３ １１．８ ４．９ １０３３．６ Ｉｂ 凝灰岩



１７０

凹石（１）

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ
分類

形 凹みの数と形状
石材 挿図番号 備考

１ Ａ1８ Ⅱ 2713 9.4 9.3 4.7 575.3 Ｉｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩 8７－１１１

２ Ｂ1８ Ⅱ 3６ (７８） (8.2） (5.0） (475.5） Ⅱｂ 1．０．０ Ｉ 凝灰岩

３ Ｂｌ８ Ⅱ 2728 1０．６ 9.1 3.7 471.9 Ⅱｂ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

４ Ｃ１６ Ⅱ 536 (101） (9.9） (7.6） (933.4） Ⅳ ２．０．２ ＩⅡ 凝灰岩

５ Ｃｌ６ Ⅱ 1510 6.7 6.5 3.3 160.8 Ｉｂ 1.1.1 ＩⅣ 凝灰岩

６ Ｃｌ６ Ⅱ 1611 1５．５ 8.5 3.4 6921 Ⅳ １．１．１ ＩⅣ 凝灰岩

７ Ｃｌ６ Ⅱ 4853 (117） 7.7 3.5 (5062） Ⅱｂ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

８ Ｃｌ７ Ⅱ 4491 8４ 7.2 4.5 383.4 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

９ Ｃ1８ Ⅱ 4487 1２．３ 1１．５ 5.6 1045.6 Ⅳ 1．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

1０ Ｃ１９ Ⅱ 4080 1７．２ 1４２ (8.4） (2270） Ⅱｂ 1.1.0 Ｉ 凝灰岩

1１ Ｈｌｌ Ⅱ 3５ 9.0 7.4 4.9 383.7 Ⅱｂ ２．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

1２ Ｈ1２ Ⅱ 1466 1０．３ 7.5 4.9 520.5 Ⅱｂ ２．０．０ ＩⅣ 安山岩

1３ Ｈ1３ Ⅱ 1558 9.2 7.2 3.1 297.5 Ⅱｂ ２．１．０ Ｉ 砂岩

1４ Ｈ1４ Ⅱ 8８ 9.0 6.8 4.1 329.8 Ⅱｂ ３．１．０ ＩⅡⅢ 凝灰岩 87-114

1５ １８ Ⅱ ２ 9.0 8.2 5.2 525.4 Ｉｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

1６ １９ Ⅱ 4４ 1０．４ 8.2 ３４ 413.6 Ⅱｂ 1．１．０ Ｉ 凝灰岩

1７ １９ Ⅱ 125 6.9 6.2 3.9 216.9 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

1８ １９ Ⅱ 341 9.0 7.6 4.2 480.0 Ⅱｂ ２．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

1９ １９ Ⅱ 603 9.4 7.7 ４３ 420.0 Ⅱｂ 1．１．１ Ｉ 凝灰岩

2０ ＩｌＯ Ⅱ 127 1１．８ 9.2 5.8 802.7 Ⅳ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

2１ １１０ Ⅱ 155 1１．３ 8.9 5.3 790.9 Ⅱｂ １．１．０ ＩⅡ 砂岩

2２ ＩｌＯ Ⅱ 205 1０．３ ８．２ 4.6 498.4 Ⅱｂ ２．１．０ ＩⅡ 安山岩

2３ １１０ Ⅱ 207 8.8 7.2 4.5 371.9 Ⅱｂ ２．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

2４ ＩｌＯ Ⅱ 245 6.7 5.5 3.9 182.4 Ⅱｂ 1．０．０ Ｉ 凝灰岩

2５ １１０ Ⅱ 276 14.3 1０．８ ４２ 815.1 Ⅱｂ ２．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

2６ １１０ Ⅱ 302 9.8 7.7 4.4 407.6 Ⅱｂ 1．１．１ ＩⅣ 凝灰岩

2７ １１１ Ⅱ 1５ 11.4 7.1 (2.4） (316.5） Ⅱｂ 1．０．０ Ｉ 凝灰岩

2８ １１１ Ⅱ 234 1２．７ 1０．３ 6.1 1057.4 Ⅱｂ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

2９ １１１ Ⅱ 470 7.5 6.9 5.2 341.0 Ｉｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

3０ １１１ Ⅱ 487 8.1 7.5 3.1 230.0 Ｉｂ 1．１．０ Ｉ 凝灰岩

3１ １１１ Ⅱ 490 9.7 5.9 3.4 278.2 Ⅲ． ２．１．０ ＩⅡ 凝灰岩 8７－１１７

3２ １１１ Ⅱ 491 1０．７ 10.1 4.9 798.7 Ｉｂ 1．０．０ Ｉ 凝灰岩

3３ １１１ Ⅱ 1897 9.6 7.0 4.8 433.8 Ⅳ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

3４ １１２ Ⅱ 4５ (8.1） (9.2） (4.6） (4231） Ⅱｂ １．１．０ Ⅲ 凝灰岩

3５ １１２ Ⅱ 272 9.9 8.3 5.5 5458 Ｉｂ ２．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

3６ １１２ Ⅱ 273 15.9 4.1 3.0 334.8 Ⅱｂ ２．２．０ Ｉ 凝灰岩

3７ Ｊ５ Ⅱ 3５ 1２．７ 5.5 5.4 502.5 Ⅱｃ １．１．０ Ｉ 砂岩

3８ Ｊ５ Ⅱ 165 1３．７ 1０．０ ４．２ 876.4 Ⅱｂ １．１．０ ＩⅢ 砂岩

3９ Ｊ５ Ⅱ 217 1３．０ 6.2 3.7 459.7 Ⅱｂ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

4０ Ｊ５ Ⅱ 3783 1０．２ 8.4 ４．５ 525.2 Ⅱｂ ２．０．０ Ｉ 凝灰岩

4１ Ｊ６ Ｉ 3１ 8.5 6.2 2.0 164.1 Ⅱｂ １．０．０ Ｉ 砂岩

4２ Ｊ６ Ⅱ 460 1０．６ 6.7 5.6 457.1 Ⅱｃ ２．１．１ ＩⅡ 凝灰岩

4３ Ｊ６ Ⅱ 3679 1０．０ 8.2 4.5 464.1 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

4４ Ｊ６ Ⅱ 3766 1１．６ 1１．０ 5.0 824.4 Ｉｂ 1．１．１ ＩⅣ 凝灰岩

4５ Ｊ６ Ⅱ 3912 (11.9） 7.6 3.6 (480.1） Ⅱｂ 1．１．０ ＩⅢ 砂岩

4６ Ｊ６ Ⅱ 4250 (13.3） (7.0） (5.6） (638.4） Ⅳ 1．１．１ ＩⅡⅣ 砂岩

4７ Ｊ７ Ⅱ 5０ 1３．４ 6.3 3.3 361.7 Ⅳ ２．１．０ Ｉ 凝灰岩 8７－１１８

4８ Ｊ７ Ⅱ 9０ 1２．０ 9.2 4.2 634.1 Ⅱｂ ２．２．０ Ｉ 凝灰岩

4９ Ｊ７ Ｉ 419 1１．６ (4.4） 3.8 276.1 Ⅲ． １．１．１ Ｉ 凝灰岩



1７１

凹石（２）

１
１ ！

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ
分類

形 凹みの数と形状
石材 挿図番号 備考

5０ Ｊ７ Ⅱ 496 (1ＬＯ） (5.8） (3.2） (309.8） Ⅱｂ ２．０．０ Ｉ 凝灰岩

5１ Ｊ７ Ⅱ 504 1３．２ 6.6 3.7 4658 Ⅳ １．０．１ ＩⅣ 凝灰岩

5２ Ｊ７ Ⅱ 608 1３．２ 1０．６ 6.1 123.0 Ⅱｂ ２．１．１ ＩⅡⅣ 凝灰岩

5３ Ｊ７ Ⅱ 3883 1４．０ 1１．４ 6.5 1580.0 Ⅱｂ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

5４ Ｊ７ Ⅱ 4006 1０．６ 8.8 5.1 568.8 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

5５ Ｊ７ Ⅱ 4117 1１．０ 7.0 3.7 368.8 Ⅱｂ ３．２．０ ＩⅡ 凝灰岩 87-113

5６ Ｊ７ Ⅱ 4332 1１２ 1０．４ (４５） (6976） Ⅱｂ １．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

5７ Ｊ７ Ⅱ 8995 9.0 5.3 ４２ 291.3 Ⅱｂ １．０．１ ＩⅣ 砂岩

5８ Ｊ８ Ⅱ 3９ 1０．９ ８．０ ５．５ 656.4 Ⅱ． １．１．０ Ｉ 安山岩 8７－１１６

5９ Ｊ８ Ⅱ 116 9.5 7.7 ４．５ 4912 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

6０ Ｊ８ Ⅱ 189 1２．４ 4.8 5.3 500.7 Ⅳ ２．１．１ ＩⅡ 凝灰岩

6１ Ｊ８ Ⅱ 190 (8.7） (６７） (２２） (193.8） Ⅱｂ 1．１．０ Ⅲ 凝灰岩

6２ Ｊ８ Ⅱ 4394 1２．４ ６５ 3.9 456.6 Ⅱｃ ２．１．０ Ｉ 凝灰岩

6３ Ｊ８ Ⅱ 4590 1１．３ 1０．２ ４８ 6621 Ⅱｂ ２．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

6４ Ｊ８ Ⅱ 4631 9.8 9.8 ４２ 549.3 Ｉｂ １．０．０ Ｉ 安山岩

6５ Ｊ８ Ⅱ 4642 1０．３ 8.4 ４０ 414.6 Ⅱｂ ２．３．０ ＩⅡ 凝灰岩

6６ Ｊ９ Ⅱ 2２ 1１．７ 1０．６ 4.9 8５２８ Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

6７ Ｊ９ Ⅱ 164 1０．２ ８．２ 5.1 536.5 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

6８ Ｊ９ Ⅱ 1647 1２．４ ６．８ 4.2 496.5 Ⅱｂ ２．２．０ ＩⅡ 凝灰岩

6９ Ｊ９ Ⅱ 2068 6.1 5.8 4.1 158.2 Ｉｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

7０ Ｊ９ Ⅱ 2077 1０．９ 6.4 4.7 441.2 Ⅲ． ３．２．３ ＩⅡ 凝灰岩

7１ Ｊ９ Ⅱ 2078 1２．０ 7.7 ４．２ 533.7 Ⅱｂ ２．０．０ Ｉ 砂岩

7２ Ｊ９ Ⅱ 2080 1３．５ 6.0 3.0 334.5 Ⅱｃ １．１．０ Ⅳ 凝灰岩 87-115

7３ Ｊ９ Ⅱ 4640 7.9 7.3 4.0 287.3 Ｉｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

7４ Ｊ９ Ⅱ 4803 9８ 9.0 5.3 574.0 Ｉｂ １．１．０ Ⅱ 安山岩

7５ Ｊ１０ Ⅱ 206 1０．１ 8.6 ４．７ 411.2 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

7６ Ｋ４ Ⅱ 147 1０．９ 8.6 ４．０ 518.3 Ⅱｂ ２．２．０ ＩⅡ 凝灰岩

7７ Ｋ４ Ⅱ 537 1０８ 1１．０ 5.7 907.8 Ｉｂ 1．０．１ Ｉ 凝灰岩

7８ Ｋ４ Ⅱ 1０６３ 8.6 7.6 2.8 274.2 Ｉｂ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

7９ Ｋ４ Ⅱ 2941 1０．３ 7８ 4.3 467.0 Ⅱｂ ２．２．３ ＩⅡ 凝灰岩

8０ Ｋ４ Ⅱ 3155 (113） (9.6） (４８） (5701） Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

8１ Ｋ４ Ⅱ 3280 1１．５ 9.3 5.1 715.3 Ⅱｂ ２．０．２ ⅡⅣ 凝灰岩

8２ Ｋ５ Ⅱ 6９ (12.5） 7.4 (5.8） (888.4） Ⅳ １．０．０ Ⅳ 凝灰岩

8３ Ｋ５ Ⅱ 7０ 1３．９ 7.8 4.2 696.3 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

8４ Ｋ５ Ⅱ 9３ (12.4） (9.2） (5.7） (79ｑ６） Ⅱｂ ３．２．０ ＩⅡ 凝灰岩

8５ Ｋ５ Ⅱ 336 1２．１ 1０．５ 4.4 788.1 Ⅱｂ ２．２．０ ＩⅡⅢ 凝灰岩

8６ Ｋ５ Ⅱ 512 8.7 7.1 4.9 391.8 Ⅱｂ １．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

8７ Ｋ５ Ｉ 594 (5.6） (４８） (3.3） (1159） Ⅳ ０．０．１ Ｉ 砂岩

8８ Ｋ５ Ⅱ 789 1２．２ 7.8 3.9 547.1 Ⅱｂ 1．１．０ Ｉ 砂岩

8９ Ｋ５ Ⅱ 2045 (9.3） (8.1） (４５） (436.9） Ⅱｂ ２．１．０ Ⅱ 凝灰岩

9０ Ｋ５ Ⅱ 2902 (110） 8.4 4９ (635.9） Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

9１ Ｋ５ Ⅱ 2927 1２．０ 1０．２ 5２ 728.4 Ⅱｂ ３．２．２ ⅡⅣ 凝灰岩

9２ Ｋ５ Ⅱ 3103 (8.3） (101） (６０） (5159） Ⅳ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

9３ Ｋ６ Ⅱ 377 (11.3） (6.9） (４２） (3515） Ⅱｂ ２．１．０ ＩⅡⅢ 凝灰岩

9４ Ｋ６ Ⅱ 462 1３．０ 6.8 2.7 365.3 Ⅱｂ 1．０．０ Ｉ 砂岩

9５ Ｋ６ Ⅱ 576 9.4 8.7 6.3 642.8 Ｉｂ ２．０．０ ＩⅡ 凝灰岩

9６ Ｋ６ Ⅱ 635 1２．５ 6.9 2.7 329.2 Ⅱｂ 1．１．０ Ｉ 凝灰岩

9７ Ｋ６ Ⅱ 718 1２．７ 7.8 6.2 787.1 Ⅱｂ ２．１．０ Ⅱ 凝灰岩

9８ Ｋ６ Ⅱ 1153 1０．０ 7.1 ４７ 423.4 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩
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番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ
分類

形 凹みの数と形状
石材 挿図番号 備考

9９ Ｋ６ Ⅱ 1８１５ 1４．２ 6.5 5.2 646.9 Ⅱｃ １．１．０ Ｉ 流紋岩
100 Ｋ６ Ⅱ 3076 1０．７ 6.1 4.5 401.0 Ⅱｂ ２．２．０ ＩⅡ 凝灰岩
1０１ Ｋ６ Ⅱ 3342 8.8 5.6 3.1 (1860） Ⅱｂ １．１．０ ＩⅡ 凝灰岩
102 Ｋ７ Ⅱ 253 (9.5） (7.3） (3.3） (1260） Ⅳ 1．０．１ ＩⅣ 凝灰岩
１０３ Ｋ７ Ⅱ 377 (5.5） (5.8） (4.4） (189.4） Ⅳ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

104 Ｋ７ Ⅱ 1128 1０．７ 8.0 ４６ 566.5 Ⅱｂ １．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

105 Ｋ７ Ⅱ 1853 9.2 ４１ 4.0 １２１６ Ⅳ １．１．０ Ｉ 砂岩

106 Ｋ７ Ⅱ 2397 9.7 7.9 5.1 (468.8） Ⅱｂ ２．０．０ ＩⅡ 凝灰岩

107 Ｋ７ Ⅱ 2555 1０．３ 8.9 5.1 615.0 Ⅱｂ ２．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

108 Ｋ７ Ⅱ 2569 20.1 6.6 3.3 695.8 Ⅱｃ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

109 Ｋ７ Ⅱ 3328 1０．８ 9.9 7２ 849.4 Ｉｂ １．０．０ Ｉ 安山岩

１１０ Ｋ７ Ⅱ 4247 1１．７ 7.1 ４．２ 516.2 Ⅱｂ ２．２．２ ＩⅡ 砂岩

1１１ Ｋ７ Ⅱ 4393 1２．７ 7.9 5６ 896.5 Ⅲ． １．１．０ Ｉ 凝灰岩

112 Ｋ８ Ⅱ 1３ 9.8 9.4 5.4 7086 Ⅳ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

113 Ｋ８ Ⅱ 3２ 113 1０．６ 6.8 1025.7 Iｂ １．１．０ Ⅱ 凝灰岩

114 Ｋ８ Ⅱ 3３ １５．１ 6.8 ４４ 687.0 Ⅱｂ ２．１．０ Ｉ 砂岩

115 Ｋ８ Ⅱ 3５ (９６） (5.9） (3.6） (3362） Ⅳ １．１．１ ＩⅣ 砂岩

116 Ｌ１ Ｉ ４ (110） (4.9） (4.3） (333.0） Ⅳ １．０．０ Ｉ 砂岩

117 Ｌ１ Ⅱ 310 1１．４ 7.7 2.3 304.4 Ⅱｂ １．１．０ Ⅳ 凝灰岩

118 Ｌ２ Ⅱ １６ 1１．７ 5.1 5.0 456.2 Ⅳ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

119 Ｌ２ Ⅱ 1８ 1３．０ 8.5 ２８ 495.9 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 砂岩

120 Ｌ２ Ⅱ 3185 1２．８ 5.5 3.7 405.0 Ⅱｃ 1．０．１ Ⅳ 砂岩

1２１ Ｌ３ Ⅱ 115 1０．０ 8.5 ４５ 5９４１ Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

122 Ｌ３ Ⅱ 119 (6.4） (6.7） (3.1） (1591） Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 砂岩

123 Ｌ３ Ⅱ 128 9０ 5.9 3.5 224.3 Ⅱｂ １．１．１ ＩⅣ 凝灰岩

124 Ｌ３ Ⅱ 174 (9.3） (9.0） (2.7） (282.3） Ⅳ １．１．０ Ｉ 砂岩

125 Ｌ６ Ⅱ 2444 1１．９ 6.2 3.1 (212.4） Ⅱｂ 1．０．０ Ⅱ 凝灰岩

126 Ｌ７ Ⅱ 2３ (12.0） (６１） ４５ (517.5） Ⅱｂ ２．０．０ ＩⅡ 凝灰岩

127 Ｌ７ Ⅱ 981 1０．０ 6.4 3.3 301.6 Ⅱｂ ２．０．０ ＩⅡ 凝灰岩

128 Ｌ７ Ⅱ 2443 (13.1） (９１） (3.9） (676.4） Ⅳ １．１．１ ＩⅡ 砂岩

129 Ｍ５ Ⅱ 360 9.5 8.1 ４９ 503.7 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 安山岩

130 Ｍ５ Ⅱ 3069 1０．４ 8.2 6.8 663.4 Ⅱｂ ２．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

1３１ Ｍ７ Ⅱ 1194 7.3 ８２ 5.2 445.8 Ⅱｂ ２．０．０ Ｉ 安山岩

132 Ｎ５ Ⅱ １ 1０．５ 6.7 5２ 492.9 Ⅱｃ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

133 ＳＢ１ Ⅱ 1041 1０．９ 6.9 3.8 425.2 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

134 ＳＢ１ Ⅱ 1429 (5.2） (5.4） (3.4） (110.7） Ⅳ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

135 ＳＢ１ Ⅱ 1582 9.8 7.7 3.4 263.0 Ⅳ １．１．０ ＩⅡ 砂岩

136 ＳＢ１ Ⅱ 1696 1３．４ 5.9 3.1 363.7 Ⅱｂ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

137 ＳＢ１ Ⅱ 1926 1１．４ 1０．９ 5.3 822.3 Ｉｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

138 ＳＢ１ Ⅱ 2468 114 9.6 6.2 913.7 Ⅱｂ １．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

139 ＳＢ１ Ⅱ 4776 7.6 7.1 4.5 307.6 Ｉｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩 8７－１１２

140 ＳＢ３ Ⅱ 3572 1１．５ 8.3 ４６ 5５４０ Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

1４１ ＳＢ３ Ⅱ 3936 1０．９ 9.7 5.2 631.6 Ⅱｂ ２．２．０ ＩⅡ 凝灰岩

142 ＳＢ４ Ⅱ ５ 1１．７ 9.6 6.5 854.5 Ⅱｂ １．０．１ ＩⅣ 凝灰岩

143 ＳＢ４ Ⅱ 4０ １２．３ ４８ 4.1 326.0 Ⅱｂ ２．１．０ ＩⅡ 砂岩

144 ＳＢ４ Ⅱ 4855 1２．３ 1０．６ 8.0 1280.0 Ⅱｂ １．０．０ Ｉ 凝灰岩

145 ＳＢ５ Ⅱ 212 9.6 8.7 ４．１ 415.7 Ⅳ １．１．０ ＩⅡ 凝灰岩

１４６ ＳＢ５ Ⅱ 5064 1１．４ 8.9 ６４ 745.0 Ⅳ ２．０．０ Ｉ 凝灰岩

147 ＳＢ５ Ⅱ 5175 1０．４ 8.0 ４．５ 490.3 Ⅱｂ ２．２．１ ＩⅣ 凝灰岩
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番号 出士区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ
分類

形 凹みの数と形状
石材 挿図番号 備考

148 ＳＢ６ Ⅱ 5156 8.8 5.7 3.7 210.0 Ⅳ １．０．０ Ｉ 砂岩

149 ＳＢ７ Ⅱ 5133 1０．０ 8.9 6.4 741.0 Ⅳ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

150 ＳＫ４ Ⅱ １ 1１．９ 9.6 4.2 680.9 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

1５１ ＳＫ４ Ⅱ ２ 1２．１ 6.3 3.7 404.2 Ⅱｂ ２．２．０ ＩⅡ 凝灰岩

152 ＳＫ６ Ⅱ 1 1０．８ 6.1 ４９ 433.0 Ⅱｂ ２．２．０ ＩⅡ 凝灰岩

153 ＳＦ２ Ⅳ 1 1０．１ 1０．０ ４８ 583.9 Ｉｂ １．１．０ ＩⅣ 凝灰岩

154 ＳＦ２ Ⅳ 4721 1３．１ 6.5 4.5 563.9 Ⅱ． １．１．０ Ｉ 砂岩

155 Ｐ９ Ⅱ 1 9.9 7.0 3.8 375.6 Ⅱｂ ２．２．１ ＩⅡ 凝灰岩

156 Ｐ１４０ Ⅱ 1 1０．８ 6.4 4.8 459.2 Ⅱｂ １．１．０ Ｉ 凝灰岩

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

1 Ｃ１６ Ⅱ 3７ (110） (１３．７） (６．２） (８１３．５） 流紋岩

２ １１０ Ⅱ 3252 (１７．０） (２９．１） (６．６） (３２５０．０） 砂岩

３ １１１ Ⅱ 486 ２３．８ １７．７ ５．１ ３０９０．０ 凝灰岩 8８－１２１

４ １１１ Ⅱ 2004 ２０．２ １８．１ ７．８ ３４６０．０ 砂岩

５ １１２ Ⅱ 274 ３０．３ ２３．２ ８．３ ８２５０．０ 流紋岩 8８－１１９

６ Ｊ５ Ⅱ 3724 (１５．９） (７．９） (４４） (６７３．９） 砂岩

７ Ｊ６ Ⅱ 3848 １４．７ １２．７ ３．９ ８０３１ 凝灰岩

８ Ｋ５ Ⅱ 238 (７．４） (５．４） (５．７） (３５４．７） 砂岩

９ Ｋ５ Ⅱ 516 ７．７ ８．５ ５．９ (３７９．１） 砂岩

1０ Ｋ６ Ⅱ 741 (２１．３） (１０．６） (７．３） (２７００．０） 砂岩

1１ Ｋ６ Ⅱ 3531 ２２．８ １６．０ ７．４ ４０８０．０ 流紋岩 8８－１２０

1２ Ｋ６ Ⅱ 3555 (２７．７） (２５．７） (７１） (４８６０．０） 砂岩

1３ Ｌ３ Ⅱ 3178 ３２．４ ２７．０ ４．７ ６７９０．０ 砂岩

1４ Ｌ４ Ｉ 423 (２２．５） (１９．０） (６．２） (２５３０．０） 砂岩

1５ Ｌ７ Ⅱ 985 (１３７） (１３．１） (８．１） (１４５００） 砂岩

1６ Ｍ４ Ⅱ 4981 ２９．０ ２２１ （１６．２） (１１２８０．０） 砂岩

1７ ＳＢｌ Ⅱ 4777 (３３．４） (１２．８） (１３１） (５４３００） 砂岩

番号 出士区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１ Ｂ１９ Ⅱ 9７ ７．９ １７．６ ４．１ ７８５．４ 砂岩 8８－１２２

２ Ｃｌ７ Ⅱ 460 ９．９ １４１ ２．０ ３７３．０ 砂岩

３ Ｃ１８ Ⅱ 4529 １６．５ １７．３ ４．８ １５１０．０ 砂岩

４ Ｈ1４ Ⅱ 1686 ９．３ １７．８ ４．７ １１５１６ 砂岩 8８－１２３

５ １９ Ⅱ 610 ２１．７ ７．７ １１．１ ３０００．０ 砂岩

６ １１１ Ⅱ 2249 １８．７ ３８．６ ７．２ ５４００．０ 砂岩

７ Ｊ５ Ⅱ 5４ ４．８ ３．３ ０．７ ２０．６ 砂岩

８ Ｋ３ Ｉ 7５ ９．９ ８．２ 1２．６ １７６０．０ 流紋岩

９ Ｋ４ Ⅱ 318 ５．４ ４８ ０．８ ３０．３ 砂岩

1０ Ｋ４ Ⅱ 986 １３．８ １０．４ ５．２ １０２０．０ 砂岩

1１ Ｌ２ Ｉ 155 １０．０ １６．２ ５．０ １０７９．０ 凝灰岩

1２ 表採 8６ １７．１ ２１．１ ４．８ ２３６０．０ 砂岩 8８－１２４

1３ 表採 124 ２６．９ ２７．９ ７．０ ６０３０．０ 砂岩
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番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１ Ｋ５ Ⅱ 670 ５．０ ７．７ 1．４ ５８．１ 砂岩

２ Ｋ７ Ⅱ 321 ６１ １３．３ １．２ １１４．０ 砂岩 8９－１２５

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１ Ｈｌ３ Ⅱ 3７ (６１） ５．０ （１．８） (７４．７） 蛇紋岩 8９－１２６

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１ Ｊ８ Ⅱ 2１３１ １．８ ２．２ １．２ ４．６ 砂岩 8９－１３２

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

1 １８ Ⅱ 3９ （１３．９） (７．６） (８．９） (８８１２） 石棒 凝灰岩 89-128

２ １９ Ⅱ 604 (６１） ２．３ 1．１ (２６．２） 石棒 粘板岩

３ Ｊ５ Ⅱ 8８ (５．３） (100） (１０．５） (１０．８） 石棒 粘板岩

４ Ｊ９ Ⅱ 353 (６．６） ３．９ ２．６ (１０１７） 石棒 凝灰岩 89-129

５ Ｌ８ Ⅱ 1９ (６．４） ３．８ ２．７ (１０１６） 石棒 粘板岩

６ Ｊ８ Ⅱ 279 (５．８） (２．４） （１０） (２２．５） 石刀 千枚岩

７ Ｌ４ Ｉ 4０ (４３） (１９） （１１） (１４．０） 石刀 緑色片岩

８ Ｌ５ Ⅱ 123 (３．２） (２．８） （１４） (２３．５） 石〃 粘板岩 89-130

９ Ｍ６ Ⅱ 4６ (３．８） （１５） （１０） (５．０） 石〃 粘板岩

10 Ｋ５ Ⅱ 3048 （１５．１） (３．６） (２．３） (１５９．７） 石剣 頁岩 89-131

11 Ｎ５ Ⅱ 173 (７．０） (３．４） （１６） (６２．８） 石剣 白雲母片岩

1２ Ｊ６ Ⅱ １ (６．０） (２．８） (０４） (５．８） 不明 粘板岩

1３ Ｊ８ Ⅱ 1６１ (４．８） (３．８） （１６） (３９．５） 不明 粘板岩

1４ Ｋ５ Ⅱ 2908 (６．９） (３．４） （１６） (３６１） 不明 緑色片岩 89-127

1５ Ｍ３ Ⅱ ４ (８０） (２」） （１０） （１６．８） 不明 粘板岩

1６ Ｍ７ Ｉ 176 (６．１） (１８） （１．０） (１２．７） 不明 粘板岩

1７ ＳＫ２ Ⅱ 3９ (５．３） (１．７） (０．９） (８６） 不明 粘板岩
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1．遺跡遠景２．発掘前の状況３．遺跡全景
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1．北東調査区２．南西調査区３．作業風景
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1．第１号住居趾２．第２号住居趾３．第３号住居hｌ
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1．第４号住居１１上２．埋甕の蓋石３．蓋石除去後４．埋甕
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1．第５号住居h１２．炉３．４．有孔鍔付士器出土状況
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１．２．第６号住居fll二２．第８号住居趾３．第７号住居趾
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1．埋甕２．ＳＫ１検出状況３．縄文土器出土状況４．土偶出土状況５．和同開弥出士状況
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１～６．第１号住居h'二出土の縄文土器
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1～４．第１号住居趾の縄文土器
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1～３．第１号住居趾出土の縄文土器
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1～４．第２号住居吐出士の縄文土器
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1～５．第４号住居趾出土の縄文土器
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1～３．第４号住居趾出土の縄文土器



図
版
帽

２

１

４

８

１$蕊:;;Ｉ

灘
iiii轤蕊蕊;｝

職iii鍵!ij,，

■
０
］

､Ｅ

蝋 ボ

■
□
】

1～６．第５号住居趾lLH土の縄文土器
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1～３．第５号住居１１}出土の縄文土器
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1～５．遺構出土の縄文士器
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１．２．包含層出土の縄文土器（Ｉ群１類）
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1～３．包含層出土の縄文土器（Ｉ群１類）
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1～３．包含層出土の縄文土器（Ｉ群１類）
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１．２．包含層出士の縄文土器（Ｉ群２類）３包含層出土の縄文土器（Ｉ群３類）
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１．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群１類）２～４．
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包含層出土の縄文土器（Ⅱ群２類）
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1～３．包含層出士の縄文土器（Ⅱ群２類）
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1～３．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群２類）
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1～５．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群２類）



図
版
沁

Ⅱ

２

３

1～３．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群２類）
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1～４．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群３類）
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1～３．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群３類）
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1～４．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群３類）
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1～３．包含層出土の縄文ｔ器（Ⅱ群３類）
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１．２．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群４類）３．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群５．６類）
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1～３．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群８類）４．包含層出士の縄文土器（Ⅱ群９類）
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1～４．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群10類）
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1．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群10類）２～５．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群11類）
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１～４．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群12類）５．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群13類）
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(Ⅱ群14.15類）1．包含層出土の縄文土器（Ⅱ群13類）２．包含層出土の縄文土器

3．包含届出上の縄文土器（Ⅱ群15類）
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1．包含層出土の縄文土器
3．包含層出土の縄文土器

(Ⅲ群１．２類）２．包含層出土の縄文土器（Ⅲ群３．４類）
(Ⅲ群５類）
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1．包含層出土の縄文土器（Ⅲ群６．７類）２．包含層出土の縄文土器（Ⅲ群８．９類）

3．包含層出土の縄文土器（Ⅳ群）
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1．石器（石鍼）２．石器（石錐、三脚石器、石匙）３．石器（削器、掻器）
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